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序文

宗像市は、福岡県の北部に位紺しており、福岡市と北九州市の両政令市からいずれも約30kmとい

う立地的条件を有しております。かつての純盟村は、昭和、％年の国鉄鹿児島本線電化を契機に、両都

市への通勤囲として大規模な宅地開発が進められましたc 昭和38年にはじまった自由ヶ丘団地の造

成、昭和41年にはじまった日の里岡地の造成さらには2つの大学の進出もあって、人口が急増し、

括気ある都市として変貌を遂げました。現在では「快適生活都市・学術文化都市篇福祉都市」を3*
の柱として発展を続けております．

急速な都市化は、おのずと自然環境や歴史的棗観の変貌を伴うものであり、残念ながらほとんどの

文化財は消滅の危機にさらされ、常に緊急な保存対策を迫られています。失われていく埋蔵文化財に

対しては、緊急充掘調査を実施して．記録保存に努め、地域の歴史を解明する成果をあげてまいりま

した。

本吾は、宗像Tli総合保健福祉センターの建設に先立って発掘調査した久原瀧ヶ下逍跡の盛理報告で

す。

本害が広く文化財の保護および学術研究に貢献することを念穎いたしますとともに、発掘調査全般

にわたってご協力をいただいた多くのガ々に心からの感謝の意を表す次第であります。

平成12年3月31A

宗像市教育委貝会

教者長原田慎太郎



例 言

I. 本吾は．平成7年度から11年度にかけて宗（象rti総合保健福祉センターの建諜に件い、緊急発掘調

査を実施した久原瀧ヶ下遣跡（ボ像市大字久原字曲ャト:1os番地ほか）の調査報も涛であるU

2. 発掘調査は、宗像市教育委員会が事業主体となって実施した．

3. 福岡県文化財暦号は．久原瀧ヶド遺跨 C:1:ie}.189)である。

4. 4-報告褐の遺物酢号は．すぺて通し番号である．

5. 逍構の名称は次のように出号化した.sc: 竪穴住居蹄 ~K: 上坑・l.塙拾・火詐仕

SB: 掘立柱建物 SD: 沿 SE:Jf: 戸 so: 古墳

6. 8111.fitは、国土調査法第II座標系を用い．方位は磁北である

7. 本井に掲戟した平板図および遺構実測図の作成は、黒瀬茂文 (ill, 篠栗町教育委員会）・臼石康弘

（現 大平村教育委員会）・笹栗俊也・江崎靖雑・小樋7:~f·細川受・白人英敏•岡崇がおこなった．

8. 本当に掲械した浬物実測図の作成は、安部裕久・秋成雅博・浅自弥'I:石川さやか・小樋・細川・江

崎・岡がおこなった．

9. *西に掲載した遺構および遺物の製図は．多比良佳奈子・中原美知了｀遺物の整理は、西+J広子・

ID/-¥! 貞了•田崎紘 r ・ 東和子・浜田広芙・浅倉がおこなった。

JO. 本苔に掲載した追跡の全景および調査区の写真撮影は（有）空中写只企両、遺構の写自掲影は、

安部・白木・白石•岡．遺物の写真揖彩は岡がおこなった。

J 1. 本苗の執箪および編集は、岡がおこなった．
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第1章序説

1. 調査の経過

平成6年9月21日に宗像rli酋irlii!t両部よ,,宗像rli総合保健福祉センター建設のflj地造戚工中に伴う文化財

調査の依頓があった．

これを受けて、同年 11 月 ]7日から I~月1日にかけて試掘繭杏を実施した結汲ほぼ全域に渡って住屈士

坑、柱穴などが分布していたことから．平成7年2I] L□ より高査を実施した．

第 1表文書遭＂里表

年度 地番 調査区
埋祓文化財発掘の 埋冠文化財発l¥i!調

哩政物発見届 埋絨文化財保管.if.
埋滋文化財允掘関

屈/ti 食の届出 査 f通知

7年度
108 A~L 7宗教社173 7宗教社107 8宗教社7 8 ,;~ 教社8 8宗敦社3叩
番地ほか 区 平成7年5月8fl 平成7年4月lH 平成8年4n ;~ 日 平芭8年4月3日 平成8年6月!BEi

8年度
108 ¥1・N 

平成88宗年教5社月泣223U 
9宗教fl:104 9宗教社110 9宗教ttJU 9宗教社12()

番地ほか 区 平成9年4月24FI平成9年4月24R平成9年4月24日 平成9年4月25FJ

9年度 109 0区
り宗教社:tA.17 9 宗教社5~ 9宗教社りIii 9宗教社W.5 9米枚社JOJO

番地 平成9年5月15日 平成9年9月4日 平成10年1月16日平成10年1月」9日 斗成10年 ~/-J:!51:1 

IU{t-J度
110も番
P区
LO:. 者教社'17 10宗教社1侶 I眺枚社釦9 1踪牧社絢 JO*教/1:859

地 平成10年4月IGl1平成10年6月1日 平成11年3月30日平成11年3月300平成11年3月31I] 

II年度
110 Z柑
Qr<: 
u宗教社70 II宗教社92 II宗牧tl:214 II宗教社公M 1堺教社2~

地 半成11年5月10日平成11年5f.JlOU 平成11年6月llU平成11年6月I71:1 平成11年6月21日

2. 組織と構成

7年度 8年度 9年度 l(),:F度 11年度

総括 宗像ni教台委員会 森（散'ff下il照l消 賃霜器 林 英典
原（敦11円11.恨)太郎

原田慎太郎

林lftl't仄英典

（中綬＂野邪和即人
中野和人

織ぼ堕p扉勝長）也 織戸勝也 微戸勝也

藤(Ii会野牧英百親美J.J 
藤野英美 紺襟＇羹 井上弘 ~ 1-J_ 弘

井（社会上教育謀弘氏）

原（文化係俊QJ一
原俊一 原俊一

原（文化財俊保且一） 
原俊一

庶務・会計
原（文化保俊印一 蓄陽与 井ぽ亭I:）幸恵 安<・r:.1<1部裕久 安部裕久

発掘調査担当
(岡!¼糾） 崇 安(J:部任は裕邸]久

岡 致 艇l 崇
｛白筏帥木）英敏

＜白囀託石）康弘

報告西担当 岡 出;,... 
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3. 位置と環境

本泣跡は、宗像市のやや西側で，福間町とQ)!森に接する許斐山（勾I.Om)より北西J糾）から北束）:;1~」にか

けて八手状に派生する丘陵のうち、北北束1このびる品も長い斤陵 I:に位raする．
八手状に派生する斤．陵のほとんど約218JJrn''は、昭和41年にはじまーたnの単団地の造成にともなって件
宅地として姿を変えた．屯時．緻密な文化財潤査のできる状i,兄ではない中で、福岡教育大学教授波多野I院ニ

氏や当時九州大ヤ文ヤ部大学院生である春成秀爾氏等が中心となって，懸命な調斉が実施されている．束郷

逍函加、宗衛市内の調査で最も古い報告苔である。束郷・邸塚占瑣は、このときに r数少ない占.,:¥:占拍で学

術 l.:きわめて価値の品いものである。 」という理由で造成を免れ緑地として保(fされた．

近年の調査で、鍛冶関連や沿.{-j工房、畿内系J.器の流人や陶質七器の流入.iiflf川に0,11をみる特殊なカマ ド

の椅追など島占墳時代の社会の様相が少しずつ1,Jlらかになってきているe
,. り

久原龍ヶ下迫跨は、昭和57年のほ1拾整怖に伴う発拙閾杏で．住j哉蹄．溝．貯級穴および片穴群などが検出

された• L号住居からは柏の羽口や3号住居から庄内式系甕と板状鉄斧がIllI: している，

""" 野坂 ー町問追跨は、昭和5~坪のほ場棺儒に伴う発掘潤令で．住居跡が検出された，そのなかで l丹住屈か

らは鍛冶炉が検出され、 4 号住屈からは翌．そのほか 4 · 5 ·(i 号住/;~から2.旅g相当の鉄滓が出七している

ことから鍛冶との関連のある住居群と考えられていも

“‘’ 石・地原神展紐逍跡は、平成3年度のほ場惚慌に伴う発掘調査で、住居筋． 上坑掘t柱注物跡．柱穴群な

どが検出された。特にS1<8からは．沿石の原石や臼:ttの未製品、チップ、砥石．軽右などがIllIし 沿も製作

跨を示唆する追跡である．
"ts, 

冨地原川原田追跡は、平成4年度のほ場整備に伴う発掘潤査で．住に跡が検Illされた，'::こでは.24号件

居より庄内式系渠、二頂口紋甕など畿内系士器が出ヒし．さらに14·3びう住居ではl~fi I: 器が27号{t/i!iでは胡

針系軟買 I:器が出土しており、外米色の強い追跡である．
,, 即

光岡六l!b逍蹄2次調査では．平成7年度に店舗などの開発によって住店跨、上坑、溝が検1Hされた. ¥I号

住居は. 4本柱の方形住居で西墜の中火にカマドを設け.ff.i直コーナーに刷けて隈に沿ってトンネル状に煙

道が延びているという特殊な構造で、岡垣町拭ノ尾造跡や津民崎町在門トノ原遺跡でlull芯な構迎の1中届が検

出されている、）

:u 班祁遺恥群 11.t-仕t公rn東郷I.I也区i"'l倅泄ぷ業にともな・）瑾磁文化Utの特掘潤1"i'怜lei';!) 11和l宅公団 1937 

註2 ;; 滋市9た通史紺第l~ 白然・考山 本像市史絨扇妥且会 l四忠1~古頃U,¥ll1:磁 ~1廂 I

na :;:it 1阻成文化財9珈製*!1111,;.I} • ぶ~.1,又化財瀾脊t!H佑~- ;ng集 ポ伽,,牧斉委貝た 1函 ll¥31?'l

計4 宮地原沖戌脱 屈岡県；紅黛tti滋地脱所a:這衿の充徊潤釘附ャ・、祖望,11文化財寓打副r.り か:41~:;渭像,f;牧付委目会 1的J

註5 宮l訳（川原l廿1 福岡此暉,1,宮地印所仕遺跡JJ)Jt lltl刷究報伯·ポ~rt;文化UJ調斉恨佑~ I'!¥泊出 、t鴻t市枚｛沼狂迂 暉 1

lt6 太像市史通史編/J'!I,粒 自然・^与古祁黛市四編嘉委は会 19\17 筍 •J 釘5l邸~ft,淑）・pi81
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第2表周辺遺跡一覧表
番号 遣跡名 在以硲n 時代 報告苔 主な遣梢

I 東揮遺跡酢 33041 t~3:l0121 弥生～近世 1967年報告 古墳・住居ほか

:!. 久犀瀧ヶ下遺跡 330<189 弥生～中世 今固報告 染紹

3 久原遺跡 a30506 弥生～中世 第19集 貯蔵穴・←'I・溝

l 光岡六助還跡 330793 古l貞 果裕•河川

5 野坂一町間遺跨 330499 弥生～古墳 第9集 集窮

6 冨地原神屋崎遺跡 3305:io 弥生～古墳 第41集 巣落

7 百地原)II原[fl遺跨 330545 弥生～古墳 第~9姐 渠落
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第2図事業計画図 (1/2/XIJ) 
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4 迫跡の概要

本造跡は、宗像市と宗像lUI福問町との境にある許斐山 (271m)より北京）j向に派生した斤陵上で、束側に

は朝町川・ぶ瀬川によって形成された平野を臨むことができるこの丘陵は宗像市内でも逍跡の密度の品い

地城である。

昭和63年に建設された宗像市民総合センターの建設に伴い．久原達跡では弥生時代の上墟墓・貯蔵穴群、中

世の大溝などが調査されたCさらに久原澤EEl古墳群の古墳50基が確認され． 一部は古墳公園として保存され

ている．

本濶査では、 古頃時代の住居跡が7割を占め、 上坑合上壊墓．掘寸且柱建物、 沖、古填．柱穴群などが検出

された．同じ丘陵ヒでありながら古墳時代、南側は古墳罪北側は集落といったように異なった性格の遺跡

であることがわかった．

調査区および遣構の数は．次の通りである。

第3表調査区概聾表

莉査区 揉 ~ 悶 lit f,! 
備 身住屈餅 七坑 七濱廷 火葬品 清 捐寸 i眉ダ,, 占墳 井戸

‘‘ 2l.75~l!l.2Sm 1500 I 2 l 全体的に削平
8 21.25~:lO.SOm 450 

゜
I - I ー北東側に遺．情盟,,

C 20.25ヽ-19.2511、1200 I ・全体的に削平
D 20.75~l9.50m 2300 14 2 2 2 2 住居が摂中する．
l! l9.50~17.75m 1000 2 l j 谷状で地山は包含図
P 2l.50~20.00m 800 l 1 

ー全休的翌にに削遺平構果中G 19.00~ 18.00nヽ 600 5 I • 北側に
1-l 18.00~17.00m 1500 18 5 2 北西側
I 17.00~ l 525fll 1600 26 1 2 L 北東傾
J 14.00~1 l.75m 400 2 - I 1西側の投落ちに沿検出
K 16.7fi~J5.00m 550 14 ー南側が削平される
L I 7.50~ 15.2501 400 2 中央部分が谷地形
M 18.75~18.25m 130 4 tに火存ヰ
N 18.50~16.00m 200 I 石当墳

゜
14.25~ 12.75rn JOOU 6 - ー昂も低い位置で谷地形

p 15.25~ 13.73nt 500 4 2 I 
直饂Q 1600~13.75m 700 6 1 l 

ヘロ 計 14730 105 18 4 4 6 7 2 I 1 

今回報告する遺構は、竪穴住居跡105-!lll検出され．そのなかで拡張住居とわかるものは拡張前、拡張後を含

め 1棟とした。 l: 坑は18基で、古墳時代のt坑5基、中世およびその外の上坑13基に分けられるゆ t箱雄・火

葬墓はそれぞれ4基検出された。 掘立柱建物は9棟で．そのうち古墳時代の建物4棟、中世の建物3棟柵

列と考えられる造構2棟を検用した。このほか溝6条と井戸l基．古慎は横穴式石寮の1品である。

今回報告する追物は次の通りである．

陶質土器（縄耕紋を施す甕把手付 Jヽヽ鉢、小鉢）

須恵器（高坪、坪身．杯益．返ほか）

上師器（甕、壷椀．鉢、高が、手捏土器．甑、支脚、上玉、鏡型上製品はか）

石器（砥石、 石鍋、臼玉` 勾玉ほか）

金属器（釘、鉄鏃、絞具亀耳輪、仏具？ほか）
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潤杏範ll.llは、おもに畑地として利用されていた部分で．一部は民家除去後に調査を火施した。 畑地は、丘

陵の、出い部分を水平にし、また、区画などによって溝や段を廂していたことから．全体的に著しく削•平され

ている。

鵡和fli拮は約L5000nlと広いため．こうした区画範囲を1つの調査区として設正し.17/J)潤査区を設けてア

ルファベット顛に調査整理をおこなった．

第4図 A区遺慣配置図 (1/300) 
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A区

A仄は、本追跡のほぽ中央で、母泊j所に位消する。

現状ぱ畑地であり全体的にllll限時の削平が進んでいる。追構血は．地表から10~:-Wcmの所で検出され

た。追構密度は低く．深い過構だけが残っている状況である。

逍栴は調企区の南束制より検出された拡張住屈l棟と、潟杏rべの西側で検出されたi翻 1状逍構 1棟

側から南側にかけて検出された上坑2基である。

8区

B区は．

C区

C区は．

A区の束側に位陸しi"..IB'軍は二角形を

呈している，．

現状は、畑地であり全体的に開墾時の削平が進

んでいる。追栴l紺は、地友から1炉匁）cmの所で検

Illされた。追構密度は、全体的には低く迫構の検

w箇所も片寄っている。標高は東側に7:....,ており
逍構はおもに北から東側で検出された。北束側で

は、住J出の詔',の残りが良い．

追構ば． 住居趾•6 棟. _I: 坑l駐，溝 1条である．

SC22とSC19・20・21に挟まれてSl<.3などが検

出され．住居の埋J.を切って中世の溝が南束～北

西}j向に検tllされた．

B区のさらに釆側に（対裟する、9

現状は、畑地であり全体的に開生時の削平が進

んでいる。追構1fnは、地及からJO~~cmの所で検

mされた。追構密度は低く．深い迪構だけが残っ
ている状況であな標高は束側に下っているが、

B区の北束側で検1Hされていた住届もCl>{ではさ
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らに削平されまったく検1.l1されなかった．調査区
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の中央部分では.1Jヽ規模な柱穴群が認められるが

建物として並ぷ住は認められなかった．

迫構は、調杏区の南側より検出されたSK4で中II!の追物を含んでいる．

第5図 B区遺構配匿図 (l/300) 
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D区

D区は、 A区の南側でE区の北側と束側を鍵状に囲むように位謄すな現状は、畑地であり全体的に即用時

の削平が進んでいて、北西側と南端は深い遺構および撹乱坑だけが残っている状況である。調杏区の中央部

分のやや鞍部となっているところは、古墳時代の包含層が認められる．造構面は、地表から10~30cmの所で

検出された．遺構密度は．鞍部が高く包含磨除去後多数の住居が切り合っていた．

遺構は．調査区中央部分を中心に検出された住居跡14棟と掘立胆甚物2棟、中也の七坑および士塙集[4基

である．

積している．遺構面は2而

あり、中世は地表から20~

3釦mO>所で検出され、古墳

時代の地LIiは最も深いと

ころで地表から lrnを況l

る。

迫構密度は低く．中世の

遺構面では主に柱穴が検出

され、古頃時代の遺椙而で

は、単発的に住居跡が認め

られた。

遺柑は、住居跡2棟と掘

立住建物 l棟と櫃列状坦構

1棟である。

第8図 E区遺襴配置図 (l/300) 
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F区

P[~ は、 A区の北側に位柑する。

坦状は、畑地および篠竹林であり全体的に開墾時の削平が進んでいる．逍楠1面は、地表から10cmの1所で検

用されたじ瑣構密度は低く．深い追構・だけが残っている状況である。様高は、徐々に北束側へ下っている。

滋構は、調究区の北側より検出された掘立柱建物1棟と住店跡 I神である

G区

G仄は.F区(/)北側に位逍する。

税状は．畑地および篠竹林で部に梨の木が植林してあり令（本的に開明時の削平が進んでいる0 jfiJil'/rliiは、

地去から10~20cmの所で検HIされた．迅構密度は、 全体的には低く追構の検出飩所は片寄-_,ている。標席

は、徐々に北側へ下っている。逍構はおもに北側で検出され．南側は削平によって迫楠が認められない。

遺構は．鵡査区の北求側より検出された釦暉5棟と北西端の十坑1基である．

H区

Hli<は、 G区の.lt/114に位f釦し.(;f,<との高低差は約 Irnを測る。

現状は、畑地であり全体的に1財墾時の削平が進んでいるが特に南側が苔しい。追構面は、地表から10~20<:m

の所で検出された．追構密度は｀全体的には北iり側で品く、南東側では低い。栖高は．徐々に北側へ下j て

いる，俎構はおもに北西側で住屈群が検mされ、南西側では、中世(/)Iこ坑および柱穴群が検HIされた．中世
段階では、 G区とH区の段屹はなかったも0)と考えられ、近年．畑として段差を設けたのではないかと考え

られる．

俎構は．閾査区の北～北1世側にかけて検出された住居跡18棟、南illi佃lの士坑fi.lbと北西側のt撰品1基で

ある。

1区

l 区は. H区の北側に位泄する• I区とH区との境は、畑を仄両する溝であるが浅いため明瞭ではない．

邸・たは畑地であり全体的に開墾時の削平が進んでいる．遺構面は地表から20~印(;tllの所で検出された．

遺構密度は全体的に涵く住居群の分布を屯位で抑えることができるのではないかと考えている。特に西側

の遺構空白地は削平によって住店跡が検出されないのではなく、元々から広堤としての空問が考えられる．

標高は、徐々に北側へ下っているが薔 H区に比ぺ傾斜は緩い．

追構は、住居rn,~棟、北西端より掘セ柱建物蹄I即．束側よりi:堀NiI基である。

- 13-





J区

J区は、 1区の北側約5mに位置する.,: 

事区内に所任する川崎宮の移転に伴って屯独

で謂雀した"

祝状は．桧などの植林および雑木林に覆われ

ていに追構面は、地表から30cmの所で検出

された．追構密度は、全体的にやや密である

がおもに柱穴群である。ほ郡ま徐々に北側

へ下っている。

逍構はほぽ全体的に検出され、西側では法

面を大きく削り出して、休面に敷石を伴う溝

を検出し、溝の北東端では、井戸も認められ

た。

遺構は、住居跡2棟、溝 L条、井戸1基で

ある．

k区

k区は， T区の束側に位隈する。

現状は、畑地であり全体的にUII岨時

の削平が進んでいるが特に南側が著し

ぃ．造構面は、地表から10~30cmの所

で検出された．棟高は、徐々に北側へ

下っている．遺構密度は、北側で高く

南側では低い．

遣構は調査区の中ほどから北側にか

けて住居跡lM寮が検出され．南側は削

平によって認められない。

L区

L区は、全工巾区内の南側でM区N区

の問に位造する。

現状は、畑地であるが調査区の中央

部分が西へ大きく谷地形となってい

る＂追栴而は、地表から~~80cmで西

側が深くなっているが、追物包含/e1は

認められなかった。追構密度は低く、

撹乱に伴う士坑や畑地開墾時の泄など

~Om 

第12図
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が検出された。慄高は東から西側の調令 x,..-+ 878(/(J 

区中央に向って下っていな 追溝は調査

区の北側で巾且と古墳時代の上坑2基お

よび柱穴群を検出した．

M区

M区は、全工事区内の最も而開に位i貸

する．

現状は、畑地であり調査区の南側に所

在する古頃の盛上を削平して整地Lてい

る．追構而は、地衣から初cmで検出され

た．追構密度は低く、おもに調査区の束

側より検出された。標高は徐々に北西側

へ下っている。検出された迫構は．火杵

雄4駐のほか撹乱坑などである．

N区

NIJZは、 L区の北間に位留する。

E区の谷とL区の谷の間で細い吊根0)

稜線が固こ派生している。現状は．雑木

林であり調査区を設定した束側には盛」．

を持つ占屈が 1 店所 {.Eする。 LI~北側の
疇•‘

法面を造成q,に．石室が検出されたこと 合O》

第13図 L区遺楕配置図 (1/300) 

' I M区
ヤ

8•2Sn, '. 
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でj
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0 ,om 

第14図 M区遺構配置図 (,/300) 第15図 N区遺構配置図 (1/300) 
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0区

0区は、全工ギ区内の最も束側に位営する．

現状は、田畑地であり地及面は水平を保っている。遣構1(1iは地表から20~20(lcmの所で検Illされ. ~.!i側

から束側にかけて深くなっている．追構密度は、西側て高く、東側ではほとんど認められなかった。このた

め東伯Iは．表七からの L屈脩認後、廃」沼き場とした•

憬品は全体的に束側へ下っているが、調在1・双の南西側がやや急である。直構はおもに住居跡でこの急斜

rui..Lより住居跡6棟が検出された。

P区

Plぶは、 0区I).)北西側に位隠するし

現状は、宅地であり地表面は水キを保っている。追構曲は、地表から：灼~1:'i(kmの所で検Illされ西側か

ら東側にかけて深くなっていも追構密度は全体を通して高い。 1粟商は、全体的に東側ヘト・っているが調

査区の中央がやや急な傾斜である。逍構は北側(/).I.: 坑群と南側の住居群に大きく分けられる．この住居群は．

南())Q区へ延びている．

遺構は．住屈蹄4棟. I: 坑 ~f,!;、掘立柱述物 1 棟である。

Q区

Q区は、 01和の南西側でP区の南側に位誤する。

現状は．宅地であり地尖面は水平を1油っている。追構曲は地哀から30~l9lcrnの所で検出され南山側

から北東側にかけて探くなっていを追構密度は．全体を通して高い。標店は、全体的に束側へ下っており、

調査区の中ほどがやや傾斜していな遺構はおもにこの傾斜より検出され.P区Q区を経て0区の南西側へと

延びている。

追構は．住店跡6棟 J坑 1具む1寸柱建物 l棟である，

—L7-
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第2章調査の記録

1. 竪穴住居跡

SC 1 (迫構•第17~1、第 4表．図版 ：3) 

SC Iは、 D区の南嬬より検出され.SC2の束側埋士を一部切って検出された。

竪穴部はほぼ馴丸Jj形で各辺の巾央がやや張る構造である。周咬溝は全周すると身えられるが、南西側の

コーナ一部分が後世の撹乱によって形状を失う．

溝の1祈面形は逆台形を呈し床llliから深さ 7~14cmを測る，

主柱グくは、現状で3本険LIiされたが．南西側コーナーの撹乱によって1本は梢滅したと与えられることか

ら．実際は4本柱であったものと想定される．

北壁側の床血中央より焼上を検111したことから．カマドの存在が考えられたが、埋 tが浅かったため詳細

な摺幻については確認でさなかった．

SC2 C迫構• 第17図、第4衷凶版3.潤物 l~lO、第.JIJI女1、第5il<) 

SC2は、本住居群の最も南に位跨しており、これより南側は主に古墳群である．

本住届はSC1の西側周既油の一部より切られており、住居内の南側半分床面は、後世の撹乱および地 い水

による地盤沈下などで大きく崩既していな

啜穴部は長）i形を呈し、各辺は直線(内である。 I胡墜溝は、全周していたものと考えられるが投乱坑等によっ

て失う．溝の1新"r~i形は逆台形を呈し応Iiiから深さ 8~立Clll を測る．

t柱穴は、現状で2本検出されたが、撹乱によって2本は消滅したと考えられることから．実際は4本柱

であると想定される．

北壁側の床而中央部には、カマドが検出された。カマドは、 90XJ05(;mの範囲で、周囲に黄褐色の細砂粒

状の上壌が検出され、その中央には焼J:が検出された。焼土内より土器片や石製の支脚などが/H:t-している．

SC3 0目構•第17図、 第 4 表凶版3 、造物ll~33 ·⑭ 8·4.'xl、第•10·..Jl·72·73図、 第 5·o·19表.t咄版8・14)

SC3は、 1)区(/)東側でSClの北約2n,IJ)ところより巾独で検出された，

啜穴都は罰丸力形を差している．

周壁溝は・ 全周すると考えられるが、北束コーナーと南西コーナーがそれぞれ近現代の長方形の投乱坑に

ょって欠掛する。周壁溝の断面mは逆台形もしくは角の丸い逆台形を呈している0
下柱穴は、現状で3本検出されたが、南西側隅の虎乱坑によって 1本消滅したと考えられることから実隙

は4.木柱であると想定される。

北側墜の床面中央にはカマドが検出された、. ~逍跡の中では比較的残什状態がよく、全体の規換は現状

で幅約110cm、長さ91cmを測り、左側袖部は、長さ88cm、幅35cm,麻さJ沈mで．右側袖祁は長さ97cm、

高さ14<:rnを測る．袖部の粘上は．明黄掲色のサラサラした砂粒から細砂粒質が検出され、その中央に焼如友

を検出した．

-1.9-
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1: 灰褐色細砂粒一部レキ含む
2: 暗褐色細砂粒賃土
3; 灰褐色粘質土

4戻
5: 競土

カマド士眉

1,e言喝色細砂粒質土
2: 賃鴻色砂粒質土
3累鳩色紐砂粒軟舅炭を含む

4: 暗責色砂粒（シャリシャリ）

冒 三 19.SOm

。
4m 

第17図 SCl ~3遺膚実渭図 (1/80・1 /40) 
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東側と南間の喘六埋十からは． 焼 I.および炭化物が認められたc

床面は、西側半分が東側半分に対して8cm程高く地山を削りIllしている。

SC4 (逍構•第18図．第 1ヽ 表、図！阪 3. irl物．祖~47 ·45~)•49l.J, 第立43・7311<1、第5・19表.114版8・14)

SC4は.SC2の西約-l(Jc111ほどの所に隣接して検出された．

竪穴祁は南側がやや狭く1潤丸(l)小幣台II灰をmしている，
/bJlft溝は全l胡すると考えられるが.1+1西側コ―-Jーが比方形の投乱坑によって 福を失う、，問壁消r/)船

は、周辺で検出された住店に比べ広く00-6(lcmを測る。

宅柱穴は、 4本検出された．

燎土は、北東側と西側の壁滑IJ...iおよび南束但IJの床1旬の：{ /J所よI)検出した．焼失It届とは考えがたくその

場所においての火の使用が苓えられる。特に酉側壁溝内には. I'. 師器の棗などほぽ完形に復元できる追物が

rfl_Lしており、炉およびカマドの機能を果たした施設があったのではないかと推測する．

scs (造構•第 l8図．第4 表、遺物•18、第43図、第 5 表）

SC 5は. DI~ の東に検出された．

竪穴部は因;!Jj形を坐していたものと想定されるが、全体的に削平が柑しく..It束側コーナーの固収溝が

L字状に残っている程度である。溝の幅は最大27cmを測り、深さ 1cm程度である．

叫J,穴は.4本検111された。

北束側の壁消内と西側および南束側床面から焼土および炭を検出した．

SC6 (逍栂•第18図．第 4 表．位1版 3. 追物49--印、第4:-!図、第5及．図版Hl

SC:6は.D区の集｛紅群のほぼ中央より検出され.SC7 O)東側上面を切って検出された．

凝穴部の形状はぽぼjj形で.'甜壁洲は今周する。

周堅沖の断而形でI柘くからの ド場は屈仙するが、外周の下場は曲線である。溝の糾は32~78cmで特に北束側

コーナーが広い，

1茸穴は、 4本検出された。

北側床面には、長さ太西3.lln. 拙60cmの範囲に．厚さ 5cmの黄褐色砂粒土が検出されこの砂粒土の東

端では、床1t1i中央よりカマドが検出されたが、 Jrい：が浅く平而形I/）みの調査とな・Jた．
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SC 7 (追構•第19図．第4&, 凶版3、迫物61~84·435~心7 ·505、第4.4 ·45·70·73位1、第 5·6•J9:・公図版8・l4)

如 7は、 I)区の集治群のほぼ中央よI)検Illされた。北側コーナーの1こ而をSC9に、束側の l:rliiをSC6に

それぞれ切られている。

竪穴部は長方形を出し、コーナ一部分は比較的シャーフである。また、周辺の住居跡の •I-< でも検出1111から

床面まで撮も深く追存状態の良い住/.!lである。

競浙は、幅:l><.:mで深さ4~10cmを測る．束コーナーから北東側は双mのところから長さ1.05mにわたり

認められなかったことから当初から，菌図的に床面を残したものと与えられる。

主柱穴は、北西側の中央床面墜溝側と南束il!りの中央l栢而壁溝側に2本検出されたし外に主柱穴と断定でき

そうな柱穴が認められないために当初より 2木柱の可能性が劣えられる．

床の中火には焼土および炭化物が東西3111.南北I.8111の範皿でl和さ最大20cm検出された。また、迫物な

ども、焼土および炭の中よ t)検111され特に南東側では上師器の並や品杯などほぽ完形の状悠でHI上したた

め、住居消失の際破棄されたものと推測する、

SC8 (追構 •第19図、第 4-ti.、図版 3 、追物85・め、第船図、第 5 表、図版 o)

scsは.DIぷの北東側よI')検出され． 南西側コーナーがSC9とSClOの雌上上1tiiを切る．
竪穴部は．検出時墾溝と柱穴だけで埋上はほとんと認められなか-)たが．緊穴部の形状は、やや台形を基

している．

周墜溝は全周すると磐えられるが．北東側のコーナーが長）i形の投乱坑によって削中されている．

屯柱穴は．現状で3本検出されたが．撹乱坑によって1本欠捐しており、英覧は44: 柱であると想定され

る．

SC9 (逍構•第19図．第 4 表、図版 3 、逍物87·88、 tf',461~、第 5 衣、図版 8)

SC9は.o区のほぽ中央より検出され.SCIOよりほぽ全域を斜めに切られ、北側」こ面をSCBに、西側上

面をSCHより切られる．また．南東側コーナーはSC7を切っている．

竪穴部は隅丸}j形を呈し.J利壁溝ぱ全周する．

主柱穴は現状で3本検出されたが、住居内に穿たれた長力形の悦乱坑によって 1本欠捐していると考え

られることから、実際は4本柱であると想定される。

北壁の床l面中央にかけて焼.I:およびt師器の壷などが検出され.1Jマドと考えられるが.SClOの周峡滑に

よって削平されている．

SClO (造構 • 第19図、第4表、図版3、)3物89~切．第始位1、第5表、図版8)

況~10は. D区のほぽ中央より釦IIされ．北東側コーナーのJ.:面を:;csより切られ、 SC9はほぽ全体を斜
めに、南側コーナーの哨tをSC7が， .It西側コーナーをSCllがそれぞれ切っている。

昭 ＇く部の形状は長）j形を呈し．壁滞は、全周する。さらに南側コーナーより排水溝が長さ4.J5m延びてい

る。

上柱'°'は、現状で3本検出されにが、南東側1本は.Jx}j形を旦した撹乱坑によって欠捐したものと考えら

れることから．実際は4本柱であると想定される．
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カマドは北側競のほぼ中央床面よI)検出された。残併状態はあまりよくないが．北gをより30cm程ガ形状

に張り出す構迎である。カマドの部分は本住侶が槃かれる前に破棄された奴凋の北間コーナーであること

から、この均1折を再利用して簗かれたものではないか想定される．

SC11 (遺構• 第⑳柊,.第4表、図版:3.迫物95~104,第l46. 47£ 女|、第5;;;. 図版8・9)

SCllは、 D区の中火からやや叫側より検出され、床固束側をSBIに南側をSCLOより切られる。

照穴部はコーナーのシャープな長）i形を呈している。

墜洲は、北側 1辺から両コーナーに延びており、南側は施されていない。北辺の中央からは、南側へ約 1

mの長さの仕切りと考えられる溝が検出された．

t杞 ',:は、現状で束側に 2 本検出されたが~ 西間はSCJOに切られ2本失ったと考えられることから実隙は

4本仕であると想定される。

SC12 (逍栴 • 第20図．第4表. l~m入~ . 追物105~112、第4.7図、第5表．図版9)

SC12は、 I)区拓落群の北端より !JI独で検出された。北側には.A区SC17が単独で検出されているが、全体

的に畑などの開墾のよって上而の削平が著しく住居の有無に関しては不明である。

竪穴部は隅丸方形で.J剛壁溝は全｝関すると想定されるが、南側および1Iり側が1什jlji!によって削平され、北側

の中央と西側が後世の撹乱坑によって欠損する．

南西側コーナーからは，排水溝が3.Imの長さで西南西の方向にやや蛇行しながら延びている．

主柱穴は、 4本検出された。

カマドは、北壁側の床面中央に施されていたものと想定されるが、撹乱坑によってその大半を失えまた

北東仙1の埋t.から休面にかけて焼七および炭が検出された。

迫物は、＋に北東側吹溝,,、1より出・t:した。

SC13 (遺構• 第2(1図、第4長、図版3)

SCJ3は、 E区の北とD区の塊で亀 :Jjflの9軒部分よt)検出されたため、 SC14と共に南側が大きく肖11甲されてい

る。

竪穴祁はjj形であり．周壁消は北側1辺と東西2辺が 1コ」字状に検出された．

t彬,._は．現状で北西側f/>I本を検出したが、周限溝と柱i,;の位股関係から実際は4本柱であると想定さ

れる．

SC14 (遺構 ，第20図、第4及．悩版3)

SC14は、 SC!3の南側を切って検出された。

竪穴部は方形と与えられ、 周竪洲は北側 1 辺と、東,1り ~.illの 一部が「コ」の字状で検出されたo

E柱穴は、現状で L本検出されたが．周堕溝との位渥関係から実際は4本杜であると想定される．
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SC15 (追構• 第21図、 第4表、図版3、造物113~125. 第招図、第5衷図版9)

SC15は.F.fなの北端でDI双集落群の西側より屯独で検出された．

竪穴部は、南北）~-1,·, 1に長軸である糾丸の長Ji形を兒し、南西側は溝のみの検出で埋 I:はほとんどない。既

溝は、北西側の一部を円形の撹乱坑によって欠損するほかは全周すな北束側の残りが良く、主柱iくは、 4

本検出された。

恐物は主に北束側壁溝周辺よりIll土したe

SC16 (A・B) (囮構• 第21 1~、第4 表．遺物凶~135. 如幽、第5表.I咄1版¥J)

sewは.E区の西溢より屯独で検出された拡張住店で、束側は後批の湘咀によ-,て地LI.Iから印cmほど削平

される．拡張前をA.拡張後をBとする，

A・形状は方形を呈していたと与えられるが．墜滑は北辺の一部とI唐辺が残るのみである．

B・ 形状はA住店1司楳で..It側に叩Clll程拡張される。凸側溝内の中央から土玉が出土した．

SC17 (A・B) (追構• 第21図．第4及．図版3)

SCl7は.A区の南東踏より浪独で検HIされた拡張住店で．菰iJ,l前をA 拡張後Bとする．

A・ 竪穴部は力形をユし、壁溝は南西コーナーを1りl墾時の削平によって失う他は全lfiJする．・ヒ柱穴は，

4本検出されたu

B - ~ 穴部は長J1形を呈し．漿滑は.Aの北と求を共有して囮に60cmr>lに40<.:lll拡張している。

主柱穴は、現状で3木検出されたが、尖際は4¥*1であると想定される。

SC18 (逍構 • 第22図第4 ~Af.、 I~版：l、迫物1濱j.]:打・ 500、第4~ ・73図、第5・19必．図版9.」4)

SC18は.B区の束端で．棗も（氏い位陸より検出され、 Jl'i/lllJ上面をSCl9およびSC20に切られる．

竪＇澤は ．南北）i向を長軸としコーナーがややシャープな長方形を且す彎

周壁溝は．全周すると想定されるが、南束側を削平によって欠掛する。

周辺集倍の中でも比較的規模の大きい件居であり.lfJ西側コーブーの竪穴部は、検出面から床面まで的cm

と残りが良い．屯杵穴は.1本検Illされた。

SC19 (迫楕• 第22図第4表、I'<!版4.逍物1:灼~14<). 窮ig区1.第5表、図1版9)

SCl9は、 B区の北東側で.SCl8とSC20をそれぞれ切って検出された。

竪穴部は西側収が長い台形を呈し，咲溝ば全／瀾する。周辺梨浴の中でもSCl8とは逆に規模が小さい住

屈である．

訊 ：穴は 4本ありいずれも競溝のコーナーに近いところで検出された。

カマドは北側挺の中央床面に佃え付けられていたものと想定され．上台となる故褐色の枯上沼を検出し

たが残りば悪い．ヵマドの両袖部分の壁溝J.i..tから口縁部を上にした士師器())甕が公点出上した。また．南

西恨11コーナーより焼 I:を検出している。
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SC20 (迫構・如加1、布4丸 l叫版4〉

SC20は、 B仄の北東側で検出され，束側の大半をSCJ91こ切られ.SC21を切る．

竪穴部は東幽方向を長軸とする長}j形を且し・ 収溝は、 SCl.9に切られた部分を除き全周する．

上U:/,は．床I仙iの西側で24-検Illされたが．東側は墜消同様SCl9に切られたも/)Jと考えられ、尖際は4*

柱であると想定される．

カマドは現状で確認できなかったが'.ft値IJ限の応釧l央付近に焼9応が楕円状に残-Jていた．

SC21 <迫構• 第立図.W;4ス 1叩版4.逍物141.~9図，嗚 5 汲）

SC21は.B区の北東側より検Illされ.*'I:, をSC20に切られ、また．ほとんど残りが恋く咄溝もL?に残て」

ている程度である．

1: 柱穴は．現状で l水だけ検出されたが．実際は4本柱であると想定する。

カマドは、現状で確品できなかったが、北側限の床mi中央{,J近に焼床が格1:::i状に残っていた．

SC22 (追構•第22図筍4 表. I叫版4)

SC22は.B区の北西側より単独で検出された，

覗穴部は、東西方向が長軸である隅丸E方形を足し、収沿は全1、',jすると想定されるが..It側および東側半

分が後世の削平によ.)て欠mする．
t柱穴は、現状で3本検出されたが、実際は4本柱であると想定する．

カマドは、視状で碓絡できなかったが．北側墜の！和廊中央付近に妬よが栢円状にり＆富ていた．

SC23 (俎構・第2姻、第4表）

SC岱は.F区より出独 で検出したが、間墾により上面の削平が抒しく、仕穴と溺をL..,(に検出した程度で

ある．啜穴部は．方1松と想定される。 t柱穴は．聡はで西側に::!,!,:検出されたが、実際は4本仕であったと

想定される．

SC24 (A・B) (迅構• 第ね図第4 去、 I•咄版4、遺物14::!.第5(Jf~I. 第5表）

SC:2-1は、 G区よt)検出された。 ''i初.Bit店が先に検出されたが、北仙限が畑の溝を挟んで束側と西側で

は杜千のずれが認められた二とと言西i鳩lの床面よりさらに 1条(})浦が検出されたことから。拡張住店とぢ

えられる。 拡張前をA、拡張後13とする、＇

A . 1さを穴部は言方形を呈している。 北側璧か らは、 滞が検出されなかったが．北束側コ—＋ーよ I) 排水洲

が延びている。南側避ポの底の椙尚は19.41mで、 B住居による掘り山しがあったとしても、北側床面の標冶，

19.'10mより高いことから、水は排水溝の方へ流れる仕糾みと考えられる．

北側床面の中央には、畑の溝に切られた円形状の焼土が艮軸0.53m、短軸0.49inの範囲に検出された．ま

た、焼十:(!)東側には．カマドの袖部分とガえられる粘十．が検出されたがほとんど削平されていた．

B・ 竪穴部は、コーナーがシャープな長方形を呈し、壁滞は西側と北側を勾~30cm拡張する• A住居に比

ペ床面は浅かったと与えられ、北束側では墜の立ちJ-:がりは検出されなかった．
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SC25 (迫棉• 第23阪1、第'J:&.) 

SC25は.sci4の北側約2m()Jf蟷より検出されたが.GIがの北端で畑の段の部分として大きく削られて

いるため、南側と西側の溝の部とコーナーが検ILiされたに留まる．

SC26 (逍構• 第23胤第1表）

SC.26は、 SC25同様畑の段によって削られる．

竪穴部は．方形と想定されるが．競1/11は．南東側Cl)一部と南西側の消が検出された，

七柱穴は．南側床面に 1つ検出されたが柱の位囲から4本柱だったと与えられる．

SC27 C迫構・筍23図．窮4表．図1版4)

SC.27は SCおの西約4111のところで、 SC28の南阻が屯なるように検Illされたが．畑の消によってWrlll関

係は不明である。住届は、開墾時の削平が苔しくし字に消が検出したに留まる．

壁消は．束辺の一部と南辺に検Illされた．

SCお 涸構• 第23図第4去.(J1I版4.逍物143・1こ14、第50図、第5表、図版9)

SC28は、況27の北側で．束側と南側よりL字に壁浩が検出された＂

避沿は，束側で輻40cmと広く、南側は幅：30cmより狭くなり、西側では消失する．

七柱穴は.4,t-検出された．

SCお （追構• 第24図、第42c.~.lill仮4)

SC29は.H区のほぼljJ央に位招し、 SCOOを切って検出された。 H区内では．これより南側および東側での

件居址は削平などによって検出されていない．

竪i,邪は、西側がやや短い合形を涅し、咽滑は全関する。

工柱i(は．駁状で2本検出されているが．実際は4本杵た拿ったものと想定される．

SC30 (追構 • 第24凶．第4衣. ~II故 4. 逍物145·4:~. 鉛50・70@、第5・6汲図版9・14)

SC.'30は、束コーナ一部分をSC29より切られて検出した，

堅穴部は．方形を品し、餞濡は全周する．

宅柱穴は、脱状で3本検出され．北側恥面の長方形の撹乱によって 1つ欠相するが．実際は4本柱と想定

される。
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SC31 <逍構• 第叫図．第4表．図9収4)

ぷ鴻1は、SC29・30の西側で.sc: おの南束側より検出された.SC:31の束側を作1めに切っている。
堅穴部は、方形を？し，咄溝は、南側と直側、北1Llj"側コーナ一部分が残るし

t柱穴は、 1ヽ,l.:検出されたが、西咽0)方向よりやや北に振って検出されたミつまり、 ；1本柱を復冗すると

平行四辺形になる．

SC32 (A・B) (町,'IJ.第24図．第4及 1如版4、遺物146.第50位1、第5及図版9)

SCi2は、南側をS四 1より切られて検出された．住J苫埋上を掘削後、南西側と南東側から同呟溝とは別に

溝が検出され拡張住居であることが確認された“拡張illiをA.拡張後をBとした．

A・ 堕穴部は、コーナーのシャープな）i形を呈し、各辺が直船的であな Bが共hしている．

B・ 竪穴部は長力形で、各辺ともやや胴膨らみで拙丸を呈している．懸沿は、 北側を削平によって泊失す

るほかは． 「コ」字状に検出された會Aより歴滑は、 南西側で2訳m、南束側であcm拡張される．

SC33 <逍構• 第泌図、第-l&、図版4,逍物147~l69・441・--152・45..1、第50・51・71・72世I.第5・(i

衷図版9・10・1'1)

SC33は、 SC30の北 Ime/)所より検出された。

堅穴部は北西・南東方向が長軸のk方形を公し、北東側根が、やや胴膨らみである。壁酒は、全固する。

主柱グくは、西側9如籠より 1本検出されているが．調査の不備で2本柱か4本柱か不明であるc

住居(J)I―杞央には、焼士が検出され、北西殷の中央部分の消内よりn色粘土が認められた鴫9
造物は、主に床曲南側よりIH.iし、沿石製の勾玉2点や墜洒より軽石やl'J礫なども出土した．

SC34 (遺構• 第24図，第4 表、 逍物170· 17L · 4:i~l •460~48り、第:'ii・ 70・7:-l図．第!i・(i・19表，図版

10・14) 

SC34は、 SC33の西へ約60cmのところより検出された．

竪穴部は、北西・南東方向が長軸の長ガ形を呈していたと考えられるが、北東側が．後世の畑の畦によっ

て削可されているために限溝は3Jjが「コJ字状に残.Jている．

沿の幅は、 60~7Qc;lllで住屈の規桟に比ぺ広い この南側コーナーより白色粘 l:を検出した。

王柱グくは、 44検出された．

SC35 (追構• 第25図、第4表、図版4、逍物172-175・440・'149・4:-,()・490・!iOl.第51 · 70 · 72 · 7~

図、第5・6・19表.l公1版10・14)

l-iC35は.SC::-l2の北西約lm. SC340)南西約2.SmのところよI)検/JIされ,H区の範囲では、住居が密集す

る中心部であるc 住居の西及び北西部分は、 SC33・37を切り．北西側コーナーは不定形の撹乱J..坑に大半

を削ヽ Fされ.SC.'38に切られていると考えられる．

竪穴部は、 }j形を基し、壁酒は、北西側の悦乱坑を除き令湖すもまた．北側コーナーより排I~酒がI7111 

延びている。

主柱穴は、視状で3本検出されたが．実際は4本柱であったと想定される．

- :~a -
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SC36 (追摘 •第251,<l、第4 表. I叫版4.追物176-180.第51図第5及

SC&$は、束側をSC351こ、北側をSC37に切られる．よって・*側辺と北似9辺は、検出されず、南側辺と西

側辺がL字状に検11:1された．

...tt.l: 穴は、 4本検出された．

SC37 C坦椙• 第25図．第4表．図版4)

SC,"!7は、南側でsexを切り、束側と北側ではSCB5とSC38に切られ、排水溝がSC44に切られるる．

堅穴部は、やや長方1杉を追し、避溝は、全周していたと想定されるが.SC35 <38および撹乱坑によって

東側と北側が削 •T'-される。

排水消は北西側コーナーより西へ約7.5m延びていて本巣蕗の中では最もはい＂

七柱穴は．現状で3本検出されたが、実謀は4本杵と思とされる．

SC38 頃構• 第25図．第4表図版4.造物181~189、第52図、第5表、 1没版10)

SC: 袷は、南西側の大半を占めるSC:37を切り、 SC35は、南東側の歴溝の部を切っている＊

竪穴祁は、方形を呈し、咬溝は、全周していたと想定されるが、悦乱坑によって東側が削平される．

t仕穴は、現状で;!;f>'.検出されたが．実際は4本柱と想定される．

SC39 C遺構• 第あ図第4表、図版4.造物100・191・451、第52・72ti!I、第5・6表、 1剥版10・ 14)

SC'39は、 H区の南西側で•、 SC:冷から西側約2m、SC41から東側約2.5111の位笛に、削独で検Illされた。

竪穴部はやや艮方形を呈し、壁溝は全周している。東辺の酒が幅刃cm,深さ15c:111で他辺に比べると輻

広く｀床1t1iは、必然的に方形を呈す。

主柱穴は、 4本検出された。

SC40 (造構•第26図．第4 表）

SC40は.H区の北西端より検出され、SC4lに切られている。

溝は、南側()) ~部と西側でL字状に検山されたため住屈址の壁滑ではないかと推定したが、七柱穴がイ淵明瞭

であるごとと、西辺の溝が通常より艮いことから．住居とは断定し難い祁分もある。

SC41海構・第26図、第4衣、逍物197~200.第53図、第5表．図版LO)

SCA-1は.H区の北西端より検出され、 SC:4()を切る．

溝は、南側と西側でL!f状に検出されたため住届nl:の咬滑と推定した．南辺の溝の中央より土師器の甕お

よび<tirを出土した。
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SC42 {沿構•第おl対、第4 表、造物1訟、第52図、第 6~)

SC42は.H区の西側で.SC41より北側約2.5m、SC44より南側約l.5mのf姐為に単独で検出された．

竪穴部はほぽ方形を呈し、隈溝は全周していると想定されるが、北束側コーナーが先の開墾によって削平

される．

南杖側コーナーから東辺の郁にかけて壁からおcm外側に溝が検出されたが、拡張に伴うものかどうか

は不明である，

主柱穴は、 4本検出された。南側の2柱に比べ北側の2住は広いため．復元すると台形を旦している．

SC心（遺構• 第26図、第4表）

SC43は H区の西側で改ス4と45の東側に隣接するように検出された．どちらの住居も北側で壁滞が削平

されているが、残存していれば切り合う位逍閑係にある．

壁溝は、南側の 1辺と束側と西側の辺が 一部残る他は、先の開墾によって削平される。

t柱穴は、 2本．検出されているが.4木柱であると想定される。

SC44 (遺構•第お図．第 4 表，遺物19:t 第認図、第 5 表）

Sじ衿およびSC45は．拡張住届と考えることも可能であるが、ここでは別の住居として取扱う v

H区の北西端で.SC43の西側より検出された.sot5の溝を南西側の主柱穴が切っている．

壁消は南側の 1辺と南東側コーナーから束辺1.4m、南西側コーナーが残る他は、開墾によって削平され

る。また、 SCZTより延びた排水溝を切っている．

主柱穴は、 2本検出されているが、 4本柱であると想定される．

SC45 (遺構•第あ図、第 4 表）

SC45は、 H区の北西端で、 SC4'1の北側80cm(JJ所より検出された。

壁溝は南側の L辺と東側の・部が残る他は、先のti墾によって削平される．

主柱穴は、 2本検出されているが4本住であると想定される。

SC46 (A・B) (迫構 • 第碩、第4表、図版4 追物］切、第52図、第5表図版10)

SC46は、 T区の西端で検出され SC43の北側約5m、SCSIの西側約9111、SC47の南側約6mに位濫し．

周辺には、近接した住居は認められない．

迫構検仕1時には．すでに2重の溝が確認され、拡張住居であることがわかった。拡張前をA、拡張後をB

とした。

A・壁溝は． 南側 l辺と求西の辺が途巾まで「コ」字状に残存し、西辺ではB住居の壁溝と屯なってい

る。セ柱穴は、本検出したが、実際は4本柱と想定される。

B・ 竪穴部は、隅丸の方形を呈していたと与えられる。また各辺ともに弧を描いて検出された。壁溝

は．南側 1辺と東西の辺が途中まで「コ」字状に残＃し｀北西側コーナーより徘水溝が2m程柑へ延びてい

る。んより、最大南束側コーナーで38Clll拡張している。

-37-



、3

A
 

8
 
D
 

l
]
 

／
』

畷
閻
且

ー

コ
川
＼
訓
邸

e
:
A
[
 

9

-

o

.

 

O
H
"＼
 17 .0
0
 3
 

SC-42 

゜
@ 

~ 

◎, 

E
C
o
.L
 

畷 91云 ~----....... 

＇ 
17.g
ョ

◎
 

◎ 

゜゚ >®
◎
 

ら

k
 

◎
 

＼
州◎ 

|
 

◎
 

＇ 
t
 

L
'ト

ヽ
L
 

卜
ト
卜
ト

5
 

i
た

ヽ

(}e 

E
 

05'9

1
~~ 

ー

し

ー

E
川

IB .50m~ ―⇒ .J='=-二

。
4m 

第26図 SC39~心遺揖実測図 (l/80) 

- 38-



SC47 渾構• 第271叫、第4衣. 1•.:q版 4、迫物-!9 1 、第73図第19表、図版14)

SC47fi. 1区の北西端よI)検tHされた．これより西側は丘陵の斜面となっている北西側には.SC48と

SC49が検出され．いずれからも切られていると考えられる．

遥穴部は）j)印を足すると考えられるが．既洛はSC48に11)られ束辺は先の削平によ・jて欠捐する。

t杵穴は、北側床面よりJJ,!状で 1本検出され｀この位沼関係から実際は2本柱であったと想定されるp

SC48 儘構•第27図．第 4表、図版 4. 迫物195·1~ ・442、第52・71図．笥5・6及.lil版14)

SC-48は.I区(/)」頃端より検出され、南側はSCA7を切り、北側はS(:49より切られる．

堅穴部は、方形を見していたと衿えられるが、咬滑は..It仰j(l)L辺と束西辺が一溜残っている程度で．

「コl字状に検出された≪

"柱穴は.4本検出された．

SC49 C迫棉 • 第力図、第4表.lj(j版4)

SC49は、 1区の中で最も北西端より検出され．南側でSC48を切る。

竪穴部は、束両方向に長軸をもつ比Ji形で．壁浩1ま令周していたと想定されるが、 lttlり1Uりが先(!>Ill!I#によ

り削平される．

主柱穴は、現状で2本検出されているが、実際は4木柱であると想定すな

SC50 (遺構• 第27憶I.第4及）

SC50は、 1区の北側で、北西側にはSCSI.北側にはSC5'1-と隣接するように検lt¥された．

堅穴部は隅丸方形を湛し、競溝は南側の 1辺と束四の一部が残っており、他は先の間墾により削平され

る．本住居の墜満が完{(.していれば、 SC!¥!と切り合い1関係にあったと考えられな

t忙穴は、現状で3本検出されているが、実際は4本柱であると想定する。

SC51 (A·B) (造構 • 第お図、第4表、図版4、追物216~218.第芍図，第5友 1郡版10)

SC51は.I区の北西側より検出された。本It.厄の南束側にはSC50があり、北西側はSC5'&と団より切られ

る．本住居の地士を除去後床面からは、南側墜から110cm、凸閲競から90cm内側に溝が検出され．拡張住

屈であることが確認された。拡張前をA住屈拡張後をB住居とした。

A・ 竪穴部は、やや南北に長いJj形を旦し、墜溝は SC認と53によって北辺を失う．

七柱穴は2.t,: 検出されているが．尖際は4本柱であると想定する．

B. ~; パ蔀は、南北）J向に長い）i形を呈し、墜溝は、東側でAと共有し．南間と西側を拡張している．

主柱プくは2,t,. 検出されているが，尖際は4本柱であると想定する．

-39-
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SC52 (遺構• 第28図第4表、図版4、遺物201~215・44:3~445. 第54・71図、第5・6表．図版JO・ 14)

SC.52は、9区の北西より検Illされ．住届の南側半分でSC.SJを切り、西側ではSC53をそれぞれ切ってい

る．

咽穴部は、ほぼ方形を呈し、既消は、全lbjする。

北側壁の中央｝甜面祁分には、南北60cm.東西50cmの範囲で焼床が検出された。

E柱穴は.4本検出された。

SC53 (遺構• 第28図、第4表．凶版4、追物219~221.第55図、第5表．図版10)

況 53ば l区の北西より検Iiiされ.SC5lを切り.52より切られる．

竪穴部は．力形を且していたと考えられるが．壁清は西側 l辺と両コーナ一部分が残る程度で残りが悪

い。

主柱六は．汲状で北西側に 1本検出されているが、実際は4本柱であると想定する．

SC54 (遺構• 第28図、第4表、図版4、遅物222~233、第お図第5表、図版10・II)

SC54は、 1区の北側より検出された。本住居の南西から北西にかけてはscsoからSC53が近接して囲うよ
うに検出されたが．切り合うことはなく単独で検出された．

竪l渭郊は．北西辺がやや長い台形を品し、壁溝は、全周する．住}~の面積に対して溝の幅が広い．

北西墜側の床面巾央より長軸短軸とも90cmの範囲にカマドを検出した。袖祁は明黄褐色細砂粒土が検出

され.,b側袖1部は，技さ定m、幅14~23cm、高さ 7c.m,左履9袖部は、長さ62cm、幅IO~L8cm、高さ8

cmを測る。燃焼部は．長袖b40cm、短軸31cmの円形で、床面を深さ 5cm程掘り在められており．袖の高さ

まで炭化物が認められた．

造物は、住居｝和面の南半分より主に出上している。

ギ．柱穴は.4,is: 検出した．

SC55 (遺構• 第29図、第4表、図版4.遺物238..第56図、第5表）

SC5;:iは.I区のほぼ中央より検出され、北西側をSC約に切られている。

竪穴部は、コーナーがややシャープな方形を坐し．壁滞は全Jt;Jしていたと想定されるが、北側が先の1州墾

により削平される。北咀側床而では．壁溝とは別に溝を検出したが拡張住居によるものかは断定できない。

主柱穴は、現状で3本検出されたが、実際は4木住であると想定される，

SC56 (逍構•第凶図、 第 4 丸図版 4 )

SC56は l区のほぽ中央より検出され．南側コーナーでSC55を切る。

竪穴部は方形を呈し、，壁溝は全周していたと想定されるが、東側が先の開懇により削平される．

東側コーナーからは、排水溝が北東）坤］に3rn延びている。

廿t穴は、 4本検出された。
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SC57 (迫構 •第291~、第4表）

SC57は、 Hと」II..の境に検出され．南北に延びる大型の撹乱ボと調査区を分ける畑(})溝によってKきく削ヽ V・

される．

形状は）i形を呈していたと考えられ．堕溝は南側と西側でL宇状に検出された．

t柱穴は、現状で 1木検HIされたが.;ti際は4本柱であると想定される．

scss (逍構•第30図第 4 汲図版4)

SC.'i8は !IX:のほぼ1f1央より検出され、西側にはSC55と56、東側にはSC60と61に隣接して検出された。西

測壁消は、 SC59より切られる．

竪穴部は，南北方向にやや長い方形を呈し．壁溝は．南側コーナーを除いて施されていたものと樅定され

るが、北側コーナーは．先のtm墾によって削1にされる．

壁消の切れている部分は、南測コーナーから東に20<."'Jll程人ったところで怖おl'-111である，

七柱グ（は、現状で3本検出されたが、南側の 1本ぱ''HJJから確認されなかった．

SC59 l遺構•第30図．第4 表．図版,, . 退物鉛4・公5.第お図、第5衣、図版lJ)

sほ沿は.I私のほぼ11火より検出され、 SC58の北側辺を切る．

竪穴邪は、）j形を呈し、壁溝は全周していたと想定されるが．北東側が先の開墾により削平される，

染側のコーナーからは．排水消が延びており．そのまま北東Ji向へ3m延び．迄中から北へ向きを変え大

きく弧を描いて ~m続いている。

主柱穴は、現状で幣穴部のほぽ中央に 1本検出され．他に柱穴が検川されなかった

SC60 (A・B) (迫構•第30図．第4表．図版4. 遺物400.第73図、第19表、図版14)

紐は.r区の中央よりやや東側で検IHされ，西側にはSC:58と59.北制にはSC62とs:iと臼が隣接して検出
された。本住居は、検lJI時既に：i 屯の壁溝が確認され．調査の結染最も外,~とその内側の溝が拡張に伴うも

のと考えられ、拡張曲をA、拡張後をBとした．

最も内仙1の溝は．拡張ではなく再度住居を廷て換えたと考えられSC6lとした．

A・ 啜穴部は、南北に長い方形を旦し，墜溝は，全1胡していたと想定されるが．北側コーナーが先のllり墾に

よって削平される，

主柱穴は、 4本検ti¥された．

B・ 覗穴部は、南北に艮い方形を呈し、堅沿は東側をAと共有しているが｀南側では茄cm.と西側では品

大48cm拡張している．

t柱穴は4本検出された。
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SC61 (遺構 • 第田図、第4表、図版4、迫物416・492~493・ 灰ふ第71・731@、第f¥・19表 1出版14)

SC6lは、 1区の中央よりやや東で、ぷ漱）AとBを切って検出された．

転部は．南北に長い方形を呈し｀壁溝は、全周していたものと想定されるが、北側コーナーが開墾時に

削平される＂

壁洛の事i,lは、 SC60AやBより全体的に広く最大48cmを測る。北側コーナーより排水溝が北方向に弧を蛇

行しながら検出され約5n1延びており、 SC63と64を切っている．

主柱グくは.4本検出された．

SC62 (迫構• 第a1鼠第4表、図）収4 迫物23'>・237、第56図、第5表．図版11)

SC62は、 1区の北より検出され、 SC6"Iの南側上面を切る。

暖穴蔀は方形を団し、唸溝は全周していたと想定されるが、北側が先の間堅によ P)削平される．

主柱穴は現状で2本検出されたが．実際は4本柱であると想定される．

SC63 C追構• 第31図、第4 表、 l~I淑 4 、迫物23炉~241、第56図、第 5 表）

63は、 1区の北より検出され.SC61から延びた排水溝より南側墜溝が切られ. SC割の南側埋 I~上面を切

る．形状は方形を呈し、 瞭溝は全周していたと想定されるが、北衷間が開略により削ヽドされるu

主柱穴は.4本検出された。

SC64 C迫構• 第31 図．第 4 表． 図版4、 追物;M.4~271.・447. 第56・57・5..'3・71図．第S・6表．図版II・14)

SC6-lは、 1区の北より検出され、埋土の上而をSC沿］の排水消およびSC62と63より切られる。

竪穴部は、方形を呈し、南軋11歴はやや蛇行して検出された，

朕溝は、溝の幅が8~1訳mと細く．整溝側の床面上場には杭痕の列が検出された．北側コーナーから北

西側72cmと北束側78cm、束側コーナーから北束辺に6改:rnの範flりには施されていないし

溝と杭痕は特に南西側と北西懸側に検出されこのJj向の壁に椒材を設沢していたのではないかと推定

される．

床面南西側には畜艮釉2.0m,短軸1.2mの長）j形を生した空間が溝で仕切られ区画されている．

北唸側の床而中央よりカマドの痕跡を検出した。

主柱穴は、 4本検出された。

遺物は、カマドの周辺より高坪 ・甕 ．甑などが出上しし陶質上器と考えられる針1杉土器が西側1i1面より単

独で出土した。

SC65 (逍楠 • 第31 図．第4及）

SC65は、 1区の北より単独で検出されたが．北側が調在区外となっている。

竪穴部は、方形を品していると与えられるが、咆溝は南側のコーナ一部分が残っている以外は先の開墾に

より削平される．

t柱穴は、現状で南側に1本検出されたが実際は4本住であると想定される。
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SC66 (追構 • 第32図、第 1表、図版5)

SC66は.H区と 1区のmで東端より単独で検出された。
竪穴部は、南北方[11]に長い力形を足し、咲溝は全,~しているが、調査区を分ける東辿．ガ向の畑の区画消と

南北方向に延びる溝によって一部削平されている。北側コーナーからは排水滑が3.5m北｝泄lに叫に延びて

いる．

主柱穴は、 4本検出された。

SC67 (A・B) (追構 • 第32囮、第4及〉

SC67は. I区.0)品も束端より検出された．本住居の南西間3m程の位渥にSCf,6が、西側3.5m程の位碓に

sa沼と6.9がある。住肛検出時から既に南西間の竪滑が2誼に検出され拡張住居であることが確認できた，9
拡張前をA.拡張後をBとする．

A・ 竪穴部は．方形を足していたと苓えられるが、西側コーナーと南西消の一部が残存するほかはほとんど

が削平されている。

I3 . 幣穴郎は、方形を琵していると与えられるが、墜涌は、北西側と南西側に検Illされただけに祁まる。北

西溝は、 Aと共布され I釦西溝は:.i8じIll程拡張されている．

SC68 (A・B) (紐• 第32図．第4友．図版5.追物242,第寧、第5表、 [;<I版II)

SC68は． ［区の東側より検出された。南側 4mの位渓にSC66. r杞束軋11:~.5m(f) f'l1産にSC67.. It仰l5nWJ

/(f阻にSC70と71.北西側6m程の位樹にSC60と61があ-,てほぽ等間隔に住届が点在している．

水件居は．賤溝が2重に検出されやや角度を振ってはいるが拡張It厄と考えられな It側コーナー付近を

SC69が切っている、

A・ 竪穴部は、隅丸方形を2しているが．壁消は北束側が先の開墾によって削平される，

主穴は現状で2本検出されたが、実際は4本1じであると想定される，9

B・ 竪穴部は、方形をgし、限溝はAと若干）j向を変えて拡張する。

宅柱穴は視状で3本検出されたが．実説は4本柱であると想定される．

SC69 c遺構 ・窮32図．第4-&)

S059は. I区の東側より検出され｀汎郎の北側コーナーを切って検HIされた．

竪穴部は、方形を呈していると埓えられるが．北および束側は先のりり咀により削平され、咲溝が西辺と南辺

のし字に検出された。

主柱穴は、 4本柱と衿えられる。
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SC70 (造構 • 第33図、第4表、図版5)

SC70は. I区の北東端より検出された。

竪穴部は)J形を基しているが、北側は先の間墾によ I)削平され．南西側辺と.ltl!Jl・南東側辺の 消部が

「コJ字状に残存する、 この範囲では、壁涌は認められず施されていないものと考えられる．

主柱穴は、イヽ 明である．

SC71 頃構• 第331叫第4表図版5)

SC71は 1区の北東端より検出され、北側は先のl!ll粗により削平され.sし初の内側より検出された。
竪穴部は力形を旦していたと与えられるが、壁涌は南西側と南寅側のL字に検111した．

主柱穴は、不明である．

SC72 (追栴•第38図第4o.. 図版5、逍物匂2~331・印7・508、第59~63・73凶、第5・19表、図版12・13)
SCi2は.K区の西側より単独で検Iiiされた。南束仙llm程には.SC73の北曲コーナーの峨溝があり｀北

束側では、ヽIm程の位誼にSC83がある．

竪穴部のプランは北東から南西方向にやや長い方形を呈し．コーナーは比較的鋭角である．

ほ滑は施されるが、東側コーナーからltw..側II)輛90cmの問は認められず．）求面からけiさ12cm(!)段を仔し

て粕段状になっており.HI人り口ではなかったかと想定する。競溝の幅は.I0-20cmと細いため、 S⑬,11司

様板材を毀に施すタイプと考えられる。

床而の中央からやや北西側にぱ径浅Jcm、深さ 11cmのほぼl'I形の炉跡と労えられる焼士坑を検出した。

遺物は．純席文を施した伽lfll系の甕や、鋭形土製品ほか土師器など外来品・祭祀品 ・n常品など多呈に出

上した.l. 府からの出上状況は、いずれの追物も 3展から検出されていて．品初に登溝の則まったと考えら

れる4居からは出J_していない。そのため住居を破菜した後にしばらくして泄かれたか投げ込まれたのでは

ないかと想定する．

:t柱1'(は.4木検出された。

SC73 (遺柄• 第％図、第4表、 1叫）版5)

sc::13は.K区のやや南側より検出され．この住店より南側は、1用墾による削平によって遺構がほとんど

詔められない。北東側コーナーでは.SC74との切り令い関係にあったものと考えられるが先後関係につい

ては不明である。

竪穴部は、隅丸の方形を塁し、瞭溝は、全周していたと与えられる．

主柱穴は、 2本検出されたが実院は,1,t.. 柱であると想定される。
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SC74 (A・B) (迫構 • 第341沿第4表．図版5、遺物畷、第73図、第19表、図版14}

SC74は,K区のほぽ中央で.SC73の北東コーナ一部分より検出された心 It居の南辺と求辺の登滑は2項

に検出され拡張什居と考えられる．拡張前をA住店、拡張後をB住届とした。

A・ 竪穴邪は}j形を足しているが，峡冷は北側が先のI悶限によって削平されている心

主柱穴は4本検HIされた。

B. 竪穴部は方形を呈し．既消はAと同様で、西辺が共布・しているが、東側と南側で40-50cm拡張してい

る．

主柱穴は4本検ti',された。

SC75 (追構• 第．刃図．第4表、図版5、遺物51)2.第n図．笥19表.I初版14)
SC75は、 K区の東蝠より検出された。さらに束側ではSC76と71と78が近接している。

竪穴部は、方形を呈しているが.JR側が先の間墾により削平される．

瞭溝は全周していたと想定される．

主柱穴は現状で3本検出されたが、北束側の 1つが確認できなかった。

SC76 涸構• 第34図、第4表、図版5)

SC76は.Klえの東端より検出され、 SC75の南東側の・t;柱穴とSC7/0J唸浩より切られている．

形状は）j形を呈していると想定されるが、収溝は、南西側コーナーのみの検出であるため詳細は不明であ

る。

SC77 (潤構• 第糾図、第4表．図版5)

SC77は 1く区の東端より検出され.SC76とSC78の壁溝をそれぞれり）っている．

竪穴部は、）］形を呈し、やや胴膨らみである。

壁滸は、全周していたと想定されるが、束側が潤査区外であるため、詳細はつかめず、主柱穴なども不明

である．

SC78 (遥構 ・第沼図．第4表.r~ 版5)
SC78は、 1<区の束端より検Illされ SC77より南束側を切られる．

墜穴部のプランは、力形を呈していたと考えられるが、調査区外であるため柑細はつかめない。

周照沿は、北1/¥j辺と南西辺の一部がL字状に検出された。

SC79 (迫構• 第沼図，弟4表．迫物504、第73図、第19-:t<.図版Ill}

SC79は、 K区のやや北束側よrJ検出され、南側にSC75~78,南西側にSC74.1¥とB•• !tl1!i側にはSC'81~8.'3 

が比較的近接して1咀棚を岡むように検出された．

幣穴部は、力形を皇し．賎構は．南側 l辺と西辺 ・求辺が 「コJ字状に残る程）投で． 北側が先のllll墾によ

り削平される．且訟は断定できるものが確認できなかった．
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SC80 (遺構•第冽図．第 4 表）

SC80は、 K区の北東側より検出され、 SCT9に南側を囲まれるように検出された。

竪穴部は、力形を呈していたと考えられるが．北側が先のIJH祖により削平され．慰滑なども北束側で検出

されず南西側1辺と南束辺 ・北西辺の一部が Iコ」字状に検出したに留まる．

SC81 (逍棉• 第351刈．第4表．図版5)

SC81は、K区の中央よりやや北で検出され、 SC82や鉛より切られていると与えられる，

竪穴祁のプランは力形を呈していると考えられるが．墜溝は南東辺と南西辺がL字に検出された．

主柱穴は4 本あり．西側と北側の柱~·くはSC&WJ埋士を除去後に検出された，

SC82 (A・B) (遺構• 第あ図第4表、図版5)

sca2は.K区の北洒佃1より検出されたが．西側をSぐぶ3より大半を切られる。

収消は、南側コーナーに2本屯複して検出され拡張である。拡張前をA住屈拡張後をB住居とした

A・ 竪穴部のプランは．隅丸の方形を呈すと想定されるが．壁溝は，南測コーナーのみの検出で詳細は和9!

である、また、床面はB住届より浅い0

主柱穴は 4本検出された．

B・ 竪穴部のプランは、隅丸の方形を呈すと想定されるが．収溝は，求辺を共令し南辺は約100cm拡張して

いると考えられる。

SC83 (造構 • 第351源第4~、図版 5 、逍物322 · 497. 第63・731'<1,第Fi• H)表.J,:q版14)

SC船は.K区のややIt側より検出され.SC..1¥2の大半を切っている．

膨＇く部のプランは、ほぽ方形をユすが．南西辺がやや弧を描いている 。咲溝は当初から施されておら

ず、東側コーナーで一部溝と排水溝が確認できた。北束側辺は先の間墾によって削111-される．

主柱穴は4本検出された。

SC糾 （趙構• 第35図．第4表、図版5)

Sc:84は.K区の北端より検出され、東側コーナー部分でSC85を切る。

詔',;部のプランは.I漏丸の力形を呈し．競消は、南j¥tll(J)l 辺と束辺 • 西辺の→部が 「コ」字状に検出され

た。さらに北佃）は．潤令区外となる。

SC85 C遺構 り船5図、第4表，図版5、迫物認．畑3図．第5友）

SC85は、 K区の北燐より検出された．埋上などは既になく唸溝のみが検出され．この収溝0)西側をSC即

より切られる。現状では西辺に2'¥Uの消が検出されたが拡張に伴うものかどうかはイヽり1である．

竪六部のプランは方形を呈すが、既溝は、南側と西側がし字に検出されただけでほかは調査区外となり詳

細は不明であるu
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SC86 C遺構 • 第お図第4表、 1叫版5.i酎物3汲~3'.li、第63図第5表図版13)

SC86は、 1区の北靖より検出され.SC52が南西側にほとんど隣接して検出された。これより北側は．祁l

査16.外となっており．また、畑の段で半分以上が削平される．

竪穴部のプランは．隅丸力形を呈し．墜溝は南側辺とその両コーナー側に品められ．西辺では施され

ていない．南西側コーナーでは、歴溝の内間に七手状の高まりとして地山を削り出している．

宅柱穴は、現状で I.本検111しているが。輿際は4本柱であったと思定される。

SC87 <遺棉• 第36図第4表）

SC87は、 Jr,(の北端よ t)検出された．

喉穴祁(/)プランは．方形を呈していると考えられるが、住屈0)大半が北側の調介区外になっており詳細は

不明である．虹浩は．南側］辺と束辺西辺の一部だけが検出され、特に東辺が、外の収消に比ぺ幅80rm.

深さ窪mと広くて深い。

SC邸（追構•第お図、第4 表）

SC.:S.Sfま.J区の南東側よn検出された。

竪穴部のプランは、方形を足していたと考えられるが、壁溝は、北辺と両辺でI.字状に検出されコー

ナーは比位r,りシャープである．
柱穴の{切資については不明な点が多くl祈定できなかった．

SC89 E迫栴 • 第勺図、第4表．図版5、造物3Tl~:況9.第図図．第5表）

改：89は、 0区の南西側より検出され、 SC切の大半とSC.90のカマドと堡沼を切っている．，

怪穴部のプランは}j形を生しているものと袴えられるが、南辺と西辺り）L字に壁溝が残っている程度であ

る．コーナーは比較的シャープである．

七柱穴は.4木碗認されたn

SC90 (遣構•第37図．筍 4 表．図版 5 、造物330~認3. 第64凶、第5表）

SC叩は、 0区の南側でやや傾斜したところより検出された．西側の唸滑とカマドの一部をSC89の沿に切

られる外は、他の仕屈との切り合い関係は認められないが、西側には.SC94. 東側にはSC91がそれぞれ近

接して検111された。

昭＇く部のプ ランは束西に長い方形を昼しておりコーナーは比較的シャープであな 邸溝は、ほぽ全周

していにと考えられるが.-It束側は谷部の傾斜によって削斗され南辺の中央部が輻叡：mにわたって施さ

れていない．

t柱穴は、 4木確認され、南束側柱穴と南側壁洒を結ぷ,,ヽ溝を確認した。
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SC91 (過構 • 第初図第4去、図版5)

即 91は.01かの南側より検出さfl, 西側ではSC90に隣接している．

堅,,部のプ→ンは:/j形を呈しており．壁溝も全周していたものと考えられるが、北東側が谷部U)傾斜とな
り削斗される。西側コーナー付近の登溝は．通常の幅に比ぺitxk54c111ありl1..い．

主柱穴は.<'.l本確認され．いずれも墜溝コーナー寄りに検出された．

SC92 {追構•第：打図、第 4 表）

SC92は、 0区の南端より巾独で検出された，

唸穴部のプランは方形を呈していたと考えられるが．北側辺と西辺がL字状に残る程度である"

主柱穴は、北1明側に 1本確認されたが実際は4木住であったと想定される．

SC93 涸構• 第38は第.i&. l渇版5、造物334~353、第臼図．嗚5及， I渇版13)

SC93は、 0区の中央部分で谷の鞍部より単独で検出された．

竪穴部のプランは東西にやや長い力形を旦している。壁滞は、ほぽ全周していたとぢえられるが、南側辺

の部がやや途切れている．

途切れている部分は、南西側コーナーより l.7m、南東側コーナーより3.2111の所で1船8cmである．

主柱穴は.4本確認されており．通常の住居に比べいずれもコーナーよりに検出された亀

カマドは．北側辺中央でやや束奇りに検出された．住屈検出時かなり包含M卜1a1で検出されたため烙穴部

ヒi蘭が著しく削られ．カマド袖邪も屈さ4cm程度である．

右袖の長さは収からI.油 ・11.幅0,46crn. 左袖の比さは戟からI.Im. 郷）, 3c111を測る，，焼士部分は．南北

0.45m、束西0.48m、深さ10cmですり鉢状に窪んでいる．

SC94 (遺構•第38·39図、布 4 表、図版 5 、追物380~422、第66~69図，第 5 表、図版13·14)

SC94は.o区の南西端でQ区(})東嬬より検出された.0区両査中Q区には民家および塀があり調壺区をこ
の塀から1.5m程雌して調査を実施した．このため0区とQ区の間には Im程の空間ができ、住届全体の検Ul

はできなかった．

Q区で竪穴部から 3条の壁溝が検出されたことから，北から/\•B·C住居とした拿遺物はAの北束側に

椀 ．庚・飽などが出Lした．

Mt店は床面が 7~14c.J11高くな'.)ており、追物のrt¥上状況からもBへ流れ込んだ状況が確認された2 西側

の壁は,A・13・Cが共布・しているが、 Aの斜めになった咽にBの深いところがややオーバーハングして検ti¥

された．主柱穴は不明である．

Bは. Cll)拡張と考えられる。 j~柱穴はCの北側滞を切って2本検出された．

Cは、 Q区で13の床面に検Illされた溝と.01>5. で検出された既溝である.Of. メ．の南束側の収はオーバー八ン

グしているが．束側はSC89に切られ床面に消が確認できる。主柱穴は北束側コーナ一部分に 1本検出した

が．残りは撹乱穴および調査区外であるため検出できず．実際は4,t,; 柱と想定する。
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SC95 (迫構 • 第:i91、i!l.第4及.I叫版6.遺物354·3西·423、第65·69図、第"~)

SC95は、 PIAの南西；；盆でQ区の北西端よ I')検出された。東側にはSCS6か切り合っていたと想定される

が．束側の大部分が鞍祁となっているため、整溝は、西側消 1辺と北側溝の一部が残っている程度であり

先後関係については不明である。

堕穴部のプランはほ丸の方）移を望していたと与えられる“

て目杵穴は検出されず．方形に区画する溝以外で住居とするほか根拠はなく不明な点が多い』

北西床面からは. I.: 師器の甕が出士していな

SC96 (追柄 •第38図第 4 衣、図l淑 6)

SCOOは， P区の南l西端より検出された，束側の大半l::tSC97より切られている．このfl'居から1J((側は宅J也

逍成などの削平で磁構は認められない。

竪穴部のプランは）j形を呈していたと考えられμ紺消はない。

上柱穴は検出されず、 SC95同様方／釦区両0)迫構として住居とするほか板I処はなくイ,l!J1な点が多い．，

北西床r/nからは．七師器の甕が出 Lしている．

SC97 (迫構• 第381$<1.第 4 表．図版6、逍物300~:,~、第65図、第 5表｀図版14)

SC97は、 P区の南西側より検出された。西側ではscr~を切っている。

嘔穴廿IIのプランは方形を呈していたと与えられる。

壁溝は．西側で検出されたが，火側では認められない．

下杵穴は4木検出され、そのうち北西側の柱穴より土帥器の亜がほぼ完形でIll十した。

SC98 (造構 • 第38図．第 4表、図版6 、造物~59~~74. 第6fi図、 第 5 表， I~版1-1)

SC認は p区の南端より検出された。 1樹側にはSC95があって切り合う位位にあるが新Int周係は不明であ

る。南側は、(~区と接しているが本住居の残りは認められなかった。

竪穴部のプランは力形を呈していたと考えられる．収滑は．検出された北側辺とTIり側辺では認められない

ことから当初から施されていなかったも(JJと推測される．

主柱穴は北側に24検出された。

SC99 00構• 第：氾図．第4表、逍物375~379、第65図、第5及図版14)

SC991i、P区の東端より検出された。

竪穴部のプランは方形を呈していたと考えられる．壁清は、検出された西側辺と南側辺で話められる．

主柱穴は北側に I,t.: 検出されたが、外は不明である．

南側の照溝より K師器IJ)椀が3点ほぼ完形で出上した．
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SC100 (遺構・袷39図．第4表、図版6、遺物4泌・425、第fj9図、第5表）

sc,ooは、 Q区の中ほどより検出され南側3mの所にSC105、束側4mの所にSCJ02が所在する。
詔 ＇く部は方形を品していたと与えられるが、東側が谷部となって傾斜し、また、後批の戌乱によって形状

を失う．

壁滞は、標高の高い西側で l コ」 字状に検出された。北西側コーナーと南西側床面から壁溝にかけて焼J~

が検出された．

主柱グくは、現状で南側に2本検出されたが．実際は4木柱であったものと想定される．

SC101 (選柄• 第困図．第4及）

SClOIは、Q区の北端より南西側コーナーの部が検出された．南側には.2.5mの所にSC102が所在す

る．

竪穴部は力形を基していたと考えられるが、大半は潤査区外であるため詳細は不明である．

壁常は．検出されなかった。

SC102 (追構• 第39図、第4表、以版6.遺物4:ll~岱2.第69図第5表）

SCI02は.Q~ の束側より検出され、南側には.I. Gmの所にSC出が所在する．

竪六部は）j形を追しており．各辺は直線的でコーナーはシャープである．

壁消は，南側と西側に検出され北側では北西コーナーから ~mの所でなくなる。求側は潤査区外である．

王柱穴は、西側に2本づつ4本検出され拡張に伴うもので、竪穴部ば拡張後の広い所だけ検出されたこ

とから、拡張削の住居をきれいに掘り1釦したものと考えられる、

SC103 (造構・第3¥/図、第4表）

SC103は.Q区の南束端より検Iiiされた。

竪パ部は}j形を呈していると考えられるが、束側は宅地の際に大きく削られ、堅溝の西側コーナーが確認

できるだけである。

SC104 (造構 • 第油ll:/J、第4 及）

ぶ 104は、Q区の束側で、 SC102の北盤に切られている．

堅穴部は方形を呈していると考えられるが。浅かったために東側が削平される．

屯柱穴は北西側床面より 1木検出された。

SC105 (追構 • 第39[~、第 4 及．図版6. 避物似3・434、第69図、第5及）

SC105は、 Q区の南側より検出され、北側3mの所にSClOOが所在する．

竪穴部は}J形を旦しており、壁溝は、南側と西側で検出され．北側は施されていない・東側は、 削甲され

る． 」頃昧面には、煉上塊が認められる．

宅柱穴は.4*検出された．
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第4表竪穴式住居計瀾表
手位m

長り直 俎紬 柱1lf1 検出而～ 床面 :t軸
休幅 咽幅 床幅 虫紐 北偵'I 東側 南側 西側 床cfli最深 標店 方l~I

SCI 4.09 4.76 3.95 4.5 2.28 :.!.3~ 0.25 19.85 N7'-E 

SC:2 4.7 5.5 '1.51 5.13 2.43 ().30 19.55 Nーが・W

$CJ 3.56 4.14 3.43 4.01 2.3 2.15 0.30 19.88 N-20'R 

SC・1 4.45 5.4 4.23 5.4 2.05 2.78 z.:l5 3.04 D.45 19.30 N-7'-W 

SC5 1.96 1.63 1.4 1.64 1.38 1.61 0.04 20.35 Nl5'W 

訊＼ 4..71 5.54 1.69 5.48 2.97 3.12 3.07 31 ().16 19.93 N-4" E 

SC7 4.13 4.63 3.b 4.09 O.!i5 19.50 N-42'・E 

SC8 3.19 3.7 3.2 3.6(1 J.771 1.75 :.!0.25 N·H • -w 

SC9 4.64 5.26 4.4 5.04 2.73 ;l.!¥3 o.~5 L9.90 J¥'・JS"-1:: 

SCLO 4.07 6.11 3 62 4.22 2.17 2.64 ().33 19.85 N"・lfl"・W 

sen 3.09 3.75 2.97 3.23 1.76 0.15 2().05 K· l8• E 

SCl2 3.08 3.46 3.01 :Hl l.f>;i L58 1.5:i 1.55 0.20 20.45 N・ll"・W 

SCl3 309 3.Sfi 2.5+ a 20.20 NJT W 

SC14 4_0K 4.72 2.2+ a 19.95 N-t3"・W 

SC15 4.03 4.6:.! ふ46 4.05 L.94 2.65 1.83 2.46 0.20 19.50 N--0°-W 

SC16A 327+a 1.21+ a 19.40 N・Z!" W 

SCl6B 3.86+a 1.28 + a 19. 拿ll) N-22°-W 

SC17/I. 4.54 4..98 4.4i; 4.86 2.4 2.33 2.36 2.2'1 21.110 N-7•+: 

SC17B 5.04 5.45 4..83 5.2•1 3.0 3.27 2.93 2.8 2L.60 N-7"-E 

SCl8 4,31 5.45 3.91 4. 心8 ~.59 2.8/! :l.65 2.73 0.60 20.20 N・12"・¥V

SCI!/ i.s 3.L5 2.26 2.94 1.99 ].!,Ii t.7s I ~o 0.28 20.50 N-Z'→W 

SC20 4.26 4.71 3.79 4.17 2.2・1 o.or. 20.85 Nr'→ IV 

SC2l a.86+u :i.2十 (t 20.86 N・l3・ベW

SC22 4.32 4.85 3.31 3.96 2. 19 1.87 0.15 20.86 N-15'-E 

奴:;2:l 2.35-,i l.B+a 1.65 20.GO N-11'-E 

S逗4A 4-0'1 4.43 3.87 4.2 l.9 1.92 1.82 1.92 19.50 N-7"-W 

SC24B 4.23 4.64 4.03 4.45 1.9 1.92 1.82 1.92 l!l.50 ~-7• .w 

紀お 1.92+ o （以7+(l 19.40 N 16 E 

SC泌 3.77-t-(I 1.0B+cr 0.10 19.40 N-!0°-E 

SC.:Z7 2.08+<i 0.69+.i l9.55 N-20'I:. 

SC.'28 4.0l+a 3.04+0 l9.50 N-2()'-r, 

SC29 2.93 3.51 2.74 3.16 0.05 17.50 N3'-E 

SC30 8.6 11.12 3.15 4.2 1.93 2.01 (l.0~ 17.50 N胡'-W

SC31 2.A4 2.7J+a 1.76 1.45 1,77 l.・1 l 17.50 N·8• ·E 

ぶ平 3.5 3.84 L.77 2.09 0.05 17.50 N-35"-E 

紀 32B 3.73 4.17 1.77 2.09 0.05 17.50 N-35"ーピ

SCよ3 3 l!5 3.88 216 2.75 0.18 」7.10 N・29"-E 

SC34 2.95 3.81 1.49 1.1 1.4 J.05 0.13 17.10 N叫•w

SC35 4.77 5.5 ,J,76 5.4~ 2.43 2.43 020 17.10 N今2-1・-w

s~ 4.8 + (r 3.7+ O' 2.35 2.12 2.6 2.49 17.20 N-2(1'-W 

SC.".:17 a.72 4.38 3.28 3.66 2.26 公!'II 0.10 17.10 N-fJ'E 

SC38 3.;l 3.89 3.2 3.81 0.l3 16.90 N-Lo・-w 

SC39 2.56 3 23 2、62 2.97 I.、14 1.63 1.41 1.47 0.04 17.45 N・~•E

SC40 4.09+ a 2.02 I <r _~ 17.50 N-28°-E 

SOU 3.t15+a 2.4 r a 17.40 N-4'-W 

S叫 2.73 :J,li; :!.68 3.2::l J.64 l.-46 1.46 1.55 0.08 17.00 N・lO'・W 

SC42B ~.Oli 3A8 2.68 3,23 1.64 1-lfi 1.4:; 0.08 17.00 N IO"・W 

SOJ3 3.3+a 0.68+ a 1.1!4 16.65 N-15'-W 

SC4t 3.72 1.,i3+ a 2.32 16.70 N・JO" E 

SC45 2.6+a 0.8+0 1.8 l6.60 N-2.5'-E 

SC46A 3.81 4.18 2.13 16.20 N・7"・W 

S(i.'Nj8 4.21 4.72 2_13 16.20 N7"-W 

況:47 2ふ8 2.86 し12+cr.l.37+ n 0.04 15.65 N・l:'lW 

SC43 3.68 4.、u l.7+ o l.9R+ll' ~.04 2,2 2.14 2.03 0.06 15.50 N•1r-w 

窃 4.67 5.23 2.98 ふ16 2.95 0.15 15,30 N-20'-W 

SC印 3.96 4.46 1.36-t r.t 1.55+ u 2.JA 1.57 ().05 16.00 N-r-w 

SC51A •I.OIi 4,53 4.2+ a 2.0 0.2!! 16.70 N-16'-W 
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SC5JB 5.:'l 5.9 4.88 5.42 2.54 0.28 16.70 N-1'1"-¥V 

SC52 3.52 4.26 3.41 4.15 1.73 2.17 l.75 1.98 0.25 15.40 N-2:3"-W 

SC53 3.35 0.73+a 15.50 N-28"-W 

SC54_ 2.54 3.26 2.34 3.08 l.6 L36 1.83 1.57 0.18 15.50 N-33•-E 

SC閲 II. 0 •1 .!i3 :l.8+ ,r 2.2L 2.ll 0.18 16.60 N-41"-E 

SC拐 :!26 •1.l:.l 2.04 1.79 0.15 16.40 N-21"-W 

5C57 3.52+ a L6l+o 0.18 16.1!0 N-38食-E

SC58 3.75 4.21 3.41 3.9-l 1,96 1,87 16.40 N-~•-w 

亨 3.14 3.46 2.52 2.6+6' 0.05 16.;;0 N-38'-E 

SaiOA 4.57 4.89 3.31 3.R 2.05 2.97 16.20 N-:-,"-E 

SC60B 5.05 5.45 3.7 4.25 16.20 N-~"-E 

泣 I a.Sil 4.-07 :l.l 3.74 1.7 t.89 1.6 1.99 16.HI N-:rl● -w 

sa況 3.6fi+ r.、 3.28 2.27 0.04 15.70 N-:34'-W 

Sc::63 :J.91 4.54 2.56 1.96 15.9() N-41"-E 

so沿 :l.95 4.28 3.94 4.18 1.67 I.oil 1.64 1.57 0.30 16.50 N-2s•-w 

SC65 l(i.80 N-10•-E 

scoo 3.66 4.12 3.22 3.S5 2.03 2.05 2.05 1.9 0.13 17.10 N妍 -w

so汀 1.7"7 1.94 16.GS N-41°W 

sぐふSA 4.15 4.62 2.68 .16.70 N-41•-w 

SU¥88 4.77 5,17 :1:.45 3.11 16,70 N-39•-e; 

SC69 1.65 1.98 J.7 1.62 16.40 N-26=-e 

SC70 432 1.4:l+ r, ↓ 6.10 N-li-W 

SC7l 3.03+1.r O.!ll+tt 16,10 N-<11凡E

S(;t2 3.92 4.'l ~.57 3.96 165 1.65 1.58 1.42 0.、10 15.90 K・SO'・E 
SC:73 4.71 5.16 4.G5 5.13 2.7 0.10 16.40 N・34'W 

SC74A 2.82 3.4 l.46 1.57 16.10 N-12'-E 

SC74B 3.23 3.76 L9l 2.14 16.10 N-35'-E 

SC75 4.06 4.6 2.4 2.05 。.LO 16.00 N-17'-E 
~6 ~ ~ 3.46+ tt 0.9!i+ll N・313'-W

SC77 4.02中 n Ll8+u 0、25 15.60 N-38'W 
SC7R 3.45+a< 0.95+ o 0.10 」5.70 N・39'・E 

SC79 3.sa 4.21 15.90 N・30'・E 

SCllO 2.48 2.96 
~ ~ 15.80 N-.t¥'1°-W 

SC81 3.09十 IX 2.8+a 1.7 l.6 1.72 1.58 15.70 Nも『W

SC82A 3.58+u 3.56+cr [5.45 N-38•-w 

3平 4.1+ o 0.99+ IY 2.55 2.t8 L5.55 N·38••w 

SC&3 4.42 4.58 4,27 <1.26 2.19 :2.1 1.92 2.09 ().26 15.50 N・3:f・W

SC84 4 58 5.16 1.77+<> 15.20 N-8°E 

SCS.5 3.IS 3.67 15.10 N-19" W 

沢OO 3.67 2.84+ a 0.27 15.20 N-'2:-W 

SC87 :{.66+0. 4.45 0.84+ o 1.IG+tr 0.04 l3.30 N-41汀こ

SC88 2.58+ a 2.45+ a 13.50 N-19'-W 

SC89 4.06+ a 3.56+ 0< 2.84 13.GO N•25" W 

SGOO 3.39 4.39 3.09 3.5 1.89 1.57 0.40 13.70 N-21"-E 

SC.:9l 2.52 3.03 1.52 1.73 13.90 N如•w

SC訟 3.S2+q l.43+ a l2.40 N-~•-w 

SC9.3 心 6 4.79 O.:!O じ1.80 N-42•-w 

SC9-1 4.76 5.84 4.03 5.28 2.82 3.47 2.7!l 3.45 0.20 l2.80 N-13"-W 

SCお 1.81-<Y 1.37+ <t 0.20 16.00 N-15'-W 

改涵 1.98 1.34+ a< 0.20 15.00 N-44"-E 

気刃7 3.06 3.66 1.83 1.78 0.1-1 14.90 Ns<l'-W 

匁潤 3.58+ o 1.82+ O' 2.1 。,19 14.70 N・l5'・8 
SC99 2.92 2.36+c.r 0.12 13,70 N-'C-W 

SCJOO 4.58 5.06 3.00+ a ~.;l4+ o 2.10 0.28 l5.45 N-17"-£:. 

SClOl 1.97+ a 2.10+ a 0.74+ a o.BS+a 0.45 13.45 N-6•-E 

SCI02A !l.~8 0.59 13.70 !\'--34•-E 

sc102e 5.19 5.67 5.04+<> 6.33+ a 2.76 0.59 13.70 N33'・E 

SC103 1.26+ a l.4S+ a L03+o 1.40+<1 0.14 14.95 N"42'W 

SCJO<I 2.16+ a 2.43+ a 0.57+ a 0.83+ IX 0.05 13.95 N・7'・E 

SCI06 3,66 3.95 :l.56+0! 3.92+ a l.92 1.78 l.84 1.68 0.20 l5.:i5 N-Z:f-E 
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鋼 5表竪穴式住居出土土翡計測鰻 叫llJ.-..0 I」反杞胃几‘：よる3頃！数●

遭冑 轟皿 l!lt重織と位置 曇11 ん輪 llll 目Ill喜鼻 属!l・島躙 •'(t: I~ 鵬 伯 ． 直t そ1;t,(I)~. ... &~ く1111'

外●か・Aり、J.早糀111iか
笥10(!1 じゞtUしOIi (15.0) (I C! i"ゃ＂•.~畑~i~~ 
1 

D~ 
コ--r-l!t渇l'I十絹沿 帆 :,.』 内外逼と t•「9言しい 色l'Jiiil,!,;.みにぶい械帽

:tuほか やゃ,~
@ 

笥 II図 D区 Sl:21'1阿n覆 tlj昂 崎
()~:J.) y 内ii外面ミ'"・外凸吋'iIり創'U(!i!.,llll色 1ta色代1を含U

良 lltllllが1.2cmと•iい
・t デ 外禰I・ぶい芥疇e ＆か>'↓ ト置

． 
内わ外て・召るとも鳳化1lflくひび言'内外衝と11:.te 9べ 細x含tヽClf!R'1'1rlll D~< s,; .11マt.111r鰤と N 

fl心） (-!Ml ややア

J ill をしく N 

1¥<IOUII DL< 
sc: ● ~ 11,11!1璧肴 r鈷illll i'i) 

(I L8) (~.~l I屈面ミ1Jキ、外IN-tデ 内tit,/il褐,:>J!l色~l 伯 tir;11~i1omr.iから A 紅1がflll9~るlfJ(、nu1:外
4 Iり 外i111や ある項ボ嶋色 細 f•~む

;l¥<40漏
Dl' ,rz11-r_• !lie纏 轟M 同転ヨコ—1 r-n•'-t複仕 H厖＊灰tlp.• 肴品e :r1nef:tを3み 8 

" tt 昂“員汝 霞四 hう，，r、ト

？ヽ10閃
DB: ~C:Zlltl li 立複 4剛 内而ナデ外紺債,~殷 内面a貴仄C膏山量叉色^ 蒼 lllliitl ややR

6 骨h

記 Oljjl
DI.!. 
!¥C'2カマド践

十請11i1 電
(20 2) 外面61114と口綽附内ヽ 1ナデ・内面 内外品じふい4鳩色 ~ll'\'11~ や叩色 Jt 7 ,I) (1h01 尉 り を多く含じ

電“‘ D区 SC21t賣＂ 匂 a 量
H.2) □Ii纂t'!'-ll!ヽ +-f 1咄にぷ《書彎8 (1~~~~'4, 色n...や員

R コーナー爬勇内 (JJ.41 f-4(~11 

第10閲
01.i. SC2膚州側匝 上絹緊 寵

(15J)) 外爾とU誡闇内 llii~ デ・l'li<I内山にぶい員1Ve 細/r-mf!H1,llをf'と日色 ~ ， j (1必し） 駅帽~·~ 外面1:ぷい櫨0 をH:tむ

~ 401;1 OL{ SC~ +ilf置 f~t公
(l.o) 1~2) 指いU H直芥Ne~ fl(~ftt.'!fc含C外

ややa
漏811','轟＜畏化l1"い

I o 外重4員 とiふぶい貞•c シII.I冑 る
I ・

切に oi,: ~c J 1t冑鋼1;.
ピ泊霞 Iii ＂＇ 

,a 
!;..1 I~ 面外漏ともゴコカ,.けゴ ト外菖と 1 ●尾'"?•らにぶ O('~.-編nを,.々 含む a 冗見,-LI籠瓢i<w鰭`11 繭 1118(¥ u~ む~" る

笥10闘
Dl>l 
scait1&11u: 

jこ伍隋 柏
(11.51 (12,0) 

M R困凰化hしい • f'l■ fキミ 内外頁と ~l'iiillこぷいg色 外Olll((it/1ilをらく,:rむ ゃI'S
I 2 ill ガ＋ 斯血111艤も I,¥買

切樋 DM (ヽ''.<llll"tll!JI 1122) (112) "'"'糟C外菖上事にぶ1週 ぶ•A.の雀enr

13 I -::Mil 疇 1,;r,1 卜菖ミガキ外lf皇化Tる ,j!.1-frぶ1●書色 ヽ~l/U~編むmく9 、11
●t 

砂闊 DL{ $C3憎側l'1l± 十軸沿 噌 J:!.O 124 (;,,9) R面風化-,しい •1'1111 ヽ r ミ N哨ii••l,\ Nf.!.,-面畏色から ~e.~(· (, もく含
R 1、1 けキ 羹褐e じIJhl~f}~'I(

·••↑00む檎llの~1nlil色砂符n 筍10図 Dt,; SC Jnll噸 上繕B 嶋
CIJ.8) k面帆化tしい内由卜 I'ミ 内外面と,,1:;;し直爵色 ややUI 5 ガキ i~ 

魯1~:,: ~C3~tll•l (1'1.61 良董●化9しい1',li襦Iiに A釦：ぶ,"lt:びl¥'!j;Jll 糧巳り•
,-.~•"l(•@fl_ j'・ 

ややU, It墨U紅T飯を"•HIOK .t扉E 電ttlliT ． f-:IU,lt,.Ot,~ 16 冑 “ よる ら1((1色IIよ ＂ ＂みをも.,

lll10llll DK ~C3111東ti~ l・li請 f,11,l・tlil 
(~/11 l! l~lililllliilllt !U 内,1,1□出渭IB l lllt~ からクルト

や良17 +1111 外illl灰憾0の設Utl
＂ 

~10111 
DI& さCJ"'皇鱒'l!t厖霧 ＂い畠

｛心） - 3K 内i'伍遍｝＂賃 内属I・ぶい櫓E
疇ltj,~ft A 18 ! I● 外釦U轟f:i,r,鯛1411

1!<01:4 Dli( ~c眉~"' • 碩 ＂記編 ＂リヤ讐
(J.8) 

:1.0 内頁信減吊 内外鼻とi,r攪 l'l!".n rf-含むa
A I 9 H t饂~l,t賃

~o~ DIX ~J J. c 層:i111拿側岬 t-llii懺 fl'll・II 
(~\ 

l.CI 1、血后磁,~ti 内外菖ともにぶい祖色 縄m~買 A 
20 

'Jl-l()!<f 
D1' SC)ttlfJ土 t.lfti TIii+● 

(19) 
~ .-.. 夜噸lt!W Pi~ ●とりにぶ''"'色 MP-,t:.91 -<'"'It Iヽ

筍Ol!l 01! 
CヽI膚棗鍔伍

＋鱒匹 rn+~ 
12.6) (.!;!) 2 :i il,ili后嘩ll;IM 内外ll'it~,!11(11 川紗n11 やや1i

32 伽

11¥<lU図 SC3rll賣Al'! 7.!, 内匝外ii と ''"'.\(I~I:よ 内面~lぶ轟A fl (り N,c際外~鑓~ゆ位配
DI! tJJt. 小ヨ偽 ,1 ,~. 含 良

.3 t.111 l.8 るミJff 外面にぶい＄嶋0
•+ 

:iltllal Dに Sl:3111~ 倒巴 12091 aw霧内外Iii'!っ・デ・り画 nellN:'I と人!!.ftを
t•• • 工Arよる躙~--·・内董9爪外閏とぃ・じぶい曇噌色 や 1,1¥H N 良24 鷹h、

ナカ拍11>/>rズ'I 買

笥111/Q J)I,{ ~C~lti'IJIU. -tlllillll 負
（は6) 1•1面外瓢 I I鯰ズ+,,馴fl11積:n訥111画工 外l囁11i1rei岱,111愴色 4~ 、 {•,1'1 (と日色沙 やや8

25 lli1 Kによるケ I¥ケ にぶい鳥B ヽ9く含む

;¥4111l Ol, !l I" 3』ti",鯛仄 ➔凸●． 14-2 ~. 和と._.. 虞化暑し； 内爾I・ぶい員槽C外釦Ill!!.ぷt•.nと白色只を
ややR

26 

゜
1115) t• ら` 鱒B 含vu~罐約公貫

-100-



第41図 (10.0) □ lit乱,~1外面ヨコナデ・外酉
内i111にふくい~II\色外国にぶ

lD• 大~J;色f)干

27 D仄 SClカマド内
j糾沿 費 113.8) nしによるヨコ方内のケズ い赤蜀色から団褐色 を含むほか賃lilJI.I¥¥'FT 

リ・il,Jllliタテガjl,JII)ケズリ 頁

Jll4L閃 DJ.I ~C3 /1マr内 Hi閤 文川 5.4 JO.~ 外鉗ナデ・.,,ド惜閾ITT月 ~illi黒褐色から棺色 紀l'rt!i胃t R 
t半部は二次燒成をそ

28 M ける

笞4lgj llli ~01t虹旧 上~~!.'I If. 
(11.31 内り面といM化する剃訊,~面

内面にふ"杖椴色外illi橙色
n色位子を含むほ

やや良~9 L (9,7) はれlnPIにケズリ ,'，〖I約!<'El

Jll-41因 fl('; :,c 3隋東甕埋 l師喜 邊
(9、9) 内1fi外l!l面n紘ヨコ+-f・嗣ぼ．外 内外酒と1:,1こぶい出碩面 leifYt'I質t やや哀

:in r J・ 篇 (1),G) いJヽケ Ill~ 船色

笥4ぼ H31fl東髯岬 内外面11~ヨコ+,i'駅・嗣肥探外内 内外謡と1,1:J;.湘色断面 U色約1-を含Uほ
l)t,; l揖ill 憎 面工ll,~,~るケズ＇ 頂I やや良

31 t上 柑し,/ヽケ "'が褐色 か員l衿位訂

第41は D区 SC31!1成倒Jり’ 'I¥J/.l召 面序 内外枷とゎ[•I転3 コ＋デ・外
内外面ともl'!llie 細砂粒買1 Ji 

Ji 上L烏 面下半放状校

寄41~ u区 scs』t11!j壇上 須応翡 甕 外圧ばlltr後'i'キ1,デ011悧ざす・・内血固心円文 内面1/i(j邑外1!窯色から,,~ 令体的にシil•~l'f a 
3 3 1111 訳色

胴謬外面に硲::::≫-外頑ilftic序如 Ill l&O 23.9 内外面LI械1'!1ナ1>.ァ1渭1謬祁内研面直 l:カ 内面朝赤目色からにぷい1fl.~ 色赤色の柑子を
~ ~ 
Dは S<;•l1'11側ttilli 上齢は 甕 (16.91 29.0 阿1こヘラI'll ナデ 色外面橙色で昂1J1がある 含み~,mi !I うりる引 面の黒窮

fiM杓にある

第ぷ区 SC4西飼望消 (18.4) 211Jl 
内面ばて具によるケズ1)

内面ヒぶい樗色外面侭色か 日色粒Tやキエ ほぼえ形・Jlllll外面の
Ll!.!" 埠器 重 29,ij 外曲はナデなどでr事に仕」： 良

H I勺 18.0 IS.O 
"る

,:,~1介褐色で犀良がある イを3み砂位臼 問既は対角にある

f.421i l)ll SC 4.ltll! 傭洲 Uぶ欝 ll 
(17.2 内外“とt>rlほヨ コナデ・駐 内面にぶい貨社色 印色位子を所々含

良
3ら .l: 04R1 郎内面'rズ1.J 外,iiにぷい＂色 むほか極級約粒費

'.l?4ll沿 SC4.lti!!i湧り <t:l,8> 内外曲とt,11/lヨコ ➔·デ・111~)直円色からJl.l褐色 白色および陽褐色
0~ 上偵協 返 ,~ を含かUか笥秒 R 37 :I: (109) 部11-)iliiケズリ 外1面にぶいIll色

位貿土

笞~2~ UL¥. ヽ c~埋上直 上絹悶 甕
<n~I 内陥よ外内り縦洞面ガケと向ズ四i:＇）陀1騒・デ郎ョ外コI箭ナrデ具・りにf 内il,jにぶい樗色 如十含n包U度ほ,,,11直,~拉色9粒杓

ややR
38 (ll.3) 外面佼色

L-;,_i吐

itl3-129 1,) 0区 SC 4~L県間埋 ±絣 甕
16.4 内外伽ともLINTデと考えら 内面伐石樗色から埒色 U色の砂nを多く

ややR
t l•l.2 れるが屈化している 外曲にぶいが層色 含も

;1S4四 SC4i"it¥1,,!ffl l3.2 l6,0 内外暉陥リ肩1と:祁4'1ヽ外ケW誡心ナデ糾I'll面lぃn.柑It!~.J:'l'郎累-~高l!l~F 'f にぷ 2~3m人IDI皇1色
~o DI!. 内 ,-~jllil 吃 12.6 1:,.0 がケズ 風9じしている 色由 B色から灰褐 1.'!rを多く含む やや良 Uぽ克罰

il'Al14 (11.6) 03.U> 内外直ともnかli1ナ屈デ邪H外部面内祉 内直熟尾色から践黄儲色外 fl色1l)砂位を少晨

~I 
()[.{ SCれ州舅床面 L訴器 直 (11 ~) lll6J 慢万阿にケ 屈邪外面llliし配は赤色から匹袢憾6 含uほ力•ll砂R!'I ややB 外両底荊一次硯旺

している ± 
澪 3W l~.8 [,t.,1 内面ヶミガt外面凧方向の網か 内韻没貴阻ぃ円色か色から欣褐色 か色位がゃ多揖くは飴かり 宅彫・U様渇は内傾す
DI! SC4呪赳!iiiJ:討器 棺 M ヒキエ（ 飴を r, ~2 いIヽ 外面にぷし ら灰褐邑

含む
る

澪 3図
OII SC4登情内 J'.illli t,if 

(13.0) 内外面ともT寧/,1.ミガキ外9届
全1細にポ褐色 B色のむ位e多く

良 沿交こ光訳がある
1 :1 K半に1ヽケが沼められる 含むIt力•シルト質

記 3図 OL, SC,ll!I! 上J:llf＂う悶 撓
(l~.O) 

内面口は湿ナデほかミガキ 叩国とも橙臼
Iii白色"粒含やむ赤;~か色粒紺砂を ややA~4 rt図

笥43凶 DR 
sc,1耐東絹州

L訴母 椀
(L-1'1) 0. .. 1 (6.~) 

I躙I!直整と外函kギ損力ifhJのナデ 内面にぶい直色からに色 :;)~ ~ 質から紺砂
やや良

4 5 J. 外薗駅儒下半はミ11キ 外翻l,Jf<褐色から沿色 仲買土

如3図 DI'. sr、1吼L Ulll!I 怜
l,1.l 14.7 ~.9 内外面とも表ilt1!ll(以しい 内;1面外に面1と北も頭IJがI水認褐め色られる 漏臼絹邑粒砂れを含むほか やや良 完絡~6 

/!"AS閲 D仄 ~C4西側輝 十蔚描 胆N情
13,() 受け部□仕ナデ・脚部クテ打 ↑体的に明赤褐色外I藉の 曰色fれやセキエf

艮•\ 1 3.5 肉のケズ＇］後ナデ 邸にぶいi/illl色と品褐色 を含む絹砂粒買

全ぷ3閃
D区 SC 6 l: 累11望 上節醤 鉢

(20.51 (10.0) 内外国とb互面凩,ellしい
内菖I灰面褐色・外皿にぶ＼，白色柑や芥色校を

ややA lo•I~ の轟を含む
18 僑コーナー 祢褐色から1こぷい橙色 含むほか砂阻質

悶43図 u区 SCG一北比州信面 l:節ほ ~ 
(13.6) (14.0) 

5.5 内外面といえ化している 全体的に撥色
臼含色0QほJI)か杓衝砂そ拉少質1l 

やや氏
・I 9 コーナ 土

笥位図
DK 
s (;f, 北色偏

l妬墨 棺
(JJ.0) (IJ.8) 

6.0 内//園キ上・外半ii-），I!!后にIll)蠣ナ/デIヶ下あ半りミ
内11J灰白色から滋褐色外碩

圃紗位質士 やや良
50 コ～ナ只揖内 にぷい示褐紐｀ら黒褐8

笥•t3!!0 SC O~til!imJ!t 13.7 内面外ifnともにミガキa箆・ t:4エイ位を含む

5 I D区 '1•1• 央 上必覇 棺 6.6 
内jfj当旦腐あ"

内外曲ともに侵色 姐かシルトから綱 良 旧王完昂
的位貰土

,i,m~ l4ふ 内枷悦色から凧褐色•外函 廷れを戌々含む
D区 SC6i"il3床油 土耗醤 棺 5.8 内外面とも工具によるミIf,} ほかシ/i,トから~· 1i 11ば完影~2 置色 砂糾閉t

lll4:1~ DI& SC6東付ぽ面 上紺屈・ 袷 11~6) 
GO 内外碩とも鼠化苫し、い 内外価とt,i,¥t彎色 芥色付やみ砂白色粒を ややR

sa 多く含 粒閲

第43図 DR ,o洒輯ぽ面 JJ.ii屈 高If LS..I 
内9fl籠とも籟化が進む

t'i面に；；いIii-褐色から悦 紐I,~質 やや良
受I廿烈如i:rrし， n絨

~1 (~ り釦 色外釦良色 邸外れする
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il!43図 8.0 &S 惰内外頭団とも口紘のナデ・内面
b区 ~CGl"i·I~ 薔 土絣討 fヽ,!li惰 (ll3) rr.属・外面 部にクテIヽ 内外iiとも塁色 砂位を多く含む ややJil

55 
ケ

四図 D区
SC6北只IIIJ墜

・上輝閤 饒？
u紐） 内外曲ともナ鼠デ化苔がしいが．外 内外釦ともにややll(のある 罰け貸酋

やや+a緑部大きく外反ずる
56 溝 面の一部に 績認でさる 担色 .n 

笛 3図
D区
$C6北京1111遭

tth討 甕
(13.0) 内外面!面Iii部とnL11n怜銘ココナチ・内外面とも1こにぶ 海褐色 3を..,含大UII)ほぶか色縞r,!む拉f 良

57 J: (12.2) 円 rJ ヵIりにぶい橙褐色
冒t

第43図
Dは SC6東悧校溝 LIii器 襲

(l ~.l!) 内外面と!,U6'°11!1ヨコナデ・
内llli罹色外面に応 峨色

a を.. 含人Uのほ4か色罐閃臥千粒
良 やや打糀が偶る

5R flMl 内o¥lllil部届頑圧栢
買r.

娼4;j図
D区 SC:6<1':ll;Hi曲it糾聞 壷

(fl.2) (!l.4) 
(6.9) 内外jj1とも瓜化言し．、 内外訓とも'l'l水111色 沙代から細i,111 やや下

69 {;6) 且

¥11岱11<1 D区 SC6酉側日清 土師辟 打孔門俎
:t7 0.9 ナデ にぷい藷n色 lill'JI貸 やや良

6U 

m⇔因 D区 SC7中央床“ tnu悶 壷 1.a 10.8 9-8 内記外＼糾直と炒も刈嵐直化碁が認しめい餞ら1れ1111るこ外ヽ内祢両褐橙色色にかぶらいn色坦 u~~l'l ややR 完丸tJfl, ・ U ~ JIJ < !A 駕1 1 
6 l 7,0 色 昂色

棗 I.J DC~ SC7北東llff. 旧り返！ 電
1e 13-3 内外面でltU~紀ナデ・刷茄 内面にぶい樗色外面橙色― 出色ffl砂位を令t•

やや2
口llti部1よ魯を除き

82 面 7,6 中面1指斎Ifで整m 墨に忠轟邑 ほか馴m, 幻りする

沿糾Ll
D区 SC7賓1ll1~1iii L閲訳 蔓

(~.~) (l・lO) 
内外iffiとt,1:11化rしい 内曲外~iともに浅澁日色 跨買t やや不

G J (8.S) 鼠

!1144図 D区 SC1中央舷固 t ~Zl 壷
lll.2l (]3.8) 内面llftと外面州罪に蟄いI¥内外面とtに浅貨符色から 訂砂Nから 9ヽ位賢 ややR

64 (10.3) ケ内瓜駅節にケズ') 渇灰色 L 

コ牡 D区
SC7惰寛絹床

土芯 壺
(l)Jl) (U.9) 口籍紐部い内1ヽ外ケ禰ヨコJ-デヽケ刷ズ第リ外 内面にぶい亦硲(1・外lfll'.I白色砂れを含むは やや良

5 S 面 (lQ.6) 出 ・内面りII 色と黒褐色 かll砂庄

茅仕に
D区
SC7惰東餌床

J:llli魃 壺
(13.0) (l<LS) 内外面口緑ナデIii!湿外1繭ハケ 内外面とも内色から伐羹色 創け位から砂柑買

や E
6 fl 禰 (U.:ll 円節1咄訂寧/Jケズリ から烹色 ± 

第1421 SC:7.ft西仙E (l)6) (l邸）
内面にぶい位橙色外直にぶ

か(I班色如け俎を含“ほDis ナ師器 霰 凸禰Illじ11!1;い い賞R色からにぶいれ色― やや良 皿 コ欠焼成
6 1 直 (!LO) 

郎塁色

第因
D仄
SC711i稟llllitllli器 遭

(11,2) (14.3) 
IS.I 
内外面na節十デ外油惰いI¥内逼じぶい双色外!liJr.色 (1色む拉を多く含

凡 底部ぶ切t
6 R 直 00.6) ケ内面ケズ1J から訊褐色 むほか訂約鯰

籾 b
D区

~C:' 雨薫扉
埠沿 壷
m . .,., (HJり l邸 内面酎開は指によるケズリ外 l~iにぶ↓IIO色外面桟羹n 2白細宣色肋•A的位lll贄をt土含tむエ1'1かイ やや良

6 0 頁 {11.5) 艮化吝しい 色から椙幡色

il!44は 15.0 23.1 U縁ヶ鵡ズヨ•J コナデ内j輝叫斤雌11よ·•る
内褐灰曲色><91:1『灰8外色面蔵橙色から

5の大U/日色付を
＂騒は外反し， .!i!llll11

D区 sc; 肖艤床面 上節苔 費 1, および に 1点介むほか砂飩 やや良
？〇 11.0 潤雹外血糾い／ヽ ヶ から網む位

ILし1

笛“図 ーs川o床冑i!tiコ-ナ l"-9 (7.0.Jl 内郎）外ヽ面□綽ヨコナデ・外面馴 内外面とも赤色からにぶい 1-;""大の白 色
? I DI'! 追笞 硯 12、0 ケ・内面削り 赤褐色 位佗を質上含Uほか羅け ややR

訟~ l?.S 1!1,8 内外面ジにとよloるllケ縁ズナリデ・馴1!11内
日色棺や＃色を

DR  SC7中央床面 J_Rg腐 置 咄這iといに祖已 含むほか繕砂粒か A 
12 14.8 iiヘジ らシルト

坑,14図 (IS.H) !l0,4) 内外面面ともに岨化訊いが馴 内面灰黄色外面橙色から褐 白色の妙位を隻<og SC7匹IIぼ由 L肋泌 聾 岱外にt11い／＼ケが認められ やや良
7 3 (126) 

る
灰色 含むほか編砂莉買

即 59 l4.0 
,,, 所色や々褐色の粒子

完行観な形し.［・々受t.を隕瑶ti汲・Iiす.I: 部方とに直Dli{ SC7中叉床面 土闊栂 高坪 13.l 内外,iともにやや械化が知 全体的に費色から畏灰邑 を 含むまか劃 やや且 ~•II 
14 10.6 3.0 砂世胃

i!¥45区 16.0 全U的に,//!Iii色から1&#搾 シルト霞から鑓的 脚部下早を旧さ失中うi•~IJ 

n 0~ S(7 土鉗お 属沐 2.6 
内iiliミガキほかやや揖化する

色 粒霞土
ややf1邸はやや聞 投を打
す

畑図
D区 SC7中央床面 H聞濶 高杯 即饂内側へうでケズリとる 橙色から'11#111色 粒シJ霞I土卜軋から剛紗 ややR 1111径1饂lai校lllを穿打邸して団く・;s 14-9 :i.u 

昂l61il (ljj:!,) 全体的に訊化が進むが口齢鶉
内而にぶいか罠色から況喝 か白圃色砂l'lrtill日を含むほ そ紐・段を1fして“行

0(1. S('7中央床函 tr.6駐 ，届杯 0)-俎ヨコナデ躙製が認めら ややn
77 M 色外ilJiol'嗜色から暗神色 し0縁I;/;やや外反する

第46~ SC'/ It東開転 14.3 全外体面的のに属化が造むがU稔怖 白色躙紗位を多く やや不

78 
0区
笥

十繕計 ぷ坪 噸にヨコナデ日整が 1'1ll-! りとも＊償色 含む 良
そ瓢役を雄く打す

認められる

第15図
D区

S!'7 Tll県傾I~
上綽討 廣年

(lli.7) 内外面ともに嵐化するが外1li内面良色外血n色からにぶ 日色l!li,位を多く
や a ＇又餃・やや肉 Illで段は

7 9 illf QI -s, ヨコナデが品められる い亦褐色 含むほかむ位 不叫陳

第4$図
D区 SC7ifi綱床圃 t莉団 高IF

13.S 
内外逼ともa化苓しい

内面界霞色から＆褐色 2位~をS含mむ};ぼQ)か日紐0色 やや艮 そ應-~enす
8 0 外ill内面日色と橙色

位賃I:

唸45til
D区 SC7中央床直 ＂＂且 甕

(12,0) l9.3 
内面Illいniり外面絹かい1ヽケ

内面賭只色外Iii!/暉色か 白色砂符を多く合
ややR

8 I ~.s ら枝黄色2/31附灰色 むほか繕砂富1

笛15図 0区 SC7 1!l~I庄庫 L節器 怜
(LU) 1ヽ.9内外面ともナ,.旺積i/111り l'I外直ともa色11・ぶこぶい u1~色2位mを/s含のVi赤1か色 ゃゃa 閏狐下fi1肉淳

~~ 位色 柑砂粒鑽J,
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叩 5図 13.0 12.q 内外面とも1i化既著闇しはいが楳駁外面が 1'色).illか渭色から膚橙灰色色外ililll日体色的t;,Kむfを館，"含み全 区僅は"'.J:枚€貼り f.l
8 3 D区 SC7JI(釧Jisilll土妬呂

鉢 3.8 7.8 の闇に/¥ケ に
らにぶい

やや良 It, !'Jみをもつ
認られる

第45!ill
Oil 
SC; It烹鰐m I・ 匹 -kl¥'¥鉢 (20 5) (28.0) 外面ナデ・内凸ケズリ

内外由ともに内邑からにぷ 口色り）杓€含むl;J.
ややRLlllr部1/3・潟湛やや

84 面 い紺母色 か11l砂暉 女る

況I&関 sci西側墜靖 (141) 内出回転ナデ・外正天）t同紀 内iヽ育訳色外国育灰色から 白色妙位を含むll
噴部に段er;し,08 

I}~ 双也器 ％蒼 やや凡 と"井菰の房に比般が8; 内 ヘ •ft11 り 喘賃反色胄i面繋灰色 か菖1妙~)質
めくる

況16F4 I)区 SC$!!! 鯛壁消 l.ll• 悩 f f.l t栂 47 
(O..l) ~.3 内外面lli請I碩 ↑→底 Jに斑q,ある用色

r~ 色ii'位を含むば
ややJ'↓ Dlf郡は損恵召のlfJ.I

8 Ii 内 か鯖,m貫 ~)~ 駕に似る

如 U凶 n仄 Sく＇り It≪璧 埠i~ 費
(la. り1 内外面とらU鯰牒ゴコ·/デ~内 内外貞Iとも1こにぶい責け色 U色貨や品白nを ややf 一次招成€ バ）る

S7 と面 l四 面柑い，)ズIJ から燐褐色 含むほか絹紗粒 且

第4i¥ll4 s 1• 9 化傾璧＊ 14.3 I凡4 内外血とらにII地1飢ナデ内一叫駅 内枷令#lff欣色外ullにぶい
D区 土絹凸 甕 18,6 慕笥いケズり外 郎け泣打 やや良 ほぽ完彫・絃湿公欠炉!bt

88 上iJjj ll.li いハケ
貨艮色からにぶいか褐色

守146図 SC l 0カで1' 1-1.~ 11!..1 内訟訥I知ともにス1ili/A化が起 内色曲外にぷい,h:刃遵色色かから斡褐Dlil L磁； 甍 爾明 ら1こぷい ＂砂泣租 ．ヤ ややR て次憶虎u 内 13,7 面はケ :>:•J
褐色

紐図 or~ SClO」tflt[壁 L加訪 甕
(1(1.{I) 

内外酉u絨ナデ 内西にぶい褐色外柑祖色
を沐色含陀lsiとlAか漏もe砂m~l 

ややR
on 携内 16.9 

盲

如 0図 SC I Oi!il!ll璧 11.2 内外団とb火面がやや鼠化す
白色~'fを,p 鼠含

1!11l・n馳削外反しゃ
D区 t糾料 1;!111,1楕 内外面とも悦色 むIllほ紗かUシルトから やや良9 I 溝 る ゃRを行・4

第 1;臣l SC l 0カマド (M.6) 内外劇とbー及得血がにナややデ風化す
3 .. 大の笛U色aゅ

91 D区 内 t討禎 椀
る口“郎の

内外繭とも111,色 f'(I; 含む；おか細 やや;1
雌 -L

lll46図 SC I 01111'.!.i 
日色位子を少ll含

D区 J:~ 因 覺 底侭指頑圧紅内外薔・Jデ 内ill蝠幡色・外漏叫が褐色 むほか;,11-1-から やや良 沢部1ザ1<11:上げる
93 現上 6.2 5.0 U砂位

m妬出 DIA SC I 0附百彎 ..L肋鵞 •~4 4.1 外禰1:1.!i化し内illii"デ 内＊偽<Ra・外Iii入斥色から 砂笥力.-;Jlltj>t,) やや凡 1Jヽ片·~袖は零り出さ
94 理上 褐灰色 ずそmまま立ち上がる

か 1l11 ll訊 ~r.: l l雨鯖LK i師は ~ 
(U ~) l•'LS) ロIi狐ナデ内面ミサキ 内釦n,llt色からに色ぶい信色 赤色位十をRむほ A ほぼ完桁・ロ代かり鴻g. 

面 外曲の一郡昂褐 か紺け匹 帽が外戊する

第46閃
DI". SC I llli糾'• 1駈踏 1111 

112.5) (!2.6) 、L5f'i外面ともに凪化行しい 内外面ともにぷい罠釦4面
紺砂位1U やや不

96 囮 の一煎<iJ;,拾色 良

叩 6図
D仄
SC I I北引ぽ

土悶 員
l~ 42 f/l外面と-t,l:f.ft蒼しい

内翼沿黄n色から投色外面 日色nかチ訂と少黛含 ややィ 究H!•lll:前は平ら
97 直 !: ぶい垢褐色 む：えか ""n 良

笥46図 D区 SC l I ILlllt 士盟 Iii 
14.6 

6.5 内外liiiともに鼠化笞しい
内禰浅羹怜色から開褐色外 砂血j_ ややRほぼ完LFF

98 I籍 ll.O 面にぷい畏色から褐灰色

也46図
I)~ 
SC 1 l•I•~ 溝、 t面匿 l!t lM 6.5 

内外面とも1:楓化ず石外面旺
内外illic::t.ににぷい苫橙色 匂靱貫土 やや良

99 曲 擢1こ ｀郎ケズリが糾•うられる

男,jfjtll D[{ SC I I中央!l-」伯濁 務
Cl3.9) 

6.2 内外直ともにナデ
内~illiとしににぷい褐邑外

細加買土 やや良
IO n 面 由底部月色

第171(
Dlit 
SC I I隕IIIIJJ;

廿蒻｝ 費
(13-6) 内外直口樟檻ヨコナデrりifi柑

内外面ともに1!1色 白色祖砂拉を多く a 嗣部内面帖土格の鸞ざ
IO I 、 （以i による'rX•J外面/\'r• 含むllか眉砂” めがI咀Ill

笞~7也 四 (Ui.7) 内illi外l-1lii半指と潤も圧にや応'l•lll化する内 全体的に笹にII極蔀の一祁
白色位を少量

J 02 
n区 s, II .(t滑内 土糾霜 懺 7.1 鼠褐色 細む紗忠かt，lンルI・から やや良

笛？図
IJI! 
$C: I I頂対軋I

土討栢 董 悶 内外面とも口i化苔しい 内直にぷし貨円色外面桟贄 白色~砂-f蘭£預名上く含 や R
JO 3 1~111, 橙色から捻色 むほか

筍~i図 D区 S~l I北漕内 l・M1国 噌 a9 10,1 a9 内外直ともに鼠化行しい
内面にぷい褐色外tfii!ll.色か 白か暉砂拉阿十士を含むllやや良 はぽ完形・嗣部に丘賓

104 7.9 ら黒褐色

第1i図
Oil 
SC I 2.IL東側 t,m 聞

(10.S) 5,7 内外直ともに駐iじりしい 内面にぶし洲褐色外iiiほ色 小襲を如か1点ら含葡む砂粒ほ <• や良 n騒がやや外反『る
IO 6 氏漏 から且褐色 かりれ

;1¥411:,j Sじii北点側 15.7 Oil面に破下l,i状mヨ文雛コ厄＋転デヘ渭ラ墜隕・文りけ郎外
, ... 飾llqJEI色粒

（ほ台ぼ和完か形'>•=-4雌角嗜1J）1L 
l Or, D~ 

褪内
芍屈淵 高杯 10.2 4ll ll.2 

椿中1111 ,,.,~ 的に青灰色からIA灰色 を含むはかシル1良
胃

第4匹 Sri 2北繋llll (1.1.3) 国転ヨコ・トデ関ヽラ整削・受nけ後国中外間 円血胃灰色l!fl灰績匹色外灰曲色と +l白,.. 色t1!I.• 砂買を拉含おCよほび纏 はば浣形べ段透かし
JO 7 
Dt:<; 
唸清内

領憲悶 高“ 10.3 4.7 
11.7 iに!TT泣半状文1111回転へ 問 鱒煎1奮灰色から かシ 良

（台ff}

笛ぶ図 SCI 2北箪切 ~.5 oa,o> 内血1こぶい汝控色外面包色
2n人;"1黒褐色粒：

D区 土封冨 盪 内外面とt>l:.!11化暑しい ＋畑を含むほ力憎If~ やや且 枯t帝の彎ざめ11/1ほ
l O 8 壁清内 8.0 からにぶい嶋色

笛41図 D区 SC l 2it蜜“ t鋒匿 皇
(ll.4) IM 内外面とも1:!il化紆しいD籍 内面柑色・外lt:ij椛色からに ue色含む性ほと渇か網色む位紺子

ややR蜀祁から口揖にかけて
IU9 旦満内 11..6 部の編ユコナデ ぶい＊褐色 fl 

すぼまる

兌47図
DIA 
SじIi北東側

山輝器 聾
U遥 内外面とも1こ鼠化膏しい 内外直l:1,1こにぶい褐8外 2 を.. 多煎く慢含のむ赤ほ色が忙旧'(・ や良

I I 0 墾内 1~,R 庫；；R色から!'Ill色 1/1莉買

-103-



叩7図 $Cit北東側 (15.9) 17.B 内iAJIQ色直にぷい貨にぼ樽色 白~~H含むI!
111 0~ 

壁 内
七闊践 鉢 -;,; 6.8 16.0 14.8 内外漏ともに!Iiiヒ弄しい

からR色澪郎fl}渭i 褐
か砂的賃士

やや良 庄部n.
色

如7臥 S(; 11北東側 (15.S) (18.0) 内外[ijともに餌化育しぃii;~
内面日色から褐灰色外面橙 白色砂付を多く含

D区 t趾 聾 (17.IJJ 絹巫の濯にケズリが認めら ややll.
I I 2 壁清内 （は7)

れと
色から赤橙包 t1外糾lltl~

;1!48図 (12.1) 羹邸径 口絨内込外面と内面国転ヨコナ ;含11むeuほ渭か:紺T砂を多代かくやや軟
I I 3 E~ SCIら 須も悶 “身 (U.2) 5 L デ且 ,)-}ii匂のナデ外面天 内外頑ともにIJ/Bi!J 貫

II同転へうケズリ右回り らシルト

第49腐
Eば
SC l n丙釧圧

士悶 鉢
19.9) 1<i1 

59 
内外面口椒ヨユナデ・内釦r,.

内外曲ともににぷい控色
Bl!! 砂Rを代むI.!ややR 口紬Iり傾し.'l'・賊

I l •l 面 5.7 上力l•Iに記）ケズリ かU砂＂買

笥48図 E区 SC l Slt'"I氾士鯖註 鉢
10.fi !L9 

り9
口緑内外釦ともにヨコナデ・内面庇第灰釦1加こぷい格 全体を罰して細 Jl 完形

I I 5 i1 IL6 旧郎内囮ケ:,(IJ外面ミガキ'/色外面にぷ,,貨橙色 拉貿七

第 81!§ El6 SCL5北東履ll:tliff !ff 
II.I o.9 内外面ともtlMナデ後I·~蘭蟻 l~iflにぷい橙色外創檜色か 全体を憎して馴砂 ll ほぼ文屈

I I 6 広面 紋・外面ミカ・キ らにぷい棺色 R買t

第 8図 EU. SC t6北側ほ t討穀 帽
ll.9 11.9 5.8 内にり外よ・外面る蒼とミケガもかキ口Jは底後冨ナ1デに・デ加エ？而只駁Illあ

内面にぶい褐色外面橙en·• 全を迅して罵砂
FL 
完船・尉訊上↑から外

l I 7 祠T 11.7 ら1こぶい符色 拉胃t ,;;.,rる

第l8flol sr Is北観旺 (13. り） 15.9 
10,3 内面帽8外此ぶいRもか 界色位ルを小ト且か含む 重途の中で作仕りかけか州菌Q)

EK 丑iiil 鉢 内外iliiともにブデ らにぷい紺橙色で胄悶色悶 はかシ らJII良 上げ鍮掃はや
I 18 捐 107 

＂ 
紗拉賃十 や歪U

匹図
E区
SC I 5」t累81

1:•i府 鉢 10.8 10.7 67 内i!ilHOOL'r外1111.l給ヨコナ
l"I面にぷい褐色U騒槃から 白色tk了が日立つ

やや＆ 完形•□鯰外反する
1 1 9 コーr一U:111 I0.5 デ・内ii!tit状に [tj.あり 外illf樗色 ほか砂'11.t!t.

ill18図 E~ SC-I 5西飢床 七節措 鉢
7.8 8.7 

位 tJQ外面ナデ内flilfo即£痰 内禰Iにぷい橙色外面にぷし1細砂伯からシルト 只
ほぼ完形・n餞やや内

l 2 0 面 G,1 械澄色 胃 はし叩底

第祁図 $CI 5北"塁 15.2 19.9 口絨り咄外面面工具ともヨコ沢ナデ11内面 内面にぷい貴費色外t!.iにぷ
B区 t罰器 璽 削 による luJO:, 細砂代覧卜 ややIiIHlill外面次焼岐

I 2 I 慣 l4.9 
嗣霞

い貨樗色からI/ぶい雌色

i1'1 A2 8因2 SC l 51tM堅 05.4) 16.0 内外面ともに口給ヨコナデ外 ,, 直にぷい視色外函にぷい
＃色棺を所々含む

阻閲外面I:庇置に氣廣
E込 ... L紆閥 鉢 14.8 

Jq.8 
面嗣1!111 ケI~面酎部ケズIJ 畏色と賣黒色 ほ砂れか買シ/土I; トから111やや且 あり

笛48図 E~ $Cl Sitt! 塁 ]・!If賭 乳 03.4) 内外1!~と f.>Iズこ嵐•J化C)澤しいが馴 内1111にぷい赤Ill色外由にぷ 芥色r~を含Uほか やや小
1 2 3 浪 l!J.7) !ll!内直1こ，r 麻1!'!を残す い示褐色からりJ,/y.嗚色 細砂位賢t £l 

第16&1 SC I 5北東11J IJ.3 17.7 内外州面がともに凪化丹しくiiillilliiii閉褐色から黒蚤色外両
R色からぷ色的を

EI¥I 十節器 嬰 17.6 ががれ❖1'4面は左l.1節rm 含むばか網砂f<賃 ややfl
124 コーナー甕椙 1:l.2 ケズリ

円色から凩褐色 I 

切<iHW _p_fi( :. C I 一;竪.It讃東IJ :t~i紐 聾 Uil 2:1.5 2¥1.2 
内外面ともに11t,;十デ・内固 iり面砕じぶ鴻~.J:絹 糾糾りに組砂灼質

やや且
ほぼ完1f1・且'1・ 次俯

121> コーナ 13.3 ケズIJ 1/1色外函符色から点lllt'l ・t 尻

:1)~9趾
F,I;{ 
SC I 6N創史

士碑 十干
外仔 -n.lf M 括で1凶. 111~ エHで穿a 布高伍 層1砂，，¥冒I. やや且

I 2 6 債11i 1.2 02 

;f!19回 E~ SC I 6洒鋼星 埠因 士玉 外ff 礼If 0.9 指で丸め、計状エHで"I-fl にぶい橙褐色 員1tm買1. やや良
I 2 7 潰l勺 I.I 0.2 

筍-19図 El.! 
SCl6丙側塁

土筋蓄 土玉
外ff 孔1¥ 0,8~ 指で.li,(l、針状工Hで穿孔 にぶい橙蒼色 圏紗1i1貧ト ややR

I 2 8 溝1•J U,9 0.1 o.s 

如129図0 E区
SC I 6il!i側竪 _L傾醤 士I

外径 1.0 I丘九~-針杖エAで穿孔 1こぶい橙紺色 桐妙位慣:t ややR
清内 0,8 

第~9 凹゚ E区 SC I Gilli銅璧 t晒醤 :iK 外粍 1.0 柑で丸JI},ftttエHでll<IL にぶい褐〇 欝砂位買土 やや良
1~ 贋11; 1,0 

如 9固
E区
SCIG丙劃阻 t絹囚 i: 予 外,~ 孔If

棺で丸≫.ttlCエ具で!l'IL にぷいR褐色 纏1'J1飩賃上 やや良
l 3 I 潰内 07/i Q.J 095 

筍~gi;a I!.~ SC I ti西llllll.十閻困 ~-'Ii 外枠 孔ff, 指で丸II}.計ti:LIIで穿ll. 4濱氾 紐紗杓冒I・ ややR
I 3 2 溝内 I 0 0.1 0.1; 

;i¥49図
じは
S rl 6丙禎1桟

:tfili笞 十五
外仔 4llf 1:S 指で丸め、 t/~'!.llで字化 "'Ill色 繕ゆ杓l(・I やや良 せ楕rq形

I 3 3 漬l勺 I 0 0.1 

;1!1~39図4 E区 SC I &l'!fl収 t召 t.h 外径 孔抒 11lで丸め、 計~,:ilで字孔 勺褐色 II!妙n胃十 やや良 仕償円影
潰内 0,7 0.1 1.・15 

岱I49図 SCl6州引駐 112.2) (12.8> I~ 団にぶいIll伍渇色か色から酎らl視濠色紺 り掲色飩を-'Oil し甚外濱仄園すにるJtいRを付EL! 瑾器 董 邸面とらに鼠化苔しい 外国にぶい やや凡
35 溝内 11,9 

も
か州砂れ質t

筍~9図 81,{ 5Cl1H 8北東釧 十節器 !lll(・Nl'l 13-6 
内外面ともに風(tlfしい・内

V淵i橙包外面浪貨覆B B色i1贄-tl紗を少旦含 ややR
口る鱗· •I'か段ら11湖1:tISE:l;Jl.II1i<さ 1fょ← 

136 埋ヤI• :i.a 面→伍ミガヤ Oilか砂n質と しし

第49図 Br.{ SC 18ltll!l 流 聡 院
Cl2.8) iり内外面ともにT囀/Jミガキ 内外面とい：国渇色 シ I~ I・買 良 日“は大さく内傾する

I 3 7 講内 14.8 

笥l(I凶 SCI~ 北餌租 J7.0 2l.<l 内コる貸外カ力面liJjfとu(:'rOも)に口縁ナiiiデエ内U面にヨ ~lillil: ぷい貨斡から橙B 2'D粒IIを砂前多閑復胄くの含赤む喝ほか色 ほぼ冗形・Ill郎下半に
l38 
l!t.{ 
清邸

廿lft醤 鸞 15.3 
2(i,3 ズり外 よ 外i釦こぷい橙色ー笥褐色 ややR

贔大形・次地成
網い調整
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笥,19閃 Bl{ SC: I 9北痴 lrli勘 甕
15.8 22.6 3J.O 内外喝面6とbにやや鼠9とする外

内面にぷい＊橙Ba.Itから 僭紗粒を位所賃土々含む やや1、ほぼだ影・仕厨・一次燒
I 3 9 溝,~左 L:l.O 直 1こハケ 外面；；褐色～極曹添褐色 ほか砂 成

笥19沿 8区
SC19丙から :t~lllf 甕 US.OJ L3.7 内外面とらにやや嵐化する

内面屈色外1i!i亦巳からにぷ U色<1)1•1ぼ：ウ鼠 やや良 嗣 11黒祇が比められ
I 4 0 噌酉創床画 じ，6 い序疇色 ・惑帖J反色 含むほか副粁粒胃 る

li¥49!.ll 
Bl! 
SC2 I /Iii! 璧

±Jilli! 甕
Cl2.9l llS.4) ） 内外面ともに昼化苔しい

11.J面1:が 9罠色から灰属包 (I包tH-i:含むほ
ゃゃ良

141 慣内 (11.2 外面樗色からぶ色 か姐紗付胃土

笥切頃
(;~ 
5C24it.it渭I

切器 冥
(15,2) 

内外血ともにやべ,Jll(じすと， 内外iii..もに呪＆ 襴W,t,,買L ややR 受箇!f)gやや111雌
l 4 2 団す・中

;nso図
じば
SC28b)t東

埠 器 甕
(I-L5) 16.2 15.fi 底内外“il¥iともに属化ぶしい1!1i、内面樽色から酔褐色外iii灰 砂陀から111秒刈 ややR.il:ll! ぶli!JrtI~3 紐囀内 12.8 紺いケか9 嶋色からぶ橙色

i!l,O図
GI! SC28b北東 士iiilll!F包土囚 fi2 

I忙，3 Lヽ9n械隠外即・デI熊項い印綱甜霊出道 内外面ともに底1'1i褐灰釦か 細＂粒旨土 且
l 41 側壁慣l'I 1.8 外iiuエ員による らにぶい橙色

乃ぱ喝 HV SCJOIII戴側 t師浪 flil 
l2.8 13.J 5,4 内面ミガキ久函やや風化する i';illi灰裕色外面＂色から出 砂包から細骰切 .R ほぼ完I•15 心讚 褐色―訊灰色

司,Olli St 3 i, 切暉I CLO.O) 受甑穫 内面と外ii、Kギ雀阿 転 ヨコ~- ，':1色含怜む白色位を少lヽ たちあがりがやや内傾

H~ 拍恵、1111 高ぃ 内外画I.:.もに灰色 鼠 ほかシル 良 し濱謬に段を打す•閲
I 4 A 床面 (12.2) デ・外面9・間阿 カキH

買t 筐3/J遥かし

笥50閃？ ~ CJ ーJril/.tt!illi床側 (l3.0) 15 I 洲,,,J外ミ面といこやや凰化する
内禰1こぶい貨得色から1こぶ 水色t,)t含むほか ほぼ完影・ロ駄Ii大き

14 
H仄 3ーナ i師偽 節 'i,1 

IIキ
い11!色外面にぶい111.色～脅

紗l'!fl
ややg
く内傾する

繭 は色

Jl¥50図 JI区 SC~3 中央仄
十副澁 鮪

l-¥.q lli.5 
5.b 内外血とも風化衿しい

内直明石湯色外面赤員包に U色砂枕と含むは ややィ
口絲はやや内関する

I 4 8 ilJi ぷい帽色・貨凩色 か綱む付質i ,. 
::11501"1 H区 SC3~ 附＂闘 i:師四 棺

(l:J.n) 14.1 内外illiともにやや置化9る 内面橙色外山にぶい19~で 金雲けがU立つほ ↑やR 0 1,111やや1~111するI~g 咆土 部ミガキ 祁址色 か川む貨債十

lll5tl図 SC 3 3,1, 央ll' (148) (15,6) l柑面にぷい霞色から赤扇色 白色砂tle少1i1含 やや不Hi.{ 七師詰 椀 s:o 内外面とbU量化言しい むほかシJレトから 口駐llやや内鍼
1 5 Q 面 外面橙色から胄黒色 篇i)t.質I: r. 

;ii;o図 SC o J~t罰休 13.0 IJ.6 
a色l、1!11を1>.11含

“路は欠.,ている~IIJ
lll! tlllilll1 控 内面ミがキ外面旧かいJヽケ 内函赤色外面芯為色 (Jほか;.11卜から ややJl

1 5 1 ,Iii 籠紗代
ほとんど摩滅する

笥⑭図
Hは
SC, 3中畑． l.llli器 飩

12.2 130 5,7 内面ミガキ外iJiilllいIヽケKの 内国町赤裕色からにぶい貨 全体的に細砂灼賃 只 やや肉g
1&2 iii 杖腑~·り 損邸醗雌紐ら紐 七

切切旧 SCl3ili州Ii 12.M IJ,s 内iiiミガキy外面口騒f,'111に 油a大のか鯨費りを位1点貰

l r, 3 H~ 
面

lllli藷 [1¥1 皿 捐い,,ケ 内外面ともに用赤高色 合UIJ 良
t 

笥5-0閃 11区
SC33北鰐ベ

士帥践 !1,1 （し~Jl) 0.¥.0) 

“ 
内外曲といこやや鼠fじするll内面が褐色から略赤褐色外 細約R買卜 It 

I 64 n卜糧T内 仕陥・/デ 面が褐色―謬弧船色

:115-01~ Hは ~C 3~v,I日床
十船遥 腑

(L年） •L9 内外曲ともにやや置化する 内外面ともに小褐色からに 所“粗砂敦,1ヽ襄を ややa
165 iii ぷい用色 含むほかlllllh灼ト

,!SO凶
H区

SC33 1~ 割代
瑾羅 I!! 

(Iふ6)0,.01 5.ll 内面ミサキ外111ナデ 内外,1,といこ引芥鳩白
切りからlllf,月t

R 令体的にやや肉II
156 面 胃t

筍紐図 HI.{ SC33膚『償 +ilii岱 輸
(l~、9) 15.0 5.9 内外血とも凪化苔しい

内9由とも11!色からにぶい
紗粒から111砂•1

やや不 llll!l藩<LI絨切迂状に
I 5 7 只構内 14.8 畏色 J)_ 外反する

笞切lill Ul!l Sr. C 3 3Jt簡難 t. 妬阻 柏
(10.S) I LU 

紅 内iiiやや風化する外面ミガキ
内函ドぶい鮨橙色外歯1こぶ 憐色れ子を含む,t

~ 0匹郎外反
158 10.8 い禎橙色と橙色と冑屈色 か111砂粒胃七

笥凶“ SLJ311! 側人 12.2 内弱i/f具色から帽色外面極 白色豹位e加ら譲ほ妙 やや不 ほぽ完厄・ロ樟姐は状
)-It,( I: 節聾 船 5.3 内外illlともに凪ft?.'レい かシルトから 妙

I !i 9 iii 陪赤渇色から啜れ h賢卜 ll 外反する

笥SOliG II~ SCl JiliMJ竪 +IWl鷲 椀
(IJ.2) 

ij,:S Wガ外キ面とらに0繕ナデほかミ flj[llif[赤湯色外るにぷい涼 シル,.から細m~
R 旺闇J'J<n品外反・jる

l 6 0 溝lit 褐色 買士

筍so図 SC 3 3.≪m昧 (IS.OJ 14.8 内外必と"'こnはナチ内面剛 内低阻色外西屯色から浅濱 沿色杓を含むほか 口紬つよく外反する・
H区 l瓜i菖 柑 邸 ll外iiillitじCいるが渭廷 II. 

I 6 I w 14 Q 
ガキ

橙色冦氾閲色 U砂杓買t 衷償1:昂艇

ill,]は SC:33東側戟 126 つみIt I不I紘内n外向面ナデ回外転ヨコナデ兒込 白色Ullrff/l'!'~む 'it.~ ・体撼と天Jt撼の
!!lit 須8誓 ” s.o 面天）tへうケ 内印昨政包外山賣/1<(• はかシルいかっIll良

162 清内 江
ズリ右l'!I駄 け校賢1

頃に観い種を打す・

ill5l~ SC33中邸 OW) 杓曲と外山口緑'"""ヨコナデ 内面青灰州訳色彫色外面illi蒙荻• 屈灰色から
け杞を少l、量か含らUほ ｛ば1 とXI濯•i墳1:凩

H区 須巳暑 窪 4.2 かシJI,カ 疇む 凡
l 6 J 血 外面天｝ヤぅケズ., 旧青 色

豹
い稜を111・

illSJ~ SC 3 3•1吹Jミ (10.3) 霊 内，1uI::.藷外底ヽ,n鰊l<l転ケヨズコトデ 1り面州灰色外面笥骨凩色 U約杓からシルト
1/2・たちあがりは兒

Hli 復紐 がク 4.4 R 連し内傾する・鴻置I.LI U、1 ,I ill窟外 部へぅ IJ から青灰B 買
段を有す

ll¥SltA 111.! →し33111.ll~ f頚饂 “杯
(14.7) 

内外国とb嵐1と言しい
内iii明赤Ill色外面霞色から 日色杓r'を所々 含

ややR 交訊"'~を有ず
l 6fi 創 巾褐色〇椒の濯晒忠褐色 〇ほか紐砂tl賣

第f>lli SC 13rtll1Ji (17.4) 会か郎ら1に湘lぶ晒い1芥喪褐包色一ぽ郎灰かIQ(!_j2€•加• XIJ)ほ口か色組lfI砂的f ？段鉱はIあ埠まをい有．し騨鉛Ii)

I 6 6 
H区
面

l:lii訟 tllf is 
(117) 内外画としやや翼化する

褐色
ややR 3//に円

百 節の穿

-105-



第~ll] SC32北棗鍔 内面I:力向l"'rズIJ外面＂い 内釦柑包外叫培色で一開棗
3,., 大の,/i.e.粒十

1~7 H区 哩i 工糾悶 甑 ,, ケ伏の潤誓 灰色
C含むほか鵬1;杓 やや良 底算は穿孔
餞L

第ol図 MP. 5Cl3東鱒JtJ 1111翡 沐
!2711 (ll.4l n紗陥ヨコナデl~I繭 "[I\t、し 内扇11'1羹巧色りらにぷい揚 ♦ert~ 少霊含Uやや良 やや大引で11.ll堵沼U

1 6~ lru く11侑によるケ,:,, 色外酉橙色から一郎褐灰色 ほか約杓 やや尖らせる

第,1図
Hlo 
Sし331會IIIJ汰 rn阻 置 [7,6 内外直ともややIllヒするni..内曲R苫橙色から巧色外曲 3r:r. ~子1),を暉内};.む0ほ),/,.か杓色 ややR f11部か •i lJSにかけて

l 6 9 面 15.0 謡慕／、デ内由胴餓ケズ1) こヽぷし渭氾から橙色
内買七

丸く外反する

如I~
＂仄
sC:l4北薫柵

"●践 l'l 
(1 5.~\ 16.0 5.8 内面紋引伏に鴫Rが認められ 内外面ともにぷいポ紐~· シルトから111紗＂ 良 口籍得！｝よやや1•1111する

I 7 0 聞士l'I る外伽ヨコ方1りに副かい／＼ケ ら ~I色 賣L

寄5し閾 HIJ: SC:!4』t豆制 上閤 手柑士沼
4.U 5.9 :,9 U!i部つまみながら侵彬内面 rり面灰褐色外彊畏色から褐 戴砂R虹 Jl 

圧濯から紺卸：か1n

I 7 I 境I.内 H mで.,.デヒげる k色と冑＃色 開ぽ

第 1図 SC :1 5↓L直$I (M公 内禰と□Ii）一軍飢な回へ転汀ヨコ11nナだデが・内⑳青灰色外曲k白色かつ 体罪と人Jt招!l>Jlll:IJI

172 ＂区 壇L
須巳蒻 lf.:'i 3.9 天JI外面）―

睛灰色
闘紗的質J; やや良 眩な性をhす・天井部

諷化している はほぽ'l'•う

節 lll,I
liti; Sし35ltlli側 L閻緊 紺

UJ..'i) ,~2 
s.s 内外面ともてや凧化する

門曲亦色外ill泊浪色から屯 tU,. 的に艦ot,1買 やや凡 1lf!~ 厄ビが闊露が且
I 7 3 堕溝内 色 .t 化する

'1151図 SC3S名棗側 6.8 6.9 士を場内に貼t-)か1,を佼n柑 内油戊貨日色から円色外函 黒含色や白色V>砂位

I 7 4 H区 翌溝内 t肋尉 手社t器 4.a 
頑圧!l'C1'ff礼ている 橙色

を 1紅'IUI',/~ ややR
買l.

ll¥51屈l
＂仄
SC35北頁側 廿印8印鬱

,.4 
2.6 内西の中心かう好あげる

内肋引蟻灰色から•xa外直
け拉か9躙砂R ややR

IH 懸渇，，，， 惰伍稽もから帽8

;!lot図 H区 SC361i繭 気恵母 賓I 7 U 
外曲町叩き・弧t,圧届 内llliio!.も爪灰色 シルト買土 良 小片

:i¥5llill 110: SC36比爾 1<11/J悶 高仔
外向貨i条onは成伏文'Cc

内illifl<A色外前騎灰色 劃砂灯胃l やや只 IJ寸ヤ
I 11 らに下直11阿に力tメ

閉51131 II[( SC 3 GJ~ 曲 l・lif>冠 柑
tll.O) （比6)

内外餌とも昂化濱しい
内面浅位付包力,,,碍色外匝

Wtltから贔1紗~! やや良 II駄内偵底ll1I次統k
l 7 8 明涌褐色かり閉赤褐色

笥51閃 H~ SC 3 Olk面 ＂佑器 費
(I 1.4) 内外面とも1-口品ナデ内釦馴

内面樗色外iiil¥fJ赤褐色 む代から訊砂克 ややJl
170 10.2 第ケズリ外血騎Alll!Jい/¥7

;¥5llil HIA SC3 fi床面 J.f.l瀦 'll. 
(IG.0) 

180 
(13.8) "舷甑ヨコナデ・ I~面/i.J:Ji

岡に 1UいM•I
邸 ilii:もにぷい出塁色

柘色均子を所々含
ややn

むはか11J妙llfU

芯52揖 SC38北側塁 12.3 13.5 内外曲ともやや且化するが内 内面尺色外面情色から秋口 n紐含じHエイn
HI/{, 上絹i: 喝 iり を ほか編砂れ やや久 Iiぼ完,~

I 8 1 導lり iiiミガキと与えられる 色一狐に胄/U色

咽3をmt各A!くt負含のむ治ほ色か粒編
笥S2図

＂区
SC38肩東IIJ

:l郎 !!¥ 
[13,0) 03.41 (5.';) 内外面ともI;;嵐化奇しい 内外illil:tに黄橙色 やや不

182 順溝内 豹位買士
艮

第S2図 Hl-<. SC3SJIIJI(測 um 閲
11 5 12.8 5,6 咄面ともに昂化言しい 内面llfl,/J,褐!!191由阿色から か色t-lを含Uほか やや｛ U蝕大さく内'41る

IHJ 整鴻内 伐賞墜色 屈む位貰J. 良

筍,1凶 HI( ~L381t~I!\! l関器 T・ll'J_謡
o.(, 

4.3 内面m頭圧哀 I悼 1こぶい褐色外直1二ぷい
＇”か ら罰砂杓 や弔IR疇 潰I勺 褐色で託磁胄瓜色

'l¥,i2図
Hat 

SC3~111Jf.f側
須患臥 甕

外面1名千印IIさ餞国転かt・ 内外面ともににぶい嵐壁色
観砂位かうシル 1ヽ

やや良 小I¥
18 S 壁讃内 [I •~ 渾i潟心円圧図 買

第5碑 seas北il'if.!J 16~ Ull濯ヨコナデ1:¥1祉ヨコ｝池l内外置ともに灰1り色から蜻
白色れや合雲Uを

やや不
IIIL ”冨 鸞 多く含0ほか砂粒

I 8 6 旺 13.7 1: ケズリ外面鉗めにI¥T 費灰色
買士

a 

笞52図 II凶 sc:u1t丙釧 匹 費
1:!.I 17.!I l8.3 IJl!r内外葡ヨコナデ内傭内隅

内Iiにぶし、111色～褐灰色外
紗前から細砂前 やや良

預節からn縁にかけて
I 8 7 ぼ面 12.3 上/;1.iのケズリ外面I¥ケ 曲悦色から品慢包 ややすばまる

笞S2図 SC38惰彎床 ll. り 153 内外iiiともやや.ll!化するが内 内国に，いい裳,1侵祖色色か,lj黒鳥 ぷ色粒を,p舅含む
188 
H区 ,fi 墳甚 堡 12A 

14.0 lilll事なケズ1) 色I•外面にぶ ら柔罠 ばかむ拉賃」：
ややR元屈

笥52~ SCHlt側壁 (JOA) 13.4 口鯰帽ヨ定コナ力デ杓l内酎rズ1)1¥内面仄歓褐色から隅褐色外 小債を所々含むほ ややイ 外配睾欝畏色で一；入碕
l 8 9 
H区
清内

L厖禰 竜 9.~ t1_3 面底湛不 のIヽヤ外面阿 樋ヽヤぶ＼，祖色から1.:..こい~·
か＂も 位m 良 位

郎械／じする 褐色

如2111 Ill! SC:19Jtl¥l! 鰐 須也滋 復
外面平行叩さ後回転カキ目・

内外面といぷi'.J色 舶iJ粒質土 く、やR,1ヽn-
Jg 0 週土 内面日心円文庄復慢遣にナデ

第 21刃 Hla SC39賓西側 土揖岱 鉢
11.ti 6,b 内外1liともやや風化する 内外とも1:ぷいら糧色 Ill色at多く含む やや良

'1'底で尉部はやや外へ
I 9 I 壁情iti 6.0 U力遺砂位日l. 直Kし溢部は北る

第1 :59~図~ HI.{ Sf 4?. It東間 土節悶 景 内外1l1ともやや諷化ずる
内面吊邸面＆情紐色と黒 白色m砂泣と含む

ややA
庫 I・ 色 I~ かけれ)!!Ii 

筍I692因~ Hll SCH璧清内 須洒搭 午蓋 ナn紘デ郎内外由と !il~ l:!11f.ヨコ 内1紺Rlfl色外画松色
息色柑f'r含むU
かシ｝り・ト貿士

ややa 小）＼・澪箇U段をIiす

賽529 SC46A限清 l~.4 内外面とも1~111四外釦の一 加日色段粒環をfl),¥<邑丸 やや小 ほla屯届・I」1!1やや外
＂込 ..LC6醤 帆 1;.3 内外面ともI:風化言しい をill.Iぼか

1~4 内 狐灰色 161111;¥ 
良 反
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lll521ii1 1区 SCH肴成鮒 筍慰島 ff~ 
(12.4) 受＂ U扁部内円両転l"へlt. ヨコナが外面又 内面灰白色外面灰白色から 白色砂代を1>.lil含 ややR 渭atiはItくおさめる

I O 6 墾清内 (l・u;) JI ;, ケズ’’ 隋育灰色 むほかシルト賣土

~52凶 1区 SC4811!fi餌 ＋節悶 覺
(ll),a) (10.6) 内外面ともやや風化する内面

内I.Iiiこぶい霞色外面芥袷色 帽砂閃tr!:t. ややR
I 9 6 唸清内 (9. り） 胴算ケズ')

l;IS3図 SC ◄ l11f晨ぼ (2l8) (33.2) 内面外酎曲粕TIIともやや畠化Jす外直るiが1り 不色霰子を少鼠含± 籟鉗から日絲にかClて

I U 7 Ha 膚内 ±~li醤 更 (JS.~) 岱凶｝ なケズ＇ 胴郎 内外貞Iとbにドぷい核橙色
むほか旧砂位員

やぺ•,ll 1しく外反し．煽郎~-zi
墨 1こ9ヽヶHが認められる がンャーブ

;$1:,3!~ 
H区

S(、 ~1 ,!lf.l't
七師器 屯

(22.9) （公nJ 16.l Lll糾翌3コナリテ外内釦昏l葺LE」ー
内外面にが1峨色―圏青出 示Bfll7-E:少位盪胃介上 やや良 U品が外反する

I 9 S 濤内 (19,7) 方向のケズ 面胴部／＼ケ 色 むllfl•M砂

,,,31'¥l 外内阿wl町"l心1l'Iu11文さ比棧位同転力国・
B色fflflか莉編砂€少位盪

Ht! SC•I I埜 lり碩息器 更 内外面といこ晒胄凩色 含む13 買 やや艮 小片
19 9 L 

11153!~ SC4 Im針璧 (9.0) り.~ H直1:,,ぶい覆色外面良色か lfl砂a&杓か子を含むほ
flば 十節紺 紅 '/,6 内外面ともやや塁化する から1i1砂R やや良20Q 腐内 •ln らにぷい湯色

買t

笥54凶 scs~ ,~ 帆醒 12.D 受狐＂ 内面ケ・外ズ外藉リ面底.!:蕊'I''l,算friJieりlli. ヨコナ 砂1lを少ト量かllらt.l11i1は 沿笠暉,:沈緯知の段
II.( 項也澁 lf'f 5.6 デ /Jlf,-,;.へ 内外面ともに胄灰色 かシルか 砂 R 20J Uり 14.9 

う Ii 
を(i~·

第54岱 (ll8) ダ隅柘 内iiと外面上半!•It;ヨコ・｝デ
灰内面色断計灰面紫邑灰~ill[色灰色から1J!昂色l'I(・ がl'lt/つ

202 
tK SCs2咀士 須も沿 "'々 (14.8) .L9 見回込り •方lりのナテケ外ズ,m氏部れ ほか漏砂沢t

ややJ~
U地l転へうケリ

笥t,~j3召 I I! SC52吐士 須怠澁 ,,.~ (L4.0) 侵躍“ 回転:rコナデ たちあがり1:Nili膏灰色外 R色貨がlch'Lつ,i
ややR

20 {17:l) 面にぷい渇色 かシルl・fl土

笥54t11 IL! SCS2閉土 l11恵器 ヰク
(12.0) 
久＂邸凶径l 阿転3コナデ

たちあがりとI~釦賣祓色外 凩色杓子が1111つ
ややJ¥

io•1 釦!!Iii!色蔚面'II*灰色 ll~•ll•P杓土

笥54図 IK SC 5 21tffl! l師褪 "' 
(L0.6) 0 I.OJ 0.0 内外i111と1.,f項暉渭しい

9り面黒褐色外爾招色から伶 日色霞砂莉を含む
やや良

205 床面 褐色 ほかlllr.!.111"

刃れば 讚SHC62丙＂壁 l:l.1 12.7 1り面~·色外面亦から櫓 憚 B色ル約トを3らむ111ほ砂か
l区 tllli悩 闊 C5、d)内外曲とのやや諷化する 幻卜か R やや良

206 ＂宵以位 目t

ll¥5/4図 so  2,u,~ (」3.11 内外ともに戌貨色からに ＂空色餃や不色位を ややィ

207 lば ＋内 r!ili器 椀 (12.HI ば,1)内外面ともに風化哀しい
ぶい槽色

むlilか111砂灼賃 Q-

筍64W 111; SC~ ~,tr, 飢
十師器 薗

(1;1,2) (13.6) 
(4.91 内外面とのやや畠化する 内illl#褐色外国布渇色から f含l色む,.ほやかが戴砂色泣灯胃を

や R
208 璧漬内 嶋灰色 :I・ 

閉討図
11! SCL21'lt tllii沿 蔚

(1-2.8) (13.4) 
(5.4) 
内外由とのやや風化すむ囁I内外創とも凩にQも色外創口絲 葡U柑買1 ぐl'l'Jj~

209 郎ミガキ 郊の綿賣

~251 41,11 0 lば SC 5 21fffilll H局蒻 氏が
(15.5} a籍置ナデ内釦ミ1iキ•~h•や 内外面色と面もにぶ褐色から睛 シ／り卜から~,tw

やや“
U鰻l,l):きく外反し殷

咀J: J.2 や鼠/tiる ＊灰 品橙色 flt とし駐1111;11'11~で開く

高5逗 n、SC5 2lt側塁 J:節屈 砿If, (ifi.f,) ー‘ 内外面とのやや風化する 内外面としに共覆色 不色f•をffttや滋騒土含む やや＆ 愛部-~を打し口鼠狐
2 I I 膚I~ ほか繕 行する

，，2も1礼2り Cl:.1.9) ~, .. 霞ヨコナ鼠デ化胴す郎る内面ケズ 内外面i/q"lこぷい橙色から灰島色 芥阻含色杓む白色陀をレ1は s Cb lfJ. I 十帥器 賣 はか111砂位 やや良
(Ll.3) I) 外面~~ 鼠ヽ (~ からilc/11!1!{/.

a+ 

閉泊沿 SC~2 mi'!illl (l:J.O) nit圏の駕ナデが必めらtl
外illiともににぶ渇色から 細Bl}l,色前絹棺後€紗の多．ぶく色含む粒Jt< l柑場 費 しほか1り外面とのやや風1とす やや8

2 I 1 堕土 (I J 31 
る

にぶい橙色

-154図 3.ff 内外面ともに撓色から恨覆 赤~含,む妊白色位を少
21-1 
l L< srn2u土 i'師醤 l'l,11閾 1.9 ?..3 1'191面ともにn,udl追

色
lil ほか讃砂N やや仕 泥形
買t

祁4は SC52il; 東飼 1•1.4 需
内外面ともにコか口械ら部I,;上crカ;:rナデ 内面憎it~,11flボ褐色から B色罷叶位沢買を士含む ほぽ光屈刷毘に,~角<

l l{ ＋師悶 聾 28.B 厨ケ駕ズ内IJ面外ヨ 1bJ1: ，，，ゃg
2 I 5 紋洞"' 鉱／＼ケ じぷ~·赤高色・岱累色 ほか砂 出慣が認められる

蕊 l<d $C5lB直釧 (13.0) 内面tR紺色から代湯色外面 布色含畑むaか色砂位を＇レ
1区 十蘭ill! 虞 内外面ともに属化石しい 且含 買 ややR

2 I 6 !tJIJli (10: り） にぷい橙色から為灰色
士

笛ss凶 Iば tiC5lR~ t節鯰 約
(l3.S) 114.2) i;J! 内外illiとい:)t.化言しい 内外面とiiにJ;lll色から芥 Ill豹約賃＋ ややB

21 7 臼11,iJii 昂色

切的凶 IL{ bじ!,1 U1tl'i 十節園 註M
(15.-1) 

内外曲と,~やや皇化する 内外曲とtiに復む 紬紗fil買上 やや,iは炎lll外l反片す・中るRを打しロ
2 l 8 iJJlll-1・ 

筍>5ll1 11.;; 満S内C S H~ll!m 須求陛 ィ身 Ul.'I) 閲 l&,6) 内面と外iii上ギ謳何松ヨコナ 内外llliと0に灰色
シルトからIIIIJ~

やや良
2 1 9 デ・外面卜 ·r,•tiiヘラケズI/ 冒t

筍56図 l It( SC!,3洒Ml塑 l・.liiilll 椀
(I邸）

M 内外iJ¥]と1,1;直化1iしい
内日にぶい女飛〇外illfl~色 白8蒋紗杓を含む

やや且
ロ駄が如且状に外反ず

2Z 11 肩内 口紐置の一隅1こ坦冷色 ほfi'III町莉買t る

m祁M 111' scs 3rt.」l+t高口 賢
fl.L5) 郭内駕外面rとのやや皇化するれ内幽る Fi色l/JI外に，ぶい責覆色から褐灰 ほ示か色n縫を砂対少蘊贄含)-U やや良

2 2 I 1311 憬 Iヽケが認めら る 面信色からにぶい繕色

;i¥551:4 SC S•l l'i側 (1,1.Q) 
,デ",1"'Li・外ズと面I外JK.では片JF右ド内阿P面l"Jりt,; ヨコナ 内面育灰色外面やや溢い冑 屯ほ杓砂か校莉買ンルむt；；；I・ ，，か3らむ111 外面に f7,.ヤ状のヘ

1区 頭出醤 れ董 1.., の同転へ やや良
l22 コーJ-一f~ili 打・t,tナデ 灰色 う記号あり
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蜀55沿 (J3.0l rn SC54Jli 須思器 ”晉22 3 
内，，，iii外ズとill,外,天天伺井1むF内千国直団リ一転1/)方ヨf!!I向転コナナ

内ilafJ<.13色外Jik<rl色から 屯色灼fulH立つ
<1.7 デヘ やや凡
--, , -k色 ほか刈的丸t

芍551ii1 Ii;( sr,4塊I: 須也滋 暉
(l~.4) 

召転ヨコrデ調整
内”面とりR懃釦l"う灰H 組砂~\を含むほ~·

ややR
224 f!l 闘け位日」••

笥25:155l'il 11! SCS4埋土 輝屈 Iぽ
(lと21 4.4 天内外JIぃ部n四馳佃i仕旬のヨナコデナ-1外渾面人 内外面とも1こ胄灰色 観砂砂f,t餃'l'If: 含むほヵし やや良

井Ii回りの回転へうケズ』）
闘 L

！ 

笥ss図 1区 SC54心 ~tll'I If藍 04.2) 阿にココ •I・デ:Jill'
内外血とbに沢白色馴面槃 閃色拉子を多く含 やや負

2 2A 灰包 IJr.t/1'111砂莉貸L

氾55l;J 113.~J 曼郎往
221 ll4 

:..Co↓い雙L 屯恵骰 lf!l (JS-3) 

デ内直と外illit'f.問H転ヨコナ 黒色R子を含む11
(o.Ol 見込ナ泊,..,ナデ外iAixll内外面と令に灰白色 かシill・から細砂 やや凡
左柘lりOll叫伝ヘヤケ:(1/ 位質土

娩m~ 117 生郎1i 内デw碑il:外—!All: 半淋M転ヨコナ 内貞i胄灰色外而胄1)(1勺から 1/,¥色IH を含むほ
2 28 
Jk( SC 5 41雙↑ m恵蔚 坪H 1411 

5.7 ーカt匂りナチ外天井 ., 灰色 か繕妙粒＂土
やや良

IH転へうケズI)

..,.stx1 113: SCS I庫ヽ Ilk上缶顎 椀
17A G.l 

内外iii/::もにミガキで?!'11 内外t/11とμIこ俗色から代田 水色tl/.fをI~ 含々
ややR 刷印//•ら人さく外IJ."4

229 面 薗に惰奴か;P.tliられる R色で外血・訟：隔色 むIJか紐印Q質土 る・庄郎：晃只

芯55(;4 SC、- ~東＂既 (t,IJI) 3.0 内外函とも1こ祖色から・軒褐 一缶に•Iヽ鞭を3む
ややギ nttは外Id、投を打

l30 H< 漬内
士Dli器 菖坪 内外釦ともに嵐化がしい

色
ばか~,しいから＂ l¥ さ，.い
紗幻●t 

;lfif>l~ SCS•I カマ ド l2.!! l'l.3 内外Ill!とbにや十や鼠デが化するn 内直喝ボ褐色外ilimt褐色が U色租むiii(-所々
2 3 l 1区 内

土価器 糟 48 螂の一郎ヨコ 砧の.,
らにぶいけ色 含むllかけれftL やや良 ほぼ丸形

れる

累55図 SC:54中央床 1:1.1 円釦It斜めに蟻紋が＂力ら tt1り蘊聞<irilll色外面が褐色か
I~ 色tHをツII含

~a i l区 面 土t競四 杭 ,.2 
外固ミ ii~ らにぶい勺色品闇堪色

Uiiか／ルトから 良 ぇlll・外面庇郎昂環
紀Ir.#.

第5~悶 SC$~ 東衡壁 l5.fi 16.I ロa蔀ナデ馴瀑円曲ケズリ外 内創1≪1色から褐収色外llllに 5心以rl})示色位
Iは J.紐紐 糾 I 1.8 Fを｀く ~tiはか やや良

233 調内 I、LO 面ョコ1加1に11かいI¥ケ ぶい監色から淋褐色 細柑．賣

第i6H6t-l r r: "'5 9棗釦壁 1: 馳郡 届·~
(Iふ4) 内外面ともに1/,161/,1ひび割れ

内外面とも1こ麿色と集高色 細~'"賓 l やや目
講内 れに昂化する

笥邸閲 S(5 9頁側甕 fJS.6) 全体的にやや及由tillヒする輝 全体ll:141色でU籍外直捲 受氾鳩鳩とも叩厭な段
I" L閏国 高A 10.5 部内直£凡によるケズ,,がは 砂粒から旧防拉 ベ＇ゃa

23& 惰1勺 110 3.2 
められる

飲色 をUさな,,

澪ii6図 Sじ6ZJtl!lllll LS.6 14.& 内爾外1iiiミガキとりえられる 内外葎としに橙色でn様祁 扉含かむら鴻かけ色lt位fを 日馘陥1は:t-丸訊くIt内<MI する・
1区 土 惰 ti.3 ほ から A 蜻 岬さJ..

236 隈清内 がiff々汲仙械Itする の一部日虞色 編砂的費i ている

笥561!11 IL{ sca2北東側 土悶 高外
U,6 内汎齢ともにヨコ・”デが認め

円外面ともに悦色
白色砂位を含むは !ii 受毬・段!!cl!し直行す

i S 1 薗囁内 られる かIBU)笠買 る

笥2SH6図 1g SC55堡清内 UT翡 自？直
(2.B) (4-0) 

2.1 
内面l酎iiilf.帽外両名面lll.化す 内外IOJともに町色で代面が

員If!<位'!'Jt. ややI~
そ 改段色

為66図 1区 sc~a 盟構内 -~lit阻 悦
(13.8) (H6l •. s 内直外面ミガキと考えられる

内外油ともにl'l)JJ褐色外面 9か色I~子を名く含
ややn

239 が~f々 'Ai!illlltする 一部1'/1褐天色 Uほか竃砂免胃

第S6拠 1区 Sc-6 3堕溝内 土暉 椀
(LS.OI (15.~) 

(0.0) 内外禰ともに瓜化骨しい
杓直11¥l烏色から褐灰色外面 庸色位＋を少艤含 ~· やイ

240 t紺膏色から黒褐色 むUか譴沙n賃上 tt 

lll561ll t:tq 
lK Scs~ 堕謂内 胡9器 費211 

lli.3 n蒻節ヨコ+-;'ズ1柑1.J.t眉1R'I¥箭下半 内面が色から晒赤色外iiilll
クテ方向のケズ ヨコ方 旧紗泣員土 やや“10.9 
向のケズリ・外面

~lli色ー郡峨色

第6611 SC6 ft B貫稟 <ll.ll) そ滉抒 内illiと外面上半駕l!I"ヨ'Jfズ 内面;,11<色外面冑灰色から
2 ◄ 2 
M 綱璧捐 須恵醤 If身 14.2 

(4.51 デ屈邸'"''"郎洞転へ，，ケ 精胄灰色llli面黛灰6
出lt/,l!iJ. やや良

り

第56図 l区 Sし64輝i:l'l土紺四 ~ 
10.9 5.6 

口紘篇ヨコ・rデ内禰ミガキ外 咄叫とbに霞紐Iらにぷ 白色の砂位を含む やや良 U鯰外反する
2 4 S 藝ケズ,,後ミガキ l>j¥: 褐色外直翫色 ほか謝妙内

笥561'1 111.2) 内外面と・,,こやや墨化するが 内ililこぷい赤褐色外配：ぶ 日色の砂枚を含む
2~4 1区 SCO•I週JJ'i 上闊置 祝 6.0 、1111にナデおよびミガキが藉 いn色で・訊晟灰色 ほか杞砂柑

やや且 U舷れ反する
絡さitる

笥茄潟 1区 SC64坤切 U嘉然 檜
(146) (I切

6.~ 内→外団厖ともにやや風化するが
内lilllC.色illiふ裕色と~Ill 11!11れから械I紗N やや且

U舷端償内傾し．やや

245 ；ーナデ 阻色 平む

笞56図 1区 SC64埋土内 埠器 隣
113.5) Clil.3) 

内外面ともに黒化晉しい
内llli"'潟色外両;/1,11¥色で爪 !;1白/)色,のシUル丹トりをか含らむ編やや十 二欠饒成

2 4-6 部は閑色 妙柑
良

第56図 SC64諏釦壇 1:u, t: い3 内外面ともにやや翼化するが 内面紺酎りから睛が褐色外
S色砂位を含ue

i•l 7 I~ 1 
上闊沿 Iii 5,2 

駕にミガキが羅廷される Ill~ 褐色から屯色 か;,,)¥卜から10紗 やや良 U地 11.~ I勺1471 る
れ賃

第56凶 (14.4) (14,!I) 内鉦橙色外面n色から黄灰
血 →人のセtエイ

248 
1区 SCbれ紅内 土団団 惰 内外面ともに/II/Litしい

色
位1点はか＂紗幻 やや貞
貿±

第56閃 III SCG~I月げ内 tfiXX 撓
14.5 l'l.8 5.3 内外面ともに鼠化8い・

内由と外iliのーは明中褐色 紺砂付からヽ 凡位鸞
やや良

249 外面にぶい患色と底郎阻色 士

笥57屈 14.-1, 受駕ナデ1うよびミガキ“部註 全的に日色卿侭灰碑か
3M筐接のぷ漏色

258 
l仄 ~C6 4tiH内 土1,器 11J付隋

外127 3R Jl.5 部指lこよるケズIJ褐ナデ ら胄氾色
位子を含むぽか紐 A 
サ杓買l
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第5?&11 It~ SC6-I凋t内 tbf海 閥If椀 M.3 ILO 交包訊指ナ頃デ!£岨およびミが1・闇紐 仝体的に紐即Ill紺の罷 赤含む褐a色かl~fIUをW皇柁買＜ 
且25 I 外は1 3.1 迦ナデ 灰色

十

切57~ !1331 内襲外帆直ともに黒化苔しい闘部 ,:lf(的に1lJ盈赤湯色賛罹緊側 セか色4の賃1エ砂砂柁位い；よび白? 6 2 
JI;{ SC6 q"土内 t四 脚f,J椀

外IOJ 2.9 
IQ.U 

はケズり 灰色から色
を含むほ やゃn

為67L~ UG.2) 1111全111体:ll11的~ナ1-デ•りl11や風駕化のす内iilるiがa受ヘ符ラ i褐消体色的にQ色からにぶいみ 白色Jq位f賃を含む" 鰈完を行脚筋郎す・岱Iヽ11の!<17)段にI日H 明
3 !i 3 11! 

~,a 4讐j;内 .L閾泣 甚f(, (J 1.2) 公，3 L2.3 かfil砂 L
やゃn さ段

茅sm ~C(i 4阿I.内 K舶器 (14.21 内外面とbに1ば糀請い朴オ褐b
白色粒干校質を含むほII<. 贔M 令ll<lf.J l~l!I化t しい から付色au • •J- やや丸 妥郎~HIす2 5 ,J :10 

ブ伏 か句iJ: I 

閉S?G
I l! ~CU4 摩 1-1~ L肋摺 品M 14.6 l'l外1l1ともにヨ コ・r千が“” 内外が斑1/IJともにm色と船it閲賞但色 かか色観,け;,位r＂を含むnゃゥ良 なえ祁する・段をFLし、11槙九-.,"..' , られる 色 になる外iii-

閑ぅ7lll lli{ ~<.:ff 、i 囀J.r'-1 L紬y， 漏·~ 釘デい的にやや桟化するが一椛 匂色仰り1こ1-,ぶ屯H色からm日色砂l'YRを含むほ
25 G 10.t 2.7 ＋ が乱のられる 力111 位g やや且 郷証・校をhして開く

拷~571,',: (II→" 匹）
内外iliともにn11ヨコ；,.デ外

臼色砂位位閲を含むi
67 
Ii;{ SC'6ヽI咀上1勺t飾開 亜 ll.UI 

面ナデ・内西t;..U,1°11:ヶx内外1l1とt,Iこにぶし舟色
か呻

良
リ

気r,7駁 Jfi( SC6•1哩内 廿届 宣
12.0 L2ふ 内外昂面とズもにr1ffヨ7ナデ内 内面下キ団褐色L'rから” 的蔚力ら111[/Jll,J_flややR~S8 10$ iii!M ケ リ外叫 11111ヽケ 函：ぶiヽ代色から閉存感色 -:I. 

日571ll Ill, と l'J,8 内ili外ll1直侶ケとズいに『1峠ヨコナデ内 内oiiにふ:.,a褐色色外釦にぶい Uか絹色Wむ村位Hを含むほ 甲f宅形・馴繹二次焼1区 SC6 4. 児土内 這阻 聾 15.0 1111面やや岨化し やや^259 9.5 
圏に1ヽク

橙色か.;.Ji¥ 収

第67図 (12.2¥ 13.J 内面褐沢色から隕1こぶ褐色い外亦¢褐
砂fl&色lllを.L含むはか2じ0 1区

SCij、1雌上内 I・馳梧 噸 (10.3) II、6内外1飢しもに訊化育しい にぷい＂色から やや良
色

第2SA 7図I lOぶ 13.~ ~illll方ヶ胴向は1料の~!11.9... ヽケズ(t奸＇l'1'）外し l!i!U~ )J置剛1l)ク
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第r,1図
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，，ゃ不
2 fi 2 (IL6) 瀬I~」が裕色 fl 

鵠67L~ le¥ SCo4埋土内 埠醤 費
14、4

内約爾といこ鼠北 ll' ~ぃ 内面n部窟U><iる11)11(色i't ）ヽ粒買L ややR26 ., l:.!.G か演貧色
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2 0 <I I IX fl-. 釦 拉り沿 費 !lヽし） ケ のナ
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第,1図 14.-1 デヨn緯嬉コ内方Ill¥阿外内面禰のi段ケともにココ方向ナ 内iill¥JR色から風褐色外1/0白色位を多く合じ
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I ~ :-c:o 4蝉団 い障 費 13.U をhず胴褐内面
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面内ケ外ズ底論陥,,底とか沼もらに病J<0絞回tf,I転とで板ヨ1!!1コ11'.日項 内外国ともにII'!~色内面也 黒色およびer色の

2 87 J仄 Iii 」:t: 体駐士因 1.•\ むi 紀へう
灰色
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如8~ 23.4 24.~ 置IIl縁り菖部タ内外テ面ともヨコ・J-デ酎
柑ii濱11111桟＇色茎か橙ら＂黒色外色111i &tt/r/,1ら111.P的買
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11169図 (?,O) 状外iliのLfll化具衿で咋しい中心国分に綽 に全体く的すにuG色翫血ー喘K色
，，，色1'lt-を所々 含

434 
Q区 SC! 0 61l; 面 ・J: 齢限 支阻？ (6.0) む：j.か紗拉から紀 やや良

仰閃買,.

第 6衰竪穴式住居出土石器計測表 単位はcm

遺物岱月 購査区 遺構 器種 長軸 短紬 序さ 坦鼠 備考
第10図435 D区 SC7 円脱 10.5 7.6 7.:l 825g 

俎70図436 D区 S<::l 円鞭 10.6 7.2 6.8 685g 

等70図4a7 D区 SC7 円礫 11.3 $.4 3.0 400g 

第70図438 H区 SC30 円墜 14.0 8.0 5.5 865g 

第70図4:!9 H区 sc:34 円榛 13.2 9.3 “ 920g 第70図440 H区 SC35 円礫 15.9 7.5 4.0 680g 級石 ？

第71図441 II区 SC':l:l 円貌 11.l 7.7 3.7 祁 Og

第71固ヽ』'12 1区 SC48 円礫 lJ.0 5.6 3.0 280g 

第71図443 1区 SC52 円親 13.1 7.8 6.8 1095g 

第71図444 1区 SC52 円礫 14.2 7會〇 4.1 665g 

笛71図445 1区 SC52 円礫 12.4 9.5 '1.3 750g 

第71図146 1区 SClll 円礫 0.5 8.4 35 470g 

第71図447 1区 SC64 円礫 l l.7 6.4 3.2 I 340g 
第12図4-18 D区 SC'l 砥石 9.1 3.2 l.6 7:!g 

第72図449 H区 SC35 砥石 14.5 6.4~Z、3 5.0~2.6 425g 4面使用

第72國450 H区 SC35 砥石 10. ヽI 7.6 3.0 520g 3面仙用

第72図451 ＂区 SC39 砥石 9.2 6.8 4.8 370g 3面使用し1面は筋砥石

第72図4-52 H~ SCa3 軽石 6.0 4.6 3.4 35g 

唸72図453 H区 SC33 軽石 8.7 6.3 6.0 61.5g 

第72図454 B区 SC22 滑ゎ 6.8 5.Z L.¥l 88g 原石
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笥 T表竪穴式住居出土玉類ほか計測表 阜位mm

遺物酔号 調査区 追構 器形 材寅 長さ（高さ） 幅（径） 孔径 町塁
第73図455 H区 SC-33 勾玉 柑石 18.5 7.0 1.8 2.3g 
第73図456 HI){ 塁 3 勾玉 沿石← 13.0 2ふ 1.2 0.4g 
芍73図457 1区 SC60A 勾干 沿石 17.0 4.5 1.5 l.Og 
第73図458 D区 SC3 Ll1' 滑石 3.0 5.0 1.5 0.1 g 
第73図459 D区 SC4 臼下 滑石 2.0 5.6 1.5 0.1 g 

第73図460 H区 SC34 臼至 沿石 3.0 t>.f> :./.0 0.1 g 
第73図461 H区 SC34 臼玉 滑石 3.5 5.6 2.0 0,21,1 

第73図462 Hば 改;34 日玉 il'l石 3.5 6.0 1.5 0.2g 
第73図463 H区 SC34 臼:l:t 滑石 3.5 6.0 1.5 0.2g 
第73図464 H区 SC!l4 臼玉 消石 3.5 6.0 2.0 0.2g 
第7:3図46fi H区 SC34 0玉 沿石 3.o I 5.0 1.5 O.lg 
第73図460 H区 SC34 臼玉 滑石 3.0 5.5 1.5 0.2g 
第n図467 H区 SC34 臼玉 滑石 :l.O 6.0 1.5 0.1 g 

<-B73図・468 H区 SC34 〇予 柑石 2.0 5.5 1.5 0.1 g 
第73図469 H区 SC34 臼玉 滑石 2.0 5.5 1.5 0.1 g 
第73図470 H区 SC34 臼天 泊石 2.5 5.5 1.5 0.lg 
第73区1471 H区 SC34 臼玉 滑石 :i.o 5.5 1.5 O. l l{ 以,~

第73図472 H区 SC34 El王 酒石 2.0 5.5 z.o O.lg 
第73図473 H区 SC34 白玉 滑石 2.5 5.0 1.5 O.lg 
第n醤474 H区 SC34 臼玉 消伝 :l.O 5.0 2.0 0.1;,. 以下
第73図475 H区 SC34 臼玉 沿石 2.0 5.f, 1.6 O.lg 
第73図471:i H区 笈 34 臼下 洞石 :i.o 5.0 1.5 ll.l g 
弟73図477 II区 SC:14 臼玉 沿石 2.0 5.0 1.5 O.l g 
第73図478 H区 SC34 臼玉 沿石 2.0 fi.O I.S !Uc  
第73図479 H区 SC34 £1天 沿石 3.0 5.0 1.5 0.lg 
第73図480 H区 SC:l4 臼で 滑石 2.5 5.0 1.5 0.1 i; 以下
第7~図481 H区 SC34 臼王 消石 j_(j 5.5 1.5 0.1" 
第73図482 H区 SC34 Fl玉 沿石 3.0 5.5 1.5 O.lg 
第73図483 H区 SC紐 臼玉 柑も 2,5 5.5 1.5 
第73図484 H区 SC34 臼玉 滑石 1.5 5.0 I.!) 

第7a図485 H区 SC34 臼石 滑石 2.0 5.5 ~.o 
第73凶486 H区 SC34 臼天 消石 1.5 5.0 2.0 
第73図487 H区 SC34 臼歪 沿G 1.5 5.5 LS 
第73図488 H区 SC34 白至 泊石 2.5 55 2.0 0.lg 
第73図489 H区 SC34 臼 E 消打 1.5 5.5 2.0 0.1 !: 
第73図490 H区 SC35 臼玉 i¥16 3.0 1.0 2.0 0,4g 

第73図491 1区 SC47 円玉 柄石• 2.0 55 2.0 0.1 g 
第73図492 1区 SC6I 臼玉 沿石 2.5 6.0 2.0 0.2;: 
第73図493 r区 SC61 臼玉 消石 2.5 ().0 2.0 O.tg 
第73図494 l区 SC61 臼予 計石 l.O 6.0 2.0 0.1 g以下
第73図495 1区 SC61 臼玉 沿石 3.0 6.0 1.5 
第73図496 l区 SCSI 臼至 沿石 !l.O 6.0 2.0 
第73図497 k区 SC83 臼玉 滑石 2.0 4.0 20 0.1 g以下
第73図498 1区 SC60B 紡紅車 滑6 10.0 43.0 9.0 31.9g 
第73図499 1)16 SC4 罪円盤 滑石 4.5 36.5 2.0 15.0g 
第73図500 B区 sc1a 有孔Pl盤 沼石 3.0 28.0~34.0 1.0 5.lg 
第73図501 H区 SC35 有孔l'l盤 沿石 3.0 14.0-]5.5 1.5 l.5g 
第73図502 k区 SC75 有孔円盤 滑石 3.0~4.0 32.0 2.0 
第n図503 k区 SC74A 有孔円盤 消石 2.0~4.5 :!2.0 2.0 5.5g 
第73図504 k区 SC79 有孔円盤 滑石 3.0~4.5 20.5 2.0 3.7g 

第73図505 D区 SC7 焦曜石 15.3 7.0 0.3g 
第73図506 I区 SC61 6鏃 黒嘔石 1.8 !!.4 3,3g 

第73図507 k区 SC72 黒嘔石 1.7 L3 0.6g 
第73図508 k区 SC72 石鏃 忠堪石 10.0+a 9.0+o 
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2. 土坑

土坑は、 1.8基検出した．

上坑のなかでは、 9り坊時代の住居群に伴うものと．中世の州位柱建物とほぽ同時期に伴うものに分けられ

る。

古頃時代の上坑は、 B区SK3、し区SK25、P区SK30・SK31.Q区SK32で.5甚を報告すな

中iltの七坑は、 A区SKJ・2、C区SK4、D区SK5・6、GIASI<l.'I.HI? なSK15~20.喝 S応 4で.13 

基を報告する。

a. 古墳時代の上坑

SK 3 (造構 • 第74図、第 8 灰、因版6、遺物和9~542、第76·77~1、第13表．図版15)

SK3は. B区の北側に位渥し、追構は全体の~/3が検111 され、残りは川給宮側の調介区外で削平される。

周辺には、北西側約:;1mの所にSC22.南束側では.SC18~21の住居群が認められる。

平面プランは、楕円形を呈していたと考えられる．

i貼り内からは、多数の L器が出上した.l. 器は床面から表上付近まで認められるが /JI七状況は数器種が

まとまって 1つの塊となり、その塊が各所に11:1上している。

SK25 ぽi梢• 第74図、第8表、図版6、迫物団3、第78図、第13表．図版15)

S比邸まし区の北束側より検出された．検出時の平~iiプランは、北側の辺が後世に削平されたと与えられ

る部分を除き隅丸長方形を呈している。床面は浅い 2 段掘りとなっていることなどから土墟泌の~r能性も

否定でさないが断定までは根拠に乏しい．追物は埋七中より絞具を出上した，

SK30 (遺椙 ・第74図．第8表、追物団4~5fi2、第79図、第13及、図版15)

SK~ はP区の中央からやや南制に寄った部分に検出された土坑群である。遠構検出当初は、大1彫の七坑

としてほぼ前而が焦褐色七で覆われており掘り下げていったが．床面で各所に小上坑が検,'Iiされた。

小上坑が検出される毎に遠構検出を実施したが切り合いなどは毬められなかったため．すべての床面の検

出に努め. 5枯の七坑を検出した。各t.坑は便＇紅的に西から A上坑から束端をE土坑とした。

SK31 (迪構• 第7姻｀第8表、図版6.造物お3--618、第79~811~、第rn表、図版15)

SK31はP区の北端より検出した上坑群である。中火の撹乱坑を境に北側をAJ:坑．南側をB土坑とした。

/¥-1: 坑は．検出時(/)~嘩プランがイ汲定方形を呈す。北東側の一部が調杏区外となり、西側は撹乱坑により

切られている．床而は一定している．

Bl: 坑は、 SK30同様不定円形の大堅土坑として掘り下げていったが．所々にt坑が検出された。各土坑

の切り合いは認められなかった。いずれも埋土からは、上師器、須思器などの小片が検出されたがほとんど

は接合に困難を極めるものである。
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＾ d 0
0

 

SK32 (迫構•第泣図、第 8 友

図版(i.追物fil9~6祁、第氾・83

図、第l3表図版15)

:,I(: 氾は.QI,((J)北側でSClOO

とI'芯SC95・弼の間より検TLLされ

・-,~ 心

検H{時の平面プランはj}皿 l形

を呈しているが．束側は傾斜に

よって立ち卜がりが確認でさず．

西側の高い部分を削って床1旬をほ

ぽ水平に保っている．

I収．のSl<::lOやSK31のように掬

数の上坑から形成されたものとは

りじなり、 1つの l:t1tとして検出さ

れ131,ぷのSK:iと近似してしな

IIH返物は上師器および須忠忠

の・括臼料で.IIけ杯 ＇瓜りは. l: 坑

小火付近の南北2,1'111.東西2m

の箱囲のほぼ床1i1h(-tI: ょrJ検Illさ

れた。迫物はいずれも破mして/1¥
土したが、涸々の遺物はほぼ完形

に復元できることから．液集に

伴，.Jて割れたものと椎測される。

15.60m 

。
2"' 

第75回 SK四 構実浪1図 (1/40) 

- 119-

















b. 1(:i・(tt: のI:坑ほか

SK 1 (遮構 ・第ル］図、第9表）

SK Iは、 Alべの南東側でSC17の西側より検出した。甲面プランはほぽ円形を呈し、断面形は逆台形を坐

していか

SK 2 (迫棉•第糾f4、第 9 表）

SKiは、 A糾の中央よりやや求側より検出された。比較的大’せの土坑で追構内の北側では．大礫3とそ

の上に小礎を検出した。南側は慄を伴わず．床面は北側の躁の下面より深く掘られている．

SK4 (追構• 第8"J図、第 9 表．退物723~743. 第87図、第14表，図版16)

SK4は、 C区の南柑側より出独で検II',された。平l~ iJ~は．ほぽ1'1形を呈し）よ面は椀状である．

追物は．士師器の小IIILや瓦際椀．泊石閲石鍋片などが出土した。出十．状況9ま、埋士の中屈からやや浮いた

状態で検出された．

SK5 <追構 ・第84図第HN_) 

SK5 は、 D区の• I•央よりやや南側で検出された。東佃1にはSC3、北側には文6.西側にはSC'4.南側

にはS<.;IとS<.;:!にそれぞれ叩まれる位造である。検出時の平,~iフランは楕111 形を屯している. f,¾flりまでの

深さは3cmと浅く残りが悪い"

SK6 (追構 • 第別図、第9衣，迫物栖6---676.第邸図．第14表． 図版16)

SK6は.D区のほぼ中央に位世し..It側にはSCR.南側にはSC6.辿側にはSC7と虻．）と10にそれぞれ

囲まれる位滋に検出された。平面形は不との隅丸四角形を呈しており断面形は逆台形を呈している。

SK14 (辿構 • 第別図．第9-&. I渇版6.造物fi97~722.第~[11:1、第M表．図版16)

SK14は G区の北西端より検出されに北側は.H区との培であり約 Imの畑の段として大きく削られ、

本追構も大きく削られる。検出当初は、南側の9ド1&[)1祝が弧状に検出され.llll l.lお火褐色細砂粒上であった。

」涌iから埋I:を拙i押IJするに伴って所々で、力形を呈する小上坑が検出された.hl終的には. 4 碁の ,~坑が新

たに検出され、それぞれ南東側をA十坑．南西側をB上坑、北求側をC上坑．北西側をD土坑とした，令体

の埋士および的々(J)J坑からは、背磁や白磁瓦牒片がLIばしている巾で、 A上坑では、 同安窯系の肖磁llll

が3枚頂なって/J:1-1:した。

SK15 (遺構 • 第84図．如） 表、 追物677~偲〇、第邸図、第 14表• I渇版16)

SK15は、 H仄の南阿側よ I)検/11された。点側IOrnr.lの所にはSK20.西側7m程の所にはSKHうと17と18

と19がまとま'.)て検出されていな北側には柱穴が群を成して検出され、南側はG区との畑の段で大きく削

られ迫構は認められない。 ,t.Iガ；坑は畑として削られる以前に穿たれたものと考えられ、底の郎分が検出され

たものと与えられる．
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SK16 (遺椙•第別図、第 9 長）

SKI6は、 )-[区の南西側より 4基まとまって検出された中の南東側に検出されたものである。北側には柱

穴群があり、南側はG区との畑の段で大きく削られ追桐は認められない。本土坑は畑として削られる以前に

穿たれたものと考えられ、底の部分が検出されたものと扮えられる。

SK17 (迫構• 第糾図第9表、遺物邸3、卵5図、第14表）

SK17は、 H区の南西側より 4基まとまって検出された巾の南西側に検~Hされたものである。北側には柱

穴群があり、南側はG区との畑の段で大きく削られ遺梢は認められない。本J::坑は畑として削られる以前に

穿たれたものと考えられ、底の祁分が検出されたものと考えられる。

SK18 (遺構• 第84固、第9表.lit物悦舛曹 第泌図、第14表）

SK18は、 ll区の南直側よ り ,1~まとまって検出された中の北束側に検出されたものである..It側には柱

穴群があり．南側はGl6'.との畑の段で大きく削られ造構は認められない．本土坑は畑として削られる以前に

穿たれたものと考えられ、底の部分が検出されたものとぢえられる。

SK19 (逍構•第糾l刻第 9表、遺物685、第85図、 第14表）

SK-19は、 1-1区の南西側より4基まとまって検ti:¥された中の北西側に検出されたものである。北側には柱

穴群があり、南側はG区との畑の段で大きく削られ退構は認められない．本土坑は畑として削られる以前に

穿たれたものと考えられ．底の部分が検出されたものと考えられる．

SK20 (遺構• 第糾図第9表、遺物686~600、第85図、第14表）

SK20は、 H区のほぼ中央でやや南側より単独で検出された。北側から西側にかけては柱穴群があり、東

側と南側はG区との畑の段で大きく削られ遺構は認められない．本上坑は畑として削られる以前に穿たれた

ものと考えられる．平而形は桁円形を只し｀底而は北側がやや浅く南側に深い 2段構造を旦している。

SK24 (瑣構 • 第糾図．第 9 表、図版 6. 追物744~750、第87図、第1-h長）

SK2<JはI,区の北端より検出された。遺構周辺には、柱穴などが検出されているが直接関係するものとは

与えられない．追構内の床面周辺より検出された小ピットなどは、小規模な構造物などを伴っていたのでは

ないかと考えられる。遺構内からは、瓦器椀．＃磁椀、白磁椀や沿石製の石鍋などが,'l:J-1:している。 C区

SK4と近似している。
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3. 土城墓

上塙蘊は、火の痕跡を伴わず平而形は楕円形もしくは長）j形を呈し、冦塙内に甘磁や白磁、瓦器をそれぞ

れl点以J-供献品として岬納されているものとした。古墳時代の包含届および住居埋上より掘り込まれるも

(/)もある。埋 l:IAiからはいずれも人竹や布機物等は認められなかったっこうした団構は D区のSK7とSK

8. H~ のSK2l.I区のSK22<l)4甚が該当する．

SK 7 (追構 • 第88悩、第10火）

SK7は、 D区のほぽ中央でSC7の南西側よ I)検出され． 舟m居包含Jfjおよび地士を掘り込んで検出さ
れた．検Ill時の平面ブランは凱丸の艮ガ形を旦しており.l柏面は．中央部分がやや Fがるくらいでほぽ平ら

である。忌域I'火より、 瓦器椀片釦ll上した．

SK8 (追構• 第総図、第1但x,図版n.選物751~760、第80図．第15表、図版16)
SK8は、 D区のほぼ中央でSC7とSC9などの包含辰および埋I.より検出された検出時の平面ブランは

楕円形を里しており．床1川は比較的平らである． 床r~1 中央からやや北側より ff磁椀 1 と r師器illl 4 と釘がま

とまって出Lした．

SK21 (瑕構 •第羽図、 第10表，逍物7G:i, 第89図、第15表、図版Hi)

SK2lは H区の西側より検出されたJ:墟蟄と考えられな南東側にはsc;-i.'1~3H.南西側にはSC42.北側

にはSC43が検出されている。検出時の平面プランは長）:rn辞を呈しており埋上を掘削した， J,¥(面までは、最
深部で11cmと没いことから先の畑などの開墾によって塩塙上面がかなり削られている。岱城の束Ol諒 I葡か

らは．瓦器椀が 1点出士した．

SK22 (遺栴 • 第郎図．第］（）表．図版fi.j且物761~764.第89図．筍15衷図版16)

SK泣は 1区の東側より検出された土塚墓と考えられな南束側にはS⑮6、北側にはSC68-69が検出され

ていを検llill'Jの平面ブランは両短辺がやや丸い長Jj形をヱしている。西側には深さlむmの段があり、段

とぶ城の床面にかけての斜1fiiからはf.l磁椀 lと瓦淵11111、品班,,央の南よりでは．床面からa:3cmヒI面で且
器椀 1が出上している。

人竹は検出されておらず頭位などもがJflであるが、頭他に椀などを沢くという民俗的親点から与えれば

西側と推測することもr,J能である。
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4. 火葬慕

火葬涵は、火の使用が床血および咄等に誂められ、平而）杉は杓Iり形もしくは長方形を豆しているもので．

埋上内からはいずれも人廿などが検出された。こうした遣構は全てM区の束側より検出され．迫構は

SK~~四の 4~んが該当する，

SK26 C追構 • 第OO図．第11表、 1辺版6)

SK26はMヌの東側より検出された．平面プランは．胴張りの長方形を呈している。北側では検出面が既

に即iiiであり、秘壊の最深部は5cm足らずであることから上而がかなり削'I'-されている。焼壁はほぼ四）i

に検出されたが特に北側競と北仰味面では幅4~5cmと限く認められるウ

人＇汁は主に南側では残りが良く竹盤から大腿骨が検出された．このような状況から推測して頭位は北側と

考えられる．

SK.27 (逍横•第OO似I. 第II表，図版6)

~!<27はM l双,0)扇も東より検出された。 平而プランは、南側の 1 辺が弧を描く外は長力形を呈している。

比較的坐墟の残りは良く．最深部で32cmを測る．

床面には．石材が3石認められ．南から長軸20cm.短軸15,「尤m、岸さ 9cmの直}j体を呈した石M.拉

軸J6cin.短剌113cm、厚さLOcmで平而は不定円形、 1訴面は三角形を呈した石材．北側は長釉短軸共に

15cm, 厚さ13cmで二角錐を呈した石材をほぼ人‘けの下より東西に,Jv.んで検出された．

焼壁はほぽ四方に検出されたが． ヒll'liからl:.!~:.!3cmの所で認められ．墓堰F半から床曲にかけては認め

られなかったc

人・ト｝は北側の一部と南側で大腿件が検出された。このような状況から推測して頭位はほぼ北側と考えられ

る。

SK28 C逍構• 第①図、第1L表．図版6.追物766.第89図、第15表．図版16)

Sl<.28はM区の北束側より検出された。平面プランは．不定k方形を呈している．坐咄の深さは、最深蔀

で15cmを測り上曲が削平されている・焼整は南側．束側．北西側の一部に検出されいずれも床面には達し

ていない。

北凸佃昧面では、上師器の皿が出上し、人骨等も床面直卜より検11',された. A.1'.tの部位については小明で

ある。

SK29 (造構・第9()図．松11表）

SK29はM区の束側でSKおとSK28の間より検出された小形の火作世である.¥附面プランは、不定扶方形

を翌している。幕墟の深さは最深部で15cmを測りSC辺71叫殺削平を免れた比較的深い堪墟だったことが推測

される＾焼唸はほとんど認められなかった。人件は2片検出したが祁位に付いては心明である．
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5. 掘立柱建物跡と柵列

掘立柱建物は、 SBlからS87の計7棟が検出された．今回報作する掘立柱建物には古墳時代の建物と

中世の建物の2時期が認められた．前者はD区のS81・S82やP区SB3、Q区S87、後者はE区のSB4、

F区のS85、1区のSB6である．

H区の南西側では、中世の柱穴が多数検出されているが、建物の配営の基になる並びが一応ではなく断定

できないため今回の報位からは割愛した。

掘立柱廷物ではないが柵列状の追構は、 2 棟検出された• A区のSBBとE区のS139である。その他柱穴は

無数に検出しているが、建物と断定できるものは以 1-.(1)9棟でありここで報告する。

柱間の計浪l単位は．すぺてmとした。計測方法としては、柱痕のわかるものはその中心から、わからない

ものは柱穴の中心から柱間の距離を計測した．桁行の長さおよび梁間の長さは、その住の列によって数値に

ばらつきがあるためそれぞれの平均値を記載した。

a 古墳時代の掘立柱建物

SB 1 (迫構• 第91図、図版7)

S131は、 D区とE区の境より検出された桁行2間、梁問2間の総柱建物である。北側には隣接してSB2

が検出されており新旧関係については不明である．東{JlljにはSC9と10、西側にはSC13と14..南側にはSCl5

が所任している。本掘立柱娃物のP3とP5とP6は.SCllを切って検出された。

規模は桁行4.lOm.梁問3.85mを測る。主軸はN---87'-Wでtfi行がほぽ束西力向に建てられている。

SB2 <逍構 • 第91図図版 7)

S82ば D区のやや南西側より検出された桁行21乱梁間2間の総柱建物である。南側には隣接してSB

1が検出されており新18関係については不明である。北側にはSC12があり｀その住居の南西コーナーから

延びる1非水消にP3が切られている．

糾校は桁行4.25m、梁間3.36mを測る。主軸はN-89'-Wで桁行がほぼ束r世力向に建てられている．

S83 (遺構•第91図． 図版 7)

SB3は.P区の東端より検出された桁行 2問、梁間 1問の建物である.SC99の床面直上より検出され住

居を切っており、束側に傾斜した地形から谷の鞍部でフラットな部分に建てられたものと考えられる．

規楼は桁行~.44n1. 梁問l.9tmを測る．主軸はN-22皐―Eを示す．

SB 7 (遺構•第91図）

SB7は、 Q区の北側より検出された桁行 2Pn'l、梁間 l間の建物である。南側にはSCI02..北西側には

SC98が検出されている。束側に傾斜する地形の途中に建てられ、匝側のPl・P3・P5は、東側のP2・P

4・P6より高い所に掘られているため柱穴の径は大きく深い。

規模は桁行3.08n1、梁間l.9lnlを測る．主軸はN-3"-Wをぷす。
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b. 中世の掘立柱建物

SB4 C逍構•第訊図、図版 7 、遺物767、第92図，第16表）

SB4は、 E区の北束側に検出された桁行 3間梁間 2間

の建物跡である日西側の柱穴は．包含屈より掘り込まれてい

る。姥物本体の周辺にも柱穴が検出され特に西側は庇状の柱

と考えられる．

規模は桁行5.91m、梁問3.92mを測るv主軸はN-17'-W

を示す．

出土遺物は、 P3より白磁椀口緑部の一部が出土した。

＇い 戸0 5.., 

一
鋼92図 S84遺物実瀑l図 (I/3) 

S85 (追構 • 第田図、図版7、遺物768~771.

第93図、第16表）

SB5は、 F区の西側より検出された桁行祁n、
梁間 2間の娃物であるが、南東側のと本の住穴は

検出されなかった。本柱穴以外の顕苔な追構は認

められずかなり削平をうけ深い柱穴だけが残った

ものと考えられる。

規模は桁行7.72m、梁間3.92mを測る．＊軸は

N-17'-Wを示す。

出土遺物は、 P3より土師臨Iヽ皿・白磁口緑部

片・瓦器椀lユ緑部片が、 P2では黒曜石製の石鏃

が検出された．

二 7,三／

゜

0 5<1' 

L...i. I■ ,I一,_,I

771 

O 2cm 

一第93図 S85遺物実渭図 m,は1/1・ 他,/3) 
SB6 <遺構•第％図）

SB6は、 I区の北西側より検出された桁行：｝間、梁間 2間の総杵建物である。建物の南側半分は、 SC51と

52と63の住居埋上を掘り込んでいる。北西側の柱穴からさらに外側には2本の柱が認められ、入り口の可能

性が考えられる。 P6 とP91こは、住穴の中に石材が認められ柱材の固定あるいは，~iさ調節に用いられたも

のと考えられる．

規揆は桁行6.82m. 梁間3.78mを測ふ主軸はN―祁ーWを示す．

S88 (遺構•第％図）

SBBは、 A区の西側に検出された用列状の住列である。この南側には柱穴群が検出されており返側と南

側がL字状に区画しているように見えるが、図示できるほどの柱列ではない。 しかし何らかの建物跡と考え

られこの建物との関係も考えられる．

規模は長さ7.汲mを測り、 1間の距躍は平均1.81mである。主軸はN-88'-Wを示し．ほぽ束西方向で

ある。
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6. 溝および井戸

溝は．畑の開墾に伴う溝、畑を区両する泄と中世以降の酒とに分けられる．畑の開墾およびr紅両消が最も
新しく昭和30年代に掘られたものであるo AとCとL区ではほぽ南北力1/,Jに掘られ、 FとGとHと1区では束西

方向に掘られている。

中世の溝はS01~6とtl条検出された，埋土や特徴が共通する溝についてはまとめて報告する．

SD 1・ 2・3 

131べのSC19と20と21の凸上で検出されたSDlと、 JD区のSCllやSC7の直ヒで検1-HされたS02・3は、埋

上や形状に共通点が認められる．いずれも住居埋上より掘り込まれており，埋 Kは灰褐色の細砂粒質..Lであ

る。深さは. 5~10cm程度で浅く、断面形は-型を呈していぶ時期的には.SK8とほぼlnl時期と考えて

いる、．

SD4・ 5 

H区と1区の東側にSD4・5が2粂平行して検出された。ほぼ南北方向に延びていて南端と北端では削甲

によって認められない。畑の溝や区画溝には切られているがその外の遺構はすぺて切っているり道路状の追

構ではないかとも考えられるが詳細は不明である。

SD6 (追憫• 第切.00図図版7.追物T/3~795、第100悶第17表、図版16)

SD6は..J区の西側より検出された。」1又は斤．陵の北西端に位醤しており西側へ下る部分を碓認のためト

レンチを設定した結果地山は急激に落ち込み最も深い祁分では敷石を検出した． トレンチの数を増やして

確認したが状況は同じた・ったため而的調査を実施した。

溝の東側は、常に140~160cmの法面状となっていて囀丘陵を意図的に削り出している。西側は、本来丘

陵の裾部で立ちI:がりが応cm以Fである。床面は ::!~:3条の溝が施され中央部分には幅血ほどの石敷き

が統いている。石はLO~2cm大の角礫で岸さ10Cm前後にわたって敷かれており、 一部下府には小礫をK屈

には中礫を使用していな

過物は、石敷きに混じって青磁や白磁等が出士したがいずれも破掛している．

SE 1 (追構•第的図，図l版 7 、燐物795~801、第100固、第17表、図版16)

SElは、 SD6の北端から検出された{i組みの井戸である．平而形は、栢l引形を呈していると考えられる

が北東側が講査区外となっている。井戸は石敷きを切って検出された．

トレンチ調査の段階で．片戸の口から南西に印crnほどずれた所に、長紬94cm.短軸55cm.厚さ40cmの

巨礫が検出されており．益だったものと考えられる。

掘りかたから80cmFがったところで石組みが認められ、石組みの上面から2m下がったところに平らな

石材を検出し、底の部分と判断した。
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7. 古墳

1 号墳 海構•第J02図．第12表．図版 7 、造物802~8~ ・ 第101図、第18・19,友図版16)

l号墳は亀し区閲辺の浩成に伴・.)てぼを掘削中に石室が検出され。 N区として調査を実施した． このほか

にも束側には木調査の古損が 1基所在していて 2基並んでいる。これらは、久掠澤田古墳群の最も北に位散

するものと考えられ．本丘陵内ではこの占墳より北には造られていない。

墳丘は，すでに削平され確認できなかった．

主体部は、羨道部をもつ横穴式石室であな現状では、紙道側がかなり削平されていて、天井石はなく特

に右側壁が腰石を残してほとんどを失っているd

玄当のプランはほぽ長方形を呈していて．腰石は奥竪1石、 両側壁の腰石3石で構成している．

冠 [IJ隈の腰石は3石あり、墓道側2石が敷石からの,CTil,の高さにあわせ｀ 奥壁側 1石が敷石から8()cmとほ

ぼ倍の託さがあり、経道側の2石の上に 1段禎み上げて奥壁側の腰石に店さを合わせている。上には懐石栢

みで2段から 3段認められる。

奥壁側の腰石は 1石で、左側壁の奥臆側の腰石と同じ嵩さを保っている。楕円形の石材を使用し低い部分

は小礫で隙間を埋めていな上には懐石稜みで 1~3段残っているが布側が大きく崩壊する。

右側壁の歴石は3石で、廷道側2石が敷石から30~4(ぬnの森さで、奥壁側1石が敷石から60cmとほぽ高

くなっているが．左腹石ほど高低差に火きな変化はない．

玄門部の袖石は．両券道側腕らとぶさが同じで、上に石材を積み上げて造られていたと考えられる。

敷石は.20~40<:m大の石材で平らな面を上にして敷かれている。玄室の左側コーナーは、盗掘の際に石

材が抜かれていた。

羨道部は、両腰石がすでに失われていて床面の敷石のみ残っている"

遺物は、玄室床面より鉄鏃.)JO)鍔のTIヽ片、耳位、ガラスエなどが出土した。
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8. 包含庖 （遺物837、第103図、國版16)

包含居は， E区と0区の谷部より検出された。

E区包含囮はD区の住居跡群の生活遠構からの堆積で．限さ

約80cinを測る。遺物は、土師器・須恵器・滑石製臼玉・黒曜

石片などである。図面や写兵などは住居から出上した遠物の時

期と差が認められないため判愛した。

0区包含屈は、 P区Q区の住居跡や士坑などの，-E活遺構から

の堆積で、序さ約50cmを測る。 追物は、土師器や須応器など

でそのなかに銅質士器と考えられる取手付鉢が 1点出土し

た。出土地点に関しては、重機による掘 Fげ途中でIll士したた

めに現位囲を抑えられていない。

。
,o .. 

第103図包含層出土遺物実測図 (1/3) 

策8表古墳時代土坑計測表

NO 遺構番号 調査区 遺情 平曲プラン 長軸 短雑 森さ セ軸方位 遣構挿図番月 遺物1津図酢月

I SK3 B区 土坑 格円 形 3.7o+a 2.Jo+o 0.47 N-00'-W 第74図 第76・7項

2 SK25 L区 上膿墓？不定1釘円形 I. 心 0.83 0.84 N-82''-E 第74図 第で図

3~] SK:lOA P区 土坑 惰円 形 L69 1.43 0.71 N-公l'-E 第14図 第79図

3-2 SK30B P区 」一坑 隅 丸ガ形 l.42 I皿 O.l!U N-11'-E 第74図 笞乃図

3-:l SK30C P区 J.:坑 楕 円 形 l.l 11 il l.12 0.36 N-J5"-W 第74図 第79凶

3・4 SK:lOD P区 士坑 不定辻11形 1.17 0.87 0,31 N-ll'-E 第74図 筍79図

3-5 SK30E P区 t坑 不定楕円形 1.88 0.67 0.21 N-4● -li 第7磁 笥79図

4・1 SK31A P区 土坑 イヽ定方形 4.05 3.80 0.83 N-心 -w 第1姻 第79・80図

4-2 SK3JB P区 上坑 不定惰円形 464 3.69+a 1.09 N→ w• - w 筍7憚 第81図

5 SK32 Q区 士坑 不定梢111形 5.76 2.80 0.72 N-2'-E 第図 第~-83図

単位m

第9衰中世土坑計測表

トて。 遣讃番号 潤在区 遺構 平面プラン 伐fl! 短軸 採さ 主軸方位 遺構挿図悉号 遺物挿図批号

L SKl A区 土坑 l'l 形 1.02 0.97 0.0~ N-o• 第8'I函

2 SK2 A区 上坑 不定相円形 3.23 2.as o.r.6 N-24・-w 第図図

3 SK4 C区 ..L坑 円 形 1.22 1.15 0.45 N-:J'l'-E 第図 第 7114

4 SKS D区 土坑 限丸長）j形 J.64 l.00 0.14 N―5'1'-E 蜘図
5 SK6 D区 上坑 屈丸ガ 形 1.6:, 1.62 ().71 N-21"-E 充釘図 第85図

6--1 SKl•1A G区 l:J)', 不定楕円形 1.74 l.01 0.18 N-83'-E 認図 認図

fi-~ S Kli.lB G区 t坑 不定台形 1.75 1.46 0.24 K- 16•-F. ？脳1図

6・3 SKJ4C G区 土坑 力 形 1.60 I.¥IO+a 0.26 N-a.q• -E 窮噂 筍紀図

6-4 SKIヽID lllベ :I: 坑 カ 形 l.10 L.08+o 0.16 N-19'ーW 第糾図

7 s1<1;; H区 」＿坑 隅丸ガ形 1.24 0.88 O~l N -6-l' w 第糾図 蕊図

8 SK16 H区 土坑 ィ定方形 098 065 0.21 N-19'-W 笞即図， SKl7 H区 上tjし 惰 円 形 1.05 1.ao 0.57 N —お"-W 第84図 第図

10 5Kl8 H区 士坑 惰 円形 0.78 (),47 0.13 N-67"-W 第ツ図 第図
、..

11 SK19 11区 土坑 l'l 形 1.05 0.81 0.31 N-43"-W 第図 第邸図

12 SK20 Hll; 上坑 惰円 形 3.47 2.00 o.91 N-4 -E 認図 蕊図

13 SK叫 L区 」；坑 不定カ I!~ 1.14 1.11 0.19 N-79"-W 第図 蜘図

単位m
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賽10表土嘱墓計渕表 り¥(ilm

NO 遺構爵号 調査区 遺構 平面プラン !.: 軸 短軸 深さ 工輯方位 遺構挿図番丹 遺物挿図岱”

I ::>K? Dlh t塙紅 隅丸lse)J形 1.R5 1.()8 0,25 N-87'-W 第88図

2 SK8 D区 t塙墓 楕円形 l.28-r Cl 0.61 0,17 N-30"-W 第88図 第8!)凶

3 SK21 ＂弘 土填羹 k 方形 l.70 0.64 0.1.1 N 6¥l' w ~88図 第図

4 ~1<22 J区 上域厖 隅丸長打J移 1.57 0.57 0.42 N-71,'-W 第郎図 笥8函

第11表火葬墓計測表 単位11l

NO 遭構岳号 調査は 遺情 平面ブラン 長軸 短軸 深さ t軸方位 遺構挿図措号 遣物沖図番号
J SK26 M区 火葬双 不定長方形 0.6fi 0.46 0.05 N- O' 第90図

z SK27 M区 火葬税 不定惰「り形 0.91 0.45 0.32 N- l'-W 第90図

::i SK28 M区 火if,!;!;介定長方形 1.14 073 0.15 N-18'-E 第90図 第幽

4 SK29 M区 火葬廷 千定長方形 0.34 0.21 0.lfi N ;ir,• -W 第印磁

第12表占頃It測畏 単位m

NlO I:~~P,·1 区区I::I 茶道をも~~~--式石本 玄紅l!l.~ I Jc軸
艮軸2,73・短釉1.76N 蕊•- E 

遺構挿図番号1遺物挿図番男

第102図 笛101図

第13表古墳時代土坑出土遺物計測表 母1v.ばm.1/ lj反転復冗によるg1J"l!(l,り

遭内
調1'13'.lrl心と位櫨 悶質 ~i積

at苓 凧部11'
沿孔 讃II!・釉讀・文は 色 馳 胎 t 燒 その他'lll;償

儒月 庄11. く田市

叩 5114 !14,5) 召荒l'rili后又口れ祁ナデ肥得
所々日色""r・を含 ややボ

5り9 Bl! SKJ i"Jili悶 舅1/t俯
外10.~ J,3 

123 外面クテ｝序la')ケズリ内面コ 全体的に赤色カ・ら沸褐色
むIJかシルl・買tll 

n稔部外反fら
コカ芦Iのケズ I/如•デ

笥761!1 B~ SK :l J師齢 騨付精
(142) 内外面；；もにやや現化する損！ 全体置的兄1I: 橙色で受露外面(1) R含iし々ほ日か色flシl~Iり性卜買を やや不 U触狐外反する

fi I 0 3.~ 郎外而ク+1i1.. ,., ケズリ ． 渇色 a 卜

笥;u図
Kit SK:! t・p11111 馴11•/ill 14-0 

u騎繹ヨコ+,:籾問外i'!fタ・テ 内外面ともににぷい亦褐色 r, 色の籟砂位を含 やや不 U絨菰外奴する
& I 1 3.7 ）沖）のケズリ Q算の褐.'II~ む日かシfl,ト"t9 

筍祁Iリ Bl< SK3 ＋師悶 副It帽 (15.31 内外血とゎにややJilltする 1l1i11ill/lぷ褐色外iliにぶいが 白色ほのか縄111紗悦を含 やや不 〇紬部外Kずる
~I 2 褐色 じ f)IQ買T LL 

叩6t~ Bl( SKJ t紺沿 廣 m.o> 112.1り （邸） l'l外miともに舅化甚しい
IIJ外面cもに1こぶい赤褐色 全体的に細砂1//.Rややギ

5 I J からが褐色 七 A 

笥76図 02a~) 1:n 
内紺にぷい日色から玲曇色

n色U針か轄位砂を所幻霞9含
6 I ,1 llli SKJ 上師醤 怜 ~4 内外面ともr島rt苔いヽ 外面にぶいぷ囚色から累褐

む 1-.ややR
色

内外面と色も外に面にぶいぶ褐色笥16閾 037) 内外面ともLrlなミサキロll 日色u,罐砂1114:含
r.lfi Bl! ~K :l l肘情 柑 48 

駕3コナデ
からが高 匠慮り）瓜

むほかシJI卜質十 a 

ー ・
芥迅色

lll76~ (122) 4色l¥l-(を含むほ
B↓̀  S lt3 げj:liJ 饒 6~ 内外iliともにやや諷（ヒする 内面阻色外面にぶい亦｀色 か砂位から砥砂誼 やや良616 胃t

11)'/6図
Ill!. ~Ka 日1i器 ~ 

(136) 
4-9 内外匝ともにやや風（ヒする

内外面とも1:橙色外lllilll-渭々 mtを含む"
ややRr, 1 7 祁氾渇代 かシルト買1

第70図 11I~ :iK~ t柄麻 閑
(11,8) 

内外1籠ともに遺It消しい
内面剛沐褐色から累褐包外 全体Iこ割ti!賢 やや不

5 I 8 l!ii:t¥褐もから后色 t Q 

筍76図 l\L~ !>K :1 けiill 飼
(14.l)) 

1H 内外ifiともrやや瓜化する 内面灰拾色外面橙色からに
罰砂位からシルト

ややa
5 I 9 ぷい芥S色 冑t

ll¥76剥 11(< SK3 げ籍i 惰？
11:1.s) 

内外直とbにやや鳩9ヒする 内外面ともにネ褐色 U色組砂位を六Uややィ
!, 2 0 ぼかシルト胄l Jl. 

/l¥Z 7Z 1淑ll Jl区 SKJ bflfl'.I 怜
l~lfiliともにやや鳩化するが

内外籠Iといに尤褐B れIらWるシt.l日ル9を1質、所Ill土ゆ々＂見から ややR
内面に応紋I況められる

;fl16図 11:rn 内部l'lii付近~ぶにぷいい械,用it憾色外色面既憚n絲愕 日色 rT;~ti!Iほ!砂か材IIを やや不
fi~2 81:i SKJ ~~Jlii 飩 !i4 内外函ともにややl11化する 所lll'l'l々';l・t 11111/J fl 

口鍼闇外＂する

笛76図 134 内叩巾iiJi.澤褐ロlei飩色色謡外な直悶9糾れ色で編 1ヽキ部
A&Cf. 渭I紐を一

ややf
Ill-'- SKS I'籟目 Iii! [,A 内外頑ともに!lift苔しい 色から 鰈含むほか員9砂悦 uQII,-反する

5 2 3 胄t 且

お7G切 14.-l 
内ill!t引択l:ill!~llri~,ffiin r日~色のa秒紺を・

B以 SKl H暉 棺 61 黛狐3コrテほかやや織fじ 内外由とUこり1芥褐色 含々Uほかシ1↓やや良 n紘園大きく外Kする
524 る 曾卜
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芍761;d
B区 SK:l 廿輝 椀

(1.0,J) 
7.1 
1収面と!,iこ諷化育Lく宍面 Iり外冨ともに夜面殿色で剛 1'1色の刈砂位を含 やや不 n駄糀外仄する

s 2S がひびmれ状に“かれている 面にぶいみ褐色 むほかンル1・'1111・Q 

訊76筐
11.$ 
ti:! 内団にぶい楕色から日灰0

白色の観砂代を含

B区 SK3 ＋帥播 蚕 ～ 11.7 内外面ともにやや風lt1る むほかンルトから ややR
:i 2 6 102 ID.S 外面にぶい属円色から帽B細紆前賀1

;1176國 B区 SKJ t蜘醤 壷
03.6) (16.0) U鯰置ヨコナデ嗣箇内画帖士 内外董としに1:.ぶいか渇8細をら含纏1・U紗い≫ほ1.か貫項紗t:(!i柁f,J-か ややR

H7  帯の議ゼH力噴誌できる 内面口鯰,111褐灰色

第76閑 Bl<{_ S-K3 土四 怖
外ilfヨコナデ内iiliややllitl'

内外遍ともに円色
令体的に旧砂 ややR

S~R る t 

第'/6図 llil( 51(3 ~llii阻 玲
内外面と!,Iこ崖化¥しく我藷

内外面とがこ卯褐色
駈砂内からシルト ややィ

S 2 0 がひび割れ状に1/'Iがれている 賣十 a 

笥？〇図 B区 SK3 七邸器 浙 内外ひ面び拷とれも状に昂1こ¾化I苔がしく沢直 内外miともに芥褐色 lill砂岱からシルト やや不
, 3 a が れている 負十 I< 

筍7B!~
瞑 lsK3

内外面ともに凪化言しくス漏
内面にぷい費色から聞谷嶋

日色の砂粒を含U やや不
t閾渥 壷 色外通にぷし鴻遺色と存温

b 3 I がひび割れ状にHがれていろ
色

＂か編砂粒質 t 良

~76lll B区 SK3 t闊淵 董 内外面ともにやや鼠化する
内面1こぷ＼ヽ R色から桟貨橙 お色位子を多くSややR

5 3 2 色面にぷい橙色 むほか帽砂杓賓1・

第？？図 ¥ll.61 (JU) 
叩距コナデル澤内直紅

内面ドぶい阻色から橙色
紐大の芥色莉子

8区 SK3 工麻芦 喧 力内のケか1外画引沿クテ万 砂を多粒貴く含むはか褐 やや良533 oaol 
"'の窃繁屈

”面陽灰色から灰褐色 i. 

:1'111闊 {14,)1 (19.{J 内胴外薗“内面と上い方にや向やの晨ケズ化，jるが 内面費eからにぷい赤褐色 が色や白fl)ll.を
ui;; ~K3 土澁 置 り預団 含むほか砂nから ややR

534 (12.8) 
り近粘+.捲(/.)凱ぎ日あり

外釦1こぶい6色から嶋灰色 績砂伯買ヤ

-,s11~111 s 
内illl風化背繕彫しい外＇帖』・,土丹の繕屯 内面にぷい費色からにぷい 赤色む氏ほくか渾ll;紗rt位かを

UK ~K3 上藝紐 棗 Uありn ョコ・｝デ糾 8 ら ややR
tr:11ケ 渇色外面蛤畠色か，，黒111色 繕砂鯰

笥771,1 (16.2) D四ヨコナデIiか1勺外面と 内外iiともににぶい用色か
Eif!iUJ ilJ 砂 f~を

Ill! SK3 ＋顧閥 饗 所々 含む1:lか罰砂 やや且
536 (HJl) もにやや風化する らにぷいが褐色

関買t

笥77M Bl! SK a t料器 甕
(158) 

内外1lilともにやや鼠化する 内iii!こぶい褐色で頸部褐k砥砂＇げ.,,,らを加,~らi鮒知々郎含欄む瓢ほヤかB ゃゃn
637 (J,t.Ol 色外国橙色で胴釦膚中褐色

笥•'/73 図8 外咄面頚血証といにや只や祁鼠化するが セキエイ紅はかの

Bil SK:! +.lffi雑 甕？ から にかけて伺 内外禰ともに籠色 編印W俎'-'/冒を含tむほか ややR
い!¥Ir

笥77図 B区 SK3 tr.ti悶 雙？ 内外面ともにやや風化する 内頑1櫂色外繭にぷい曽覆包
渇色位―Hを含むほ

やや良
SH  いa砂!l:K-r

笥77凶
＂帽や討砂位を含

5 4 U 
81.{ SK3 染も罪 費 内外1飢ともに同転ヨコナデ ~-I面青沢色外面沢色 IJI¼ か細紗れから ややR

シ ii ト !!I ~

笥77図 RK SlCI Hii拉 賢
万□UIM節O>'ヨ;コズナ＇）デ外胴函糀討邸料贔クiテにカK ~Jiiil晴日色外面にぶい＃掲 令体的に砂から ややJ'l

511 fi>lll)Iヽケが頃；絡できる 色 難砂i)宮I・

笥71図
〇ば $1(3 弥'Lナ

更
内外iiiともに凰化する

内外面ともに紅1 屈砂R砂Nを多く やや良
542 悩 ti.Ii隕~f'Iさせる 含む

第781sl Kさ lil4.J 
6~3 L区 SK2 5 歓国 H員

7;; ｀ 5,0 
筍?91lil rt0.9) 需 (lち」；がり祁分と内面灰色

0色~,砂,~を多く

6 -1• ヤ区 SK30 須也彗 ),f,~ 内外面ともに回にヨコナデ 外爾略沢色
;'tfJほかシi↓,1ヽ誓 ややR
t 

渭?9図 (JL5) 受部怪 デ内F半1外柑品凶1,mとド半転も不にの定ヘ上ブ1ラ:1:,阿~ケ,転ナズデヨI)外コ1面 庫止ともに可灰色年11!全体的に籍砂陀を
5 4S 
P区 SK30 ffl~ 甜 l,J<$t 04.41 

(4.0) 
緊灰色

多く含むほかシル ややR
卜買I:

'11?9~ (1'1.4) 1.4.8 1口内i鑓前面郎殷の内射譴外か状面にいJエとヽも1ケ11«に~ヨ面コナ不チ定 2axのネ色rn
r区 SK30 ナJi甜 惰 5_7 f'J!I面ともに代色 と白色砂粒を含む a 

b46 調誓 ばか細妙R買t

¥1179図 (12.4) 白か色莉枷砂貌かを含む砂
Pに SK30 土師沿 阿 内外面と •,1:lll,ltl'iいヽ 外面帽色内釦ポ棗色 はら11 やや良

~47 ぃ賃十ア

,ll79図
ドU SK30 ゎ樟温 雙

(ll.5) 
内外面と~,:凰化百しい 内面にぶし11(1~1外面灰渇色

おB砂色代れ干を多およくび含白む やや不

SH  (10.6) ll 
ほか組砂校胃士

:l'l79図 (10.0) 内外面といこ風化すなが1り面 白色シむル位を合むほ
P区 SK3り 上糾趾 望 内外iiiとい項葺段色 か 卜から編砂 ややa

5~9 (9.6) 関節ム上/ir•J<Dケズ IJ 柑買土

l/17りは (13.9) 柑口鰊孤置内西1叩ヨ遍とも1こヨコナデ 内面慢色から` ＂み褐色
所々 塁t,/.を含りは

ドK SK3 U 卜節四 費 コガl"f//lケズり外 かシルりから崩的 ややR
5SO oi. り）

面梢い"''
外面嚢色と黒褐色が貞 ,~ 負土

第79閃 (I L2) 口繕溜叩iiil:もに3コナ幌デ化 内函芥裕にぷい代色から団色外 ＃色粒と白色砂位
Pl! SK30 t. 紺器 邊 と考えられるが全体的に 面 色からにぷい柑色で を含むほか鉗紗的 ややR

5 SI する 一部共褐色 胃上

11'179図 (19ふ） 口紬部内外Oiil:.t,にココ1デ
れ色と白色ゆ校

Pt.: SK:l 0 t面聾 甕 内外五ともに，滋＼，櫓色 を含むほかシルト A 
5 51. usぶ） 11,J面酎靡ケズリ から11砂算1質七
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閉79図
PK SK3 0 t鮎醤 甕 内外u¥1とbに退化苔しい 内面にぷいか褐色から品鼻 赤色~I!か臼色fiやや-r-

563 色外dl1 i!I~ 位を多く含む 良

筍れ嘔 P区 SK30 J.節倍 ,,.I:;< 外粍 内が外こ山円形とのも亨に孔浅化する卿即三 内外面とも1:m色 蝉か臼シルトfかを拉多く々訊含含粒みび~I ややH
56 ◄ （凶.0)

!I¥Wl;II l"ズl面＇）工外111lRによるヨコ方向のケ 内外両とbにQ色がりにぶ 渇色i,千を多く介
565 

p~ SK30 1帥謡 高杯 r具によるタテJ,111
い位色 むほか日砂粒煩t

ややR
のIll塁

祀70唸！
PR SK30 tllli屈

拉 t 外an 3.,1 外面へうによる贋n 内外illiともににぶい貫橙色 11-"l>tiがら絨砂粒買 ややR 高坪および醤すの船 I~
s:;6 外2.9 Ll! 士 を出1

笞9図 脊t土 内面橙色からにぶいぼ色外
日色.!Jf;filおよび

557 rr~ SK30 
醤？

璽
外6,U

内外創とい：風化する
雨Q色から故褐色 既l'l情Ulを含lむほか＂ ややA

~79図 PR SK~O llll1梱 手捏士悶
(J.9) 

ll.2 内F面手指凡△頭ふ圧窮桁I:よる訊だ外贔 内外曲ともににぶい褐色 シ＇日卜から旧砂位 やや良 鸞を兒1o5R 外2.6 質L

閉791.!1 f捏J滋 ,Ii色:!'ti色ti~干および1'1
pp; SK~O Lhli薯 内外面1-も1-1后による調鴨 内外1偵とIIに奪褐色 を含むほか やや凡 訪mを号で~59 2.8 

編，，位質土

第791:<o 饂 111.'1 (4.9) SJ 内れ曲ともに指に上る梨筐ll内阻面色nが鍼＂色酎罰 F'I',頭 所が色t.l.と白か色細砂を
560 PtiC SK3 0 J:節硲 4.1 

贔節憤んで霊円 而橙色
含々むほ ややB 綱影を＃ず
骰釘J.

;1)79閲 pg SK3 0 士卸澁
予O¥!t滋 2.6 3.4 3.0 内外鮎ともに沿によるllll祖 内”外釦曲とbに灰c,色を廿し U色は紗か泣旧砂を[fr々 含 やや且 鉢影を品す

S 6 l 2.o 0)哨混色 む は貨J.

為乃図 叫四
u-

白色11砂か位＇切を梵多aく含
f; Kt P区 ~K3 0 J.llli甚 3.0 3.0 内外面ともに11lによる関整 内外醤ともtこにぶい祖色

む」
やや良 討影を呈す

第79!!§ (11.7) 内紀ヘヤ函,デ.. よ潤,(よ菱ヽび）M外面t福天も月日釦り/3回 ぼ印か埠シiルi'Jtトl'.釦玲む
li 6 3 

~R !;K~IA 氣¥!ill! H渥 3,1 日転 内外面ともに川青仮色 やや良

訥701!11
f'I'( SK3JA 項曹悶 ” 

(Hfi) 
3.7 デ内丼直1l1払れ左み回よび不り外定回に!lli加Pへlliナう弁狐ケ回ズ穫転•)天ナ 内外面ともにやや也を11fび U色の組を含む やや良5 G 4 た玩u~ ほかB位貸

内lfJデ,i転ナデ見込み不定ケiii!ズ~ 笥79遇
・):t』I

全体的に~繊-上け灼かp~ SK 3 I A 須患苔 tfli 外庄 ナ 調空天片呻転へう 内外血とbに灰色 やや且
HG  3.3 I} らシル

:1!79図 I'!,!; ~K31A 噸也監 11-lt 
(I l.l) 祖閑 I)縁郎内外面とい可阿伝ナデ 内外両とf,に灰色 や体的に編砂沢か

やや且r, nu らシ）し卜賃上

閉19図 (10.S) 交品径 内鳳ズ外'りI由ぼと圧もに回1り直の砂阿デ転隣へ匝う外ケ 内面および外面立ち -~が0かnU色け砂陀を含0ほ
P(< ~K31A 須也醤 外＃ 砂砂らシ几 や 良r. 0 7 112.Rl ＂色外面にぷいが褐色

卜買t

li:19図 Pt. SK~IA 須内四 坪身 (11.6) 各翌 3.6 咽r.祖JI鼻屯い叩潤佑訳1暉も円暉り戴炉かい翼 内外趾といにか）ープ黒e硝遺む沿柑Rを覧含Lむほか やや良568 艶は碑n碑伝へうケズ,, 碩曲村灰色

零79図 P区 SR .11 A 項も鑓 坪身
11.4 曼郎粍 ~.3 内tiナ酉デ!.r.お見W込よlび.!!Iみ外不~国定ヘ万免フ内飢ケ下ズナ部デリ凶天転Jr 内外曲といに飲U 粗l'tltを含Uほか

やや l~
569 (13.8) 鳩釣柑資l

巧791io Pl{ SK31A 蟹必口 坪身 12..8 宝 M転ナデ躙整外面>:It瑶ヘラ
内外曲ともに艮灰も t体的にH編菖砂苅か やや且

570 ケズ,, らシ）レ 土

11¥79閃
Pr'.¥ Sl<l J A 衰もB 坪々

(13.2) そ侭径 u樟那内外iiとt,に尻t;:-rf内外罰，とbに灰色 かt,r/1目を砂預蛇賃々土含むは ややJ~
:;71 (15.0) 

lll79図 (13.2) 
宮

内imおよび外iliJl./fl!IL/3但
令らIシt的ルに~繕11.Lり灼力1I'区 SK3!A 緬 B が＃ 配十デ天片修圧回りの回転へ 内外配といに児褐色 や々且

572 ラケズIJ

笥79図 <n,11 唸 内ザilliお邸よ屁び外国匂受i印而L下Eげ叩匝紐l紀 内にぷ外価といこ-~#灰色断面 がPl'トN資111砂土をrnはか々含むほPl'- ~l<.3 I A で極謡 Lf, 身 3.S らシル やや良57~ 郁占囲I)阻転ヘラケズリ
いが符色

袷1V図
ド区 Kヽ31A 磁息沿 l~ (l~.bl 

受(!帽M舒l n.O 内転ナ面デお内よ禰び不外江iii方天向井ナil!lデl/2和回1 内禰にぶい褐色I.iii'(曰色 全iばJに繕け位か やや且.1~ 
部1i.回りの臣転へ→ケズ＇）

らシ）し卜曾t

;1¥101,4 
P区 ~K~1 A 百恵恨 甕

(1911) (lヽIふ）
n贔澤l'i外面としに同転十デ 内外1Afともに峠灰色 白ほ色か(/纏J砂U,れ粒貰を含土む 和 R5 7 6 

'.11~0図 P区 SKJ IA 土絲悶 柏
LL4 4.7 

内外面とも1:,日によるミj/
内褐外色外仙1lliと日し級にR部の色,・→,部,.渭襲l弄色 今体内に砂Ill~"-,

良
5 7 ti キ外面凪化する 細砂霞J.

叩0ば (I屯81 内い漏橙9色こぶかし滋褐色ほ外侶面置に色ぶ
0色のh刃れを多く

Plit SK3l/¥ UJ栂 俯 s.a 内函鼠化苔しく外面-lliナデ 含むUか纏mit質 やや且
577 ら日色 :I-

珈と 1勺外面といこにぶい橙色か 赤ほ褐色tがテを編含むPll ~K31A J:閥紺 帆 内外領ともにIJIIじ苔しい かr,乾から即 ウや良
578 ら得色

粒

亭80fil 内ナデ外曲ともに蘊（じL9-. 而--ff!
耐褐色位子を含む

PK SK3 l /¥ t闊泣 捐 内外11iとIllこにぷい悦色 ほかm,,から繍野 やや良
679 

箇

亮KO災
口ltSt•Jまみながらヨコ 1,,,, 承色鼻Hを所々 含

P区 SK31A t綽；； 讀 .体,・デ郎内上mir~ による惇fi外Im内外＊といこにぶい祁爵も む砂四仕質紗士如 9ら111やや1lsao 'I澤 Jヽケ
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函閲
P区 SK3lA 1蛉躇 喝 内外illiとしに風化苓しい

内約橙色外面1R祉'I!;//.嶋包 'IIIWt:rを多く含む やや良
5 8 I ほ闇沢褐色 ほかfr~lli ト

笥801!4 Pl! SK3 I II I Wf籟 ni七澁
&8 外囮やや鼠化しf-l;j1il指により 内面鳩灰色外面にぶし1械揚 日色のr,Jl~E:~U

ややB 鉢形を;"I
682 $.S カキ駁る 色から幽a 1:t, 漬約l•IJI十

笥$0凶 (JJ,q) □U甜ヨコナチ印駕から口U 内出にぶい橙色外面にぶい
i/• 色芭l や金~ri

P区 ,;J(3 I/¥. t暉 雙 を所々含むI!か繕 やや日
n83 (l(l2) 侵にかけて息r•潅ざu 絨轡色 如質l

笥BO凶 P区 SK3 I A t紆屑 聾
(MO) 

ロ雌ヨコナデ
内外樋とも,,:訳色からにぷ 砂粒がtl(/つほか

やや1l
5 ft•I 01,7) い帽色 鰻w杓

mso図 (12.2¥ 口絲慕ヨコナデほかやや楓化 1/v面にぷい棧色からlilt龍 g色tH と籍慶を
Pは SK~I A I・ 糾翡 甕 ·~ 最含む"か纏紗 ・々ゃg

S 8 fi ll0.4) する 出褐包外面橙~;;褐灰B N賞t

;i¥80因 p~ SK31A ~Di器 甕
04.J) 内外藷1と<,に風化苔し1ヽ 内i面にぶい故褐（知ら灰績 全体的に砂位から やや不

586 (I I 2) 褐8外耐こぶいな褐色 圃砂悦貫I fl 

ll¥801'4 1&ふ 14.0 
IJQ邪から帽滋ヨコナデ酌llll内外面とbに1:ぷいが偽色

轟が団々含まhる

5S7 
P区 SK31A 十関Ill 更 (22A) 内illケズリ外面ハケで1ヽケメ

から出畠色
ほか砂内から細ゆ ややB

讀霰授ヨコナデ 位賣土

11180図 P区 $K31A i絹蔚 ,1;14, 
588 

内外臼ともrやや風化 内外面ともに櫓色
がU111ほか色汽f)f'lを,か:,,菫ら含賢l

やや艮
む拉質土

笥8061 illll'f. ケ内ズIリ紅て外旦によるヨコカf•I I~ 外面ともに屯色からI.fl芥 渇紐1・印日色砂砂舵柁

589 
p~ SK, I A -t団澁 a坪 外ff 2.7 の 直やや風rtすろ＂ 渇色

を介むほか ややR
(10.0) ll獨柑1こl『1形の穿-/LJ,,-;J, 買t

言『 rt! SK3 lA 埠蒻 言“
卿紺柘凪CWこよるヨコ／尼I外伽こぶい芥紺色l~liii::ぶ 円色IY~名く含 やや且

(9.n) (2.81 のケズ＇）外 11iJやや瓜化する い褐色 0ほtぼl砂包買ナ

筍80図 Pl! SKJI A 直匿 紆If 鴨qU)邸8ケ訥ズ裾面1＇）:外1']I曲彫比やのに穿よや孔る瓜3化ヨすヶコ所カる$J脚I 内llit~負用色 や体紗的れに,mから や R
5 9 I 27 外雨1こぷい，，，：褐色 闘 ii[土

筍80憶 pL( 5KJ I A t闊四 氏If
1111他11,j訓ユμによるヨコJ;1句内匝惰色外面橙色からにぷ 令体的に闘砂R買 ややR

n 9 2 Cjl 0)ケかJ外直やや風化ずる い代色 J. 

笥ao~ 内外面ともに阻色からにぶ
芥褐色tllf•や白包

6~3 PL{ SK3 I A ば饂 /,If 2.9 
腸癌外直タテ刀[llJo.>ケズ>J

い付色
砂lit•を:i.t:IJか繕 ややn
砂N買1-

;l\80t~ 
l'JII猥l勾曲t民による四“郊＇） 内外直とも1:磁色断面に

El色の11'1位を含む

594 Pl≪ 
~K3 I A ＂ゑ邸 “汁 •• 3 

ケズ＇）外iliクテ方向T寧なケズ ぶll橙包 11かシ）け卜から細 やや良
I閲柁沼憾に円庇双mげ"Ji 妙位貫.L

蕊 xPit $Kl IA tMif~ 応沐
5,8 

指謙IEによる閾咬 外面iこぶい掲色からll9<色
令体的に~;~から

やや良
&95 1.1 鴫む位I'll・

第sn凶 □U怖ヨコナデ1りiliりズ＇）外 内面履邸血慌色かがりJ渇
渇色吐了を含ca

Pl! SKJIA 四沿 凱 か砂内から紐む” やや良
596 ＊莉いJヽケ 灰色 質土

第80[!1
PB. SK31A 士闘B 恢

口舷藩ヨユナデl>iw上方向に 内外iiiともに町高褐色―糀 ↑体的に砂れから ややR
507 ケズ＇）外函 Iヽク 褐`色 圃砂匹t

第SOM 18.6 25.1 ロU郁ヨコナデ胴部内曲右上 内い面褐じぷ＼漢捐8外両にぶ 令体的l:il-れから
098 

p~ SK31A こtヽQI 置 I!,. リ 31.1 方,~111>ケ1り外面）Iケ
色からにぷ1ヽが高色

纏砂位質L 良

毘坐旦

筍S I~， Pl!, SK:J l B 濃屯翡 杯贔 n,1 ui II.I 内/t曲1b1m1・デ諏印嗜か¢デう紀天りJI外筐面不定口 l'19',fl,ji: もに灰色
憚 Ill砂Nを含fl

令や良
59 鯰たナ丹劫碕ムヘチケ,:,1 ほか謝""'・胃I:

笥81図 12.9 生茄仔
600 
Pl/; SKS!B 頂恵骰 If,/( 15.4 

内記デillほMfか□旬岱誡ナデ引斜り到外Q)w転julナn転デ籍ヘ惇見ラ込iケ"lfr.みズ不"I ,, 内画青嵌色から械反包外面
内創呂色わ子体、か的H 

4.3 育孟色
ii. つばか全 1こや良
砂t,•らシルト言

笛81凶 1'16 ~K3 l ll 須恵醤 坪身
(13.6) 

6 U I 
豆Iii!! 内外1眉ともに口騒部M._ナデ 1/.i幻 Iともに灰色 全体的に細む粒宜 やや I•
(15.41 外面阿転へうケX•J 七

笛81図 8.9 阿甚 l や'J阿~•転火12子豪の内沈屯鍼転へ 旺1こill,~飩了が

P区 SK31B 須屯国 醜 うケズ の1r.1令体的；こ胄灰色 買1・1ヽ+.'tつほか細け粒 やや良
602 に引~ll:を藷

笞Sl図 (13.:1) 

603 
I'~ SK31B tN繹 椀 M 

L11,t?,』がや↑外t<•I~漏一狐 .外~ 直み褐色からにぷい患E
白包砂および網

ミガキはか累化する
面にぶい貨限色か・・,-憎 約的を含むほか叫 ややR
にぷ1,橙(', 砂位賃 I.

笛81因
Pは SK31B 耀澁 謀M

脚錫外面鍼万1がjのケ;(II内面 内外直ともに叩が褐色から ＃砂li't色nを名mく知よび積ほ ややR
60~ (11,ij) ,1,8 員力fo¥fのケズ,,褐謬ナデ にふぃIlle! ,、Ill紗代賃 l
苅811)
Pl! ~K~113 埠西 費

鐸煎ュコアデほか蔚狐内外固 内外禰とl,l.橙色からにふ そ体的に砂代から そ≫やll
605 ともに町1さ い橙色 紐砂頂土

第811§ l'I! SK 3 l B 這四 ぼ
外漏ナデおよびlb!£による汎 舟色かりにぷ＼・鉗殿色

相砂位を含むほか
ややn

606 7.4 心 堕・間は使flか., 繕砂沢質J:

笏 llil PliC SK318 直 lll! 望 ,~ 直ナデ外illi面f・H叩さ 内由｀灰色外血楕色
紗柑から郎札胄

やや日
~07 I 

岱 Iii§
P区 SK31S 七閾隠 賣

,~.a 16.8 17.0 I~! 阻印裕へうケズ＇）外曲胴那 内外1ヽともにR色と浅貨櫂 全体が/1:砂れから やや1.
~0 8 11.8 禅ハケでllかやや鳳にする 色 .. ~ 位買1・
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;1¥811; (IJ.O) 13.0 口ナデM閥限内即外iiiといこヨズコ刀IJ恥外J 内外面とい橙こ＃色褐色外酌底 lli砂か船位粒そ多胃く含Up~ SK :I I 8 J酌討 覺 I 1.7 内面n-なケ ややll.
60~ to.7 面やや嵐化する

節・ぶい鉗 から悶8 ほ t.

笥81凶 P区 SK31B Uヽ趾 賃
U2.0l Oil部内外iiともにヘッによ 内外面ともに恒色から鱚が 刷襄を所，，含むil

やや良
GI 0 (13.0) るミガキ 褐色 ““砧'ti¥胃t
笥 11/4 (12.6) ↑体的に楓化l B!r.11負笛3,, 雌「flli隈瀾灰色閏蘭にぷ 褐色位"'子~を多く含
Pl>( SK318 t繕紐 璽 Cほか からQ やや艮

6 l J (110) コlir-11デが謁J/1られろ llll色外曲にぷい召色
砂貫

”ふlti!I (.lO,Ol m.til 日絨デ狐1Ji1内闇外面としにヨコJi~J 内即にぶいn色外血授Bか な色砂色ti!T・むよび日
P区 SK318 t四 甕 1 内面罰11へうケズリ 代砂を多粒く含む ぐや且6 I 2 O'l.i)) 

外面!ItいI¥ケ ら品厨色
ほか11l 買士

第81頃 n紘撼昂外内函外ヽ9由かともにヨコナデ
llll曇tを~所かと含むほ やや不

Pl&. ~ KJ I a t師彗 ，，， 内外価といこ桟貨痘色 か砂 ら繍らN
t, I 3 川 い9ヽケ

買七
fJI 

咄 1凶 (19.2) 口ナ騒デ1R笙内郎外内iii面といでヨコ加I 白色ほ砂か絹討砂を 濯い
p~ SK31B 臼益 璽 ケズリほか鼠化 1/;;j.jljj/:;l, に(Iやかな橙色 む 段から ややA

6 I •I !16.8) 
する シルト賢卜

~a ,ru (15.G) げ口綽瓢胴内illl外外面iiiとい：ヨコ屈J内外面とbに1こぷIヽ樗色か
lm釘役9含ぶむ褐ほ紐

Pk< SK3lB ,. 約屈 覗 T・をゎく かけ やや良
6 I fi ¥M.V) タテカ向のハケ ら渇灰色 問から1ti珈買t

笥Al!!! 口ナ,,外Uチ間llli開内編部外内か面直いIク1とヽもにヨコ方1l~lli灰白色からり糟l易灰色外
釦O't~を含む

p~ SK:! I B ill藉 甕 テMq•Jケズ ばか砂粒から11砂 やや且
6 I 6 ケ

面没藝1'1色から色
N胃七

汎81囚 ナn紺デ胴1l11内OO外内面面クともにヨコ方~I 11,jl爾灰臼即ヽ ら1!/l嶋烹色外 全体的にta砂,~か
H< SK 3 LB Wlli 覗 テカ9祁のケズ やや良

6 I 7 ,, 外面鳩かいJ¥ケ 釦l<Nr.l色からぶ色 ，，員9紗閂買I

第81図
P仄 SK31B 文霞也 Pt石 ”存蛉

鯰 na 2面ミガキ直として即lする
GI 8 88 2.9 2.S 

苅821,4 m.lll 阿転n誡柘のナ剖ヘ外デゥ孤潤ヶ望が；(外ら•J薔内西天）にIか部けおて阿 内直贋鴬胄沢E外面から疇灰色 忠解包しf,),T-が多く倍 燐薗,;段をhすか外凸
QI!( SKH 紐閤 Ira 3,7 ている1i1か砂 や a

619 転 只色 ti! からシ·)~,.. 士
には段を行さ1,lい

,1182因 14.•I ¢>lU急iiナ:!<昂チJ外天頃直JI：もかii!同不らfr:内定/!)tli/jへi;Jl:う,ナ1ケサデズて賃•.I回岱 令体的に紗t符から
蝠祁から内面にBを有

020 りは $K32 須必罰 ＂蘊 4,0 内外面といに隋灰色 箇砂~i貫
ややn し外直にはOO馘場の段

€有す

第り2図
QI! :iKJ2 瑣恵洞 If愚 139 4.3 0転外紬iiナl<.デ甚井外天総面）flか第'I~干ら.へ,定,,う漏りケ~にlズかナ,,けヂて111liil!11 内外面ともに悶沢色 /.II砂芍色をお含よびむ□ほ色かの爾

や a 繕邸1こ餃LRIIさず外面
6 2 I 紐賃t

の段1れ暉,1る紐

袷82図 03.l!J 外デズ外釦＇！内和直入面1:Jにドt1J:ヘ•r1lflラヽ記!<>らI1り1勺J面の阿へ化うナケ 内繭灰色から灰白色外面械 令±的に翻砂約賞 繕綿から!l'illlに嘔広の

622 
Qt! SKJ2 双怠甜 汁嘉 .. 灰£から1ft灰色

ややR 1 有~す紅し外面1こは殺を
rrり

筍82図 134 外デJf隠面kfl;固片擢転II・不ヘド定ラ'1'71力ケ名!ズ•I!tI'vJiiiデ罰外画転X はむ閾の砂•炊細砂を 鴻から内面に罐広の

Q~ SK ~ Z 刃恵柑 H盈 q,O 内繭1也貿色外ii沢B 所々 iむほ0 ややR 段をnし外面11l段は衣
6?. ~ t~ 胃l tiつ雌

笥6822図4 Q区 SK32 須瓦骰 杯畜
CIJ.21 4.'l a外"薔紘邸"l<筍不外足/1椰面力[か,~:.I,:ナら•1ヽ-'iデうiliヘケ罰乃;,:E渭,,-/・-打デ-天り内灰外色面ともに青灰色所面怨 か白絹色砂砂俯位かを含らむンはル やや｝と 潰溜に段を打し外面の

卜冒l 段は凧曲ltl!!I●をfi1

第82図 (I生2) 闘□II/限節外内面外仄iiliIIと内西阿転ナデ lり醐紐illi灰色力凶諏 瓜て色い訂る子ほがか笞砂解的かし 嬬部にKきな段を行し
Q区 SK~l 須lllilll “贔 4.0 邸!RIた ．^ラケズ やや日 外匝は段および凹饒と

62h IJ 色 ら絹砂訊冒十． 有

~82図 (l~.~I nw納外iiliと内固同しナデ 異色位T-を所々 含 鱚慮に沈紐場のRを打
QI{ SKJZ 須l!.lij If菖 4.~ 闊愕天l蔀転不へ定うケ万11,1ナデ外曲 内枷灰色外曲曙灰色 紗0ほか員↑士体的に鶴 ややR 沈し外緯iiiQ漬匹庫から0~ ll 反1~8船 ズリ である

第82図 oa.si 外山面天X.面Jl:下lt半11!lll¥か阿Jfにらく内.ヘ,f繭'il:Jン阿ケJ転向J;ナナI]デデ1外1.J 内暉肖炊色外面硝Rf!断ili0白色ほ<11か11い砂い粒•itと含t 
蟻部に内負11.'1靭；の段

627 u区 SK32 筍患肘 “巖 4.2 略緊IR色 やや良 を打し外if//)役11濶庸I
している

笥82図
(JI& ~K3~ 須必器 “儀

OU) 3.S 外釦};If卜下勤から内蘊I祠転ナデ外
l·~i蘊にぷい橙色外紺睛朴褐 白色Q}闊的位を含

ややa ~ASに設!!:#し外面の
6 28 繭 Iii転のヘラケズリ 色 むほかシルト賃t 段は開11lJする

笥8~図 (13.6) 外面下ずからll/ii阿fr.・ヤデ外 か芥俎紐砂＂子位質を士含むほ
ややぷ 績的を明行蔀欧fJ]し外ややjli1~J ll!JIこ匹

629 
QI&. SK :i 2 須也骰 “ 4.8 

薗X#狐[cl虻へうケズ，J
1,; 面にぷ¥1橙色外面灰色

良
の段は比．粒

筍82図 (13.81 外面ト一字から内,r,vi涵1s1転ナデデ外I勺 日色の唱⑪討を 靖菰は尖I')内即こnぃ
Qt! SK ~ ~ 須む柑 片葺 4,0 面A片節iiく 内ナ lり面寸灰色外面店紫色 所々 含むほか緬i， やや凡 段をHず外面は叫lQt.

&ao 函天Jt孤阿転へうケズ'I t~• 卜 Rはない

笥紐録 QI!( SK32 臼面i111 片身
11,1 盟！ ,i.i 外面上薗キ阿か転ヘら内ラ繭ケ同ズ転ナデ外 Iii面朱沢色外冨寧灰色から 全体紗的代冑に砂的から や R 煉さこみ

6 J l -98 12.4 
面既 ，） 硝灰8 •1 -~ 

ll!R2図
Q区 SK:i? 須ぶ篇 Ifft 

118 岱訊仔
4.1 
外面l'i-から内爾阿転ナデ外 1/iilll灰色外面沢釦1ら灰日 箕むa色色ほ紗かfil.符繕7・砂1を1多位殿買解く含t し ややR

63~ 14.2 ilii底&It.回転のヘラケズリ ＆ 

郊 21,l 11,8 J4:, 
外Pill:半から内遍回しナデ外

ll'l逼灰褐色外面町鴨色から 日砂内色のを砂多位くか介むらffi.ほ
Qt<( SK32 須息雑 lf'lt 4.4 面旺邪阿にうケズIJ滋位ネ やや良

633 ~I煎
給灰e か絹砂位賞十

笥BZ包l (11.81 l•to 外釦上杓から内薔凹転rデ記r月り1/,Jili月灰色外面硝K色から 全畑」に約粒から
6 3・I りは

SKJ2 a忠罰 If~ 4.D 国llifilllこlqlJ"I'のヘラ 灰色で焼さ霰あり 1111叩ナ やや且
外函底露阿にへうケズリ

笥り2図 lll.4 l'lii符(1外面摺色から1ljt
1;e伯7，を所よ含

りU SK3~ I: 的屈 椅 3.9 内外函ともにやや凧化する むほか砂から襴 やや且
R~!i 霞色褐忠色 紗賃士

笥訟図
I~~ SKl2 tllfilll 問

IJ,li 47 内外外出面底狐ともにやや鳩化てるが 内外曲とも1こにぶい旧紐 全体的に的民賞tややR 旺糀がやや肉厚
636 ta1, ハ.,メ閑緊 らにぶ＼ヽ 貨檀色
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#182閃 11:J. 
637 0区

!,K_J 2 土間苫 l'l 
内外面といに8色で帖1・...i

圃覺をポ々含いは

4.fi 内外iii:1, にやや訊化する 闘があり外面一涅塁色
ヵI齢いから細砂iややn広がや牛肉111
at 

1"82図 13.Z 
63H 
(Jc,<; Sito i tit悶 肉 5.1 

内外面にぷ9灌色から灰褐 B色切DI-'か符11lを砂柑多
内外iillともに瓜化/ft.I' 色外面nH部屈辺赤紺色 く含むほ¢

やや良 外面 ・次恒成

,u 
芍 2B 117 内面1!l色外面祖色からにぷ 白色の紗含閃べむm約
(1 3 9 QR SK32 .t研淵 咆 52 内外面ともに璽｛と著しい い11l色底節昂色 絨I,)砂を位多rtくJ.はか やや良

第82図 LQ.9 
6~0 QI" SK~2 -1-r.i漏 l'l 

内外iiiともに戌紺円色から ＊色位RわよIJ胄り
5.~ 内外ばとhiこMIiヒ万しい にぷい樗色外ilii旺甜一沿凩 nr;らi畠く約含むtiは月かUやや良

色 ·-~- t 

筍R211J Ol~ SK32 -t&う固 橙
(IJ.t,) 

磁 円外面I:.もにやや嵐化する
内血i知~Ill色から灼包庇茸 ''"を所ヽ 含ヽもI!やや良

S•l l 一喘，か褐色 か綱liPI~賃t

第 2図 12.8 
6-12 

(,/IA. SK32 .L~ 為 椀 i.-1 円血凶色の罰釈〇晒¢が政
R配1/s褐色外面.~Ml色か

Fl色加ゃ,Jllli色位

血にあり外釦ミがト ぅR沿虹団閥褐色 十を含むほか岨砂 a 
泣冑L

第82ぶi !l3.2) 内外面とblこやや揖化するが 内い雹外面色外とも1こB邸色か(/)らにぶ
騎が褐&t,1千を含

fi~3 \~le<; SK32 1: 邸器 椀 -1¥.・ 0 
内面V)-1111ナデ 血U 渭l,'11Ullか砂Nから訂 ややR

色 砂仇質 l

第82匁 (lU) 内外面ともにやや嵐化,rる外 内外暉ともにぷい貿勾色か 2から泣,>;のく赤含Ill 

B44 OIK ~Kl3 l:llli緊 ... (G8) 
匝底隠Iむヽケメカ屯められる らにぷい楼色じ孤一飴仄色

色lQ.(-を多 S やや良
ほか細l9.l,"1'Qt

笥S2~ Q区 SK~i 上I.ii置

' 
13/1 .. ~ 内外面とbにややli1化,r{,IJ.内外面ともいこぶい帽色 t!f, 的にむはから やや良

b4S 由紅1はミ;Jキ讚艶 層1tmfti~

嗚認図
Q区 SK~2 t llli!~ 手兒頃 3.6 ~-; 内面指圧による>112

内釦隔灰色外面只白色から 1: 体的に繕f)f,i賃
LIT 撓/IJ,を望す

G40 にぶい祖色 土

笥821:u Q区 SK32 6 4 7 
埠沿 HIL栂 外t:1.9 -1.•1 ？体的に伯庄による訊生 l'il/JiJ; よび外面千分灰色から屈灰色仕かにぷい投位と

召Mりに砂粒から
，lillむ紐乳土 Jl 贔”形を't!T

閉82図 on) II騒部ヨコナデ潤需糾紺内Ill1N11i悶色かう11/J刈屠i色 小渇色伯ナが所々

S'I 8 
Q区 SK32 且-~ 蝸 U6.2l 

ヨコ方阿のケズ＇」外血やや風 外iiltll色から o\•褐色でー防 はめられるほかわ ャゃn
化するが/\Jr~が誌めら11る 褐沢色 代白か匹らtilll子l'?と柑応買葛百L 

冨831,G lo.2 17A ロ駄祁ヨコ外ナデ面胴庄邸1111内面ズ均 内外面と blこ団色r~ii-
Qは SK32 tlltt 甕 病のケズIJ ヶ ,, 綱 位子e含むほか緬 ~· や良

640 13.~ Ill 
閲浅霞檜邑から榊色

け柑'I'll..

第6~5a図0 (16.41 IIUJ 口でUヨ試コ内ナ面千がら綱塁上半ftlま r~ 面褐灰色外llii但色かり灰 Ill紐七,n々含む
QR SK:! 2 J:DI席 甕 外面やや呂化’りる やや良

(l-1.0l 
が一郎耶,,,ケメ鴻”

島色 llか•11/ilt.L

澪BS図 Q区 SK3 2 t~i岩 甕
l4.U (lf>.41 

内外直ともにやや風化する
内外曲とも1こ赤属臥"っ黒 Vt位を名く含むIJやや＆

6 SI (13.-1) 褐 か細v1位負

第a:1濱 (lo.bl (lt,,7) 11械間ヨJナデ内西クズ＇）外 内郎：ぶ＼ヽ樗釦しら暉色
白色け灼を~i々含

0区 SK32 紐為 甕 I.JI; か騒砂柑から 自
ust (136¥ 面編かいIヽヶ ＂面畦色から瓜褐色 シルト買t:

第831!11 (10.0) 向n械の屈ケヨコナ外デ面胴11¥黙内なiI¥iUカ 白色および求色t,l

6 a :i りは SK32 
這器 甕 (lu.Jl) ズ,, 面'*ケ＾ 内外面とも1こにぷい褐色 R子咽を含rむほか筍砂 A 

調繁

第8~flll 20.2 (2泣.8) mデ内長111!配叫郎面—とfll/\も'rこヨJ匹3胴9LLL『1ナL 内面餞色外llli~色から褐色
白色砂そやむほ

<W SK32 U器 甕 (3ijQ) が霞全」．l~&<Jl:U砂位 良
S 54 17 5 h節ヶ1.•J随心メ鵠仔

→圃h形に忠色

第 3図 ]7.3 26~ n縁紅内外メJ:if,.面辛lと~甚のも量にケ化3かずコIるカI¥l;JITJ 内丘にぶい阻色外面J:半訊 が褐色前千および
HS  
Q仄 SKa~ ヒ証器 ll L<t3 

:~1.4 ナデ内肩 Ill.I: にらぷ瓜褐いR色包r'r器灰褐色か 白色tJi?l'.lを含む 良
'1'欝ヽ ，1 ほか細Wけ甘t

第14表中世土坑出土遺物計渭表 ＂いが r..C ) ❖: 反転佼元によるポ澱泣＂

:~ 胃全区 出上遍構と位量 J;l'I ね穏 品忠 器轟 コ霰• fl躙·il.棟 色 霜 舶 1 飛1/1, ~P) t!l~) 特 Iii

笛85以 D仄 SKG 〇伍 閾 内外直と＂坪•ll飩第臆
印I~包 ビ演で祝，，頃色的

良
ij r, 6 濾ややがlープ灰色 千を含む

第851'/l 01{ SK6 白磁 俯 内外由とも虹囀I・ロ絲所玉紘 ~J: 灰白色 均霞で所q1l色的
良

657 釉やや贔I~櫂った舌!¥fl 子を含む

笥訳喝 D区 SK6 R紐 椀
内外曲とら層＜篇勲しi:印的 鮒・L1llk視色 均よ浅び褐で浙色泣々黒f色をれ含

ややh
65~ に員入•LI藷部外反させる M~l濁ずる

む

第85図 内直れ白極釉のn少込しみ上1でこ紺沈練袖があり外 N1..L灰白8 焦色泣を笞i哨；み

D区 SKij l'lii !Iii 西＂る 冒油fヽ ＂油があ 良
,~9 IIW) 

露II/tiこlilllの直幣涵あり
納桟占色に漏る

る

渇8,IM
oa SK6 瓦遥 惰

(11ユ）

GGO 5,7 0.l ゃn械!i111f~のし一て邸いヨるコ・1・臼「台デはほか11/,やIJ 内外iiiともに灰白色と！え色 日色のIIむ•~IHヽ ゃゃg
付けている

シル1貢J:

笛85図 OG SK6 瓦栂 崩n O I 

内外iliiil天色と嘉褐色が印iら llli¥位とi,ti/.を含
内外面とUにやや鼠化する 灰色で噂がみを鳴IJ. やや良

る
むほか；；ルト買土

筍H6,f!,1 DI.! SK6 且騒 -Iii 
へう状Ttlによるヨコ』！句の 内外面灰色外面一郎晴青灰 紐砂位からシ）しト 氏

6 2 ミガキ 色 冑l:
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笞AS図
DI! S11'.6 亙置 怜

口ほ部内外而ともヨユ方向の ＆内面仮決Ill苫灰色一部外lii認灰めr1色で ＂引しからシ）い ややn6 Ii :1 ナデ 色が られる 霞L

吊邸因
hヽU 瓦涯 椀 口U溢品が外へ侑り曲がる I"色! 叫》~Iii褐色外nil:S:い怜 が色~\T-を多卜l'lく介± ややR6 fi•I Uil. むIJかシ）l

笥bS閃
Oli SKfi 且沿 椀 内外'11ともI'やや且化する 内外.,ともに屯灰色と戊色 ，，ルト賢t ゃゃa

SH  ,JJJ;/:, ら

＇ 

碑門 • KS 瓦油 椀 内外面とらにやや蘊化する
内外価ともに灰熟i!1からに •卜sO買l!tl印,,らシル やや良& (,E; llR ぷい褐色 」．

筍85図 IW Sl¥li £澁 椀 内外仙ともにヨつナデ
内外iiiともに反色からfffP.i白色<Ill!砂鼻ト1I'lを含l やや良6&7 色 むflがシIf

屯邸閃
u区 SKG 瓦謡 袷 内外血ともにヨコナデ 内外にぶ面とい：1・. ぶい霞色か か色≫fを含む1;1.やや良OU8 ら い黄ill_色 かシA卜円」．

第85図 D~ SKO 瓦涯 椀
I射1面ミガキ外面祝いすざ9とよ

内面均褐色外 iii!!¼収色 卵“ッパ'i'il1! 心は R込，，に炭化布がH名
669 5.7 る名If! かシルI t 

ややR
する

為距l~ og SK6 .k.iil' 藷
ナV·l面比込みT~なミガ干外iii内外訓ともに碕灰包 シルト買で均惰 Jl. 670 6.3 デ硲廿蟻部に較目圧痕

tf\b5(~ 内外副とUにややIll化する西 船むほ色か杓ナを所々含

6 7 I OP: 
~KG 又笞 惰 (~9) 甘は貼付け

内面灰笛色外面片灰色 シルトから ややE
糾け杓賢I

恥邸図 内色瓜叔色外情1灰色から置灰 愚妙日＆買色較かをナ含うり鱈およHび臼色01-' SKu 上窃 惰 内11111iとblこやや凪化する がシiiや a6i2 u n冨I

,!&SL~ 0{{ SK6 瓦品 籍
1り111iT寧はミ1J.t.¥1ili-rデ高 内外i11Jとい：IJ1色から仄口 シルト~-り郎位

やや氏073 6.d 台対得に板ldlf.!l. 色 it I 

笞ぷ湿 Dl~ SKじ 瓦摺 "' 
内外面I:!,に風化吝しい高わ 内;'.ぶ面灰い白色外illi只白色から 紗砂粒粒をl'l含j_むほか旧 やや下

ll 11 は即・Iい 円色 ll 

昂85図
I.II( !,!(f, lllli翻 II 

(~.4) I,!》内外面と1ず濯化もしい 内外面ともにぷい但色から 3円じmほ色前かl!J慢鉛;";I)tt砂*約そ色貴らt士く含と やや小675 (7.-1) にぶい褐色 !! 

'i,ij5l"I 
DR ~Ke l師勘

＂ 
庄郎折血且

円外面とも円色からにぷい 的か内紐砧を多く含むほ ややRfi 7 B Uぶ） 位色 位曰

万筋閃
H仄 SK 1 5 1:fili料 Ir, 15.0 3.6 

内外面ともに同配ヨコナ千
H外面ともにぶい阻色

E憤力'らシルト貢
ややRij 17 lo.J lt8g{I、..,, ~ t 

.185閃
II区 SK I 5 上師葬 tr, 

(IS.O) 2.7- 内底邪外糸面りとi~I;, に阿配ヨコナデ・ 内が函面惰に貸,!(阻(>汽色色 詑胃からシルト買 やや良~7S !0,0 aJ I. 

!1!85因 (!4ぶ） 内伍糸外面といこ阿伍ヨコ十デ庄 が色位fを T含
(179 Ill! ~KI 5 t妬製 I{, 

＂し8
2.7 切りと・りえられるが!Jlfじ内 I何とも1こにぷいQ色 むほ卜賢か土記日からシ• やや良
百しい 、レ

lllBo図 US.5) 外薔Isl伝ヨガコ回ナチの役闘所格内A面へう
HR ~KI r, 瓦摺 帽 によもヨコ 1ll 内外1目ともに1/!R色 切買なシルI・瞥lややR

680 
いミ11十

笥筋図
H& SK 1 fi 瓦渚 情 外面罰Eヨコi・-.淋Jil!iミガヤ 内外函ともに＂只色 色から暗 葡砂飩四からシル や~·~G81 胄灰色断趾灰白 卜質

ill&S凶 Hirt SJ< I「 上栢笞
＂ 

内缶外糸由切とりもに回転ヨコ・rデti内氣外帽面色とも1こにぷい帽色民 的ンル位をト嘗含でむ一罹18ややR
G82 

寄邸閃 Ill,( SI(I 7 白磁 IIJ 
内面と外面k半籍釉下牛霞胎

霞'Nill,灰か,ら~色白色に濁る 灰合み色祈の霞面-fに空を泄多躯く
やや氏 Ull-A&.s給asJ でケズ1J

分が祝められる

寄邸図 内雌＊厖l↑b沈ケ狐ズが＇）滋でケる外ズ面'} 属狛灰,~色 ＂含が＼色認Uのはか吋ら千れ紅る珀守）I隕々U区 :!K18 臼紐 附
出Hし篤晶恰台下 ややg

68・I (5.01 輸やや白蜀する

笥8$131 11[~ :¥KI 9 員磁 un 内外面ともに蛤l.111入底笛釉 柏上褐灰色 黒色の微位子を含
ややa685 eケズリ露柏 粕オリープ仮色でi!tfl 硲員

笞a&R H~ SK 2 0 胄磁 EL 内外面ともに臨n的紺直ヤ 胎」JI<日色 褐色り）筐校＋を含
ややR

&86 飩籍灰色で揖る み均賞

筍851& ll!it SK20 00 籍 内外illiと!,Iこ徳社 !i:I.L灰白色 気沿RIIJ空HがI}
や良&81 檜日から淡し賞色に揖る 立つ

第8St4 lllit SKZO alil 杓 内外面といに蛉藉 mlt!EI灰く濁日色る 累色＆子を含む や良~8 ti 

11185図
;iば ~Ki 0 瓦苔 外 内方函Cl/il慕ヨコ山以沼l>')J:内外面ともに灰臼色 砂粒から纏砂粒を

やや良 口様祐慮匹伏0 り /JlllllかいカキU外面ナデ 含むnかシルト霞

第お図 HI{ :-K~0 尉賭 ィ明 内面眈泥袖外漏飴釉 籍褐外色甑荀オリープ灰内薔焦 シルトから旧砂粒 ややR690 買士
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霜as図 H~ SK20 瓦開 帆
潤心円II/ll授ナデ外面格子伏 内iii灰色外西,a灰色から仄 ill-的にシ/(~11 やや凡

6 9 J クタキ 色斬面灰白8

il¥86図 1-f~ SK20 白磁 椅
円I姐印11'1-I/U高台一郎枯＂名 鵬胎枕白色 胃色せi't含み気 やや良

692 (5.4) “台邪分ケズ1) 藷胄9がかった白色で優る 岱の亨~ijが1:l 立つ

兌85図
Ht! SK?U 青迅 8il 

内外直といこ高台部分まで瓜 輝［佑灰色 庶釦）杓干をウ扇
やや良

693 3.5 柑 藉才.,ープ灰色 含むほか内費

第85図 （糾!)
k色泣ri:!lT含

Ht'¥ SR2 ll t節涸 且 1.0 l峨面ともやや墜化している 内外iiと ~Iこにぶいを色 8ぽかシII卜から ややR
6?4 (7.ll 

紺け泣'i'Jt 

屯a;図 H区 ~K20 .l店硲 n 内外面としややa化しCいる
内外圃ともににぶ1火Ill色

小色泣＋をを1含 ィや塁
095 が氏郎糸り） bはかシルト費土

笥85図 H区 SK20 瓦悶 椀 内外曲ともやや諷化している 内西!>.15外出iii:/~色
,It:~ 陀子をlir含 ややg 外面底巫次焼紐

696 72 むはか:-1し1・'11L 

寡68~~図1 w.~ 内よ面る全ジ直グサ籍ゲ籍文l!.込1訊み＿面阿ガ転辟へ1こ給I.Vt.!)(色
環色覆い干を所，，含 口絲部の沼を打ち欠

G区 SK 11 A 青霰 皿 2.1 Ill~!\~ 買ll¥ftlによ 良 くがほぼた緊・輪は全
6.U うケX•J~劉釉訳部樽出

袖オリープ炊色
るを消がU立つ •It入

':r.8&図 101 
内紺全鉗＂ぅヶ籍グ;(＂ll.1応fl)慢込と託父み餞三叉娩ガ文昴鼻は露に外柑6 よ W. l・llc伍 憬色讚 r~•賃々 ＂緑 ill:の州絹が変応し

698 じは
SK 14A /Iii Uil 辿

え3るジグ 輸オリープ灰色 ~ti以外均貝
良 ,r-.. 欠くが匹完庄

同転へ

唸 6図 t:t:< SK I ,1A 胄Ill 1111 
9.8 2.5 内L文tiii外萬霞ナil!i回粕デ楼転へt面う篇ケ鵞ズ見リ込樟崖み箕柏

11',t灰賞色 :i:体的に均貧 R 完J1l
59q 出〇 帷オリープ灰色

笥 lll-'ll r~ •貞リ＇全グ文白蟻ll!l!l.ll込．み鼻籍外によるジ 伯土灰I~色
Gl'C SK I・I 冑Iii 11 グ とK叉文爾回転 仝体的に均贄 ~ 

700 (5.8) 
へうケかHtlliNt底引●舶

扉¥llla灰色

<!86図 内面グザ仝グ曲附文釉ほ外応函とみ回樗転による 胎上戌色
C区 SK14 胃磁 ll ジ ヘうケ 仝体.~,に均賃 良

7 0 I ズリ後柏籍k部壽胎
輸オリープ炊色

叩6図 t: 区 SK I 4 冑磁 柏 内外/iii¥-彫ともに鯰囀内面ヘラに 胎L灰色 他的に均胄 良
702 よる りで選滋文 :lillfオリプIK(~で透lJI

第86図 G区 SK I•I 碑 伶 内外面ともに燈軸外曲縞迅弁 粕t灰口ブ色 全体に均'l'I 良
7 0 :i 釉がI- 灰色でやや掲る

笥86~ め直n色 黒色の債Iた泣の子€含
G区 SK I•I 日磁 榊 内外直ともに狐釉LI械糀T,IJ 乃気泡 窄針が ややR

7 0 1 純やや山憬する
印‘に）

笥 6岩
GB: SKIH 8磁 榊 円外iiiともに節翰II械111;G駄 底U胆色 殿色の贔社•“を多

ややR
705 精やや□I~色1こ洟と く含U

声図 柏土灰n色 累色の讚t1;'/'¥,1企・(・H を含

7 0 6 or< SKl4 白磁 'R 内外直とt,に柘fill.I繰oor,u
籍やや灰貨色に洟る

み気泡 が ややR
0'11. つ

笞R6閾 C. I~ SK」ら 白硲 Ill 内外面とも郎玉1: 格紺やや員人が 胎土仄古色 気氾状の空府が日 やや不

707 ある口ff 1.- 籍やや浅黄色I~,璽る ＂つ 良

笥86図
Gl! $1(14 白磁 怜？

内外面ともに厖Ill田出得外反 伯埠白邑 烹色m四子を含
やや公

708 させる 鮎ややU国する
＂ 

笛86回 舶士灰色 褐む色UI全~拉体子にを含 ややィ
しg SKJ4 釘丑 怜 内面給紺外面庇把露油 ほか シル

700 3.9 釉が、1ープ灰色 1・',l 良

訥S6図 (2邸）
710 
,;μ- SKl~ 瓦慇 鉢

(93) 
内外ヽ ともに灰色色を出.[J 臼雲代母をか含目立ら編(8.2) 内外直ともに回転ヨコナデ /,1.Ji:i龍 "ltlR 砂 Uほかシ ややa

ルl・fJL 

芍8閲“ r.i,: SK I -I E踏 g↓ 内外面ともに回転ヨコナギ
内外面といこ灰裟色を品し 今体的にlfff)lv.言 ややJl

7 l J UA楼団9祝灰色 :L 

笥86図
GI>!: SK14 凡悶 鉢 内外両ともに1可転ヨコナデ 内外iili外面ともに灰論色を呈し

樋MlをRむ滋か
ややn

7 I ~ n緑 ＂灰色 シルトロ

笛86即
¥;[.{ 5!...14 A. 瓦聾 ti! 内幻証blゴ頭租コナギ

内外面ともに灰色を生しn
シルトiiで均" やや白

、11:1 給船もとn級外四四連

笥ijij図 t:~ SK 1•I 瓦匹 椅1 内外面とbに丙転ヨコナデ 内外面ともに灰白色
9り粒を所々 含むll

ややR
7 H かシルト賃

訊86旧
（：区 SK I 1 且臨 椅 内外面と1Jにやや凰化する 内面累嗚邸面只色

H妙粒かうシルト ややR
1 I S け.~) 'llt:!. 

第b51召 外田州泊下郎旧閥圧扱認めら 内面灰断怜面色外両合曲灰に校褐左色かれら n；色iけか対鯖を1li々含C区 SKl4 須極傭• 鉢 灰貨色 戌 ややR
7 J 6 れる

色
む 紗位fl.L

需86岱
Gl6 SK14 瓦悼 l1ll ぢ｝ 1.8 

内外伍とbに回転ヨコナデれ 内面と外面□籍慕＆灰色外 砂氏を肝々含むぼ ややR
7 I 7 11iへう切り 曲トー、fから妊懇灰色 IJヽシルトり

芦71沢8 （ 閑：~l 内外illiともに1こぶい但色か 紆色と日色ほ餃か子ンを
GK SKl4 坪悶 JI 17 内外血ともにやや鼠化する 少量含むほ ;,)し ややR

らI"ぷいE色 費ヽ土
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ll',86図
GI! SKH  ~pj器 皿

内面国転+,;外面庄紅-限糸
内外面とい：浅oliti色 和棺ヤを所々含

やや良719 （りI) IIJ 0 1~ かーン'"卜買i

笛部閾
G区 SK I•I Lt.t雑 11D 内I旬姐e・t,t-外釦底椛糸り｝ 内外ともに1:ふい以阻色 砂位を所々 含trl:1ややえ

720 (9」! かシルト曽-I・

笥sutA
Gt- SK I・I t伯韮 !TI! 

内由r~転1·デ外釦庇郎糸切は 内ifiWぷい倍色外面にぶい 白色1/）皿 rを含
やや良

721 部には枯土が卸："'*する ぢR色 むほかシルト貨土

笞86R C仄 SK I ~A t~'li 費 内面F'l'ギ-fl定餞カ1;p;jに1ヽケメ外 1柘面檀色外面忠困色 みほか色約の謂やセ~,杓キエをイ多
やや只

1 2~ 創ヨコナ Uによる頂餞
く含e

笛8ill<1 !lM) 内面1:面と外llit1'部`栢NI口
佑fj上(J灰漏(とl 色 渇色tlf~多く含

12:i しK :.K4 u磁 惰
外6,9

6,4 融部迎高に見台幅込広み沈く翰ケズリが {J ややn
l¥い内面 遥る

笛87凶 rn S R~ 白磁 閲
IJふb)

内外1tiとも恥何U船狐tiic
層J土灰rt色 嶋色位テC多く含

やや良
134 糟白沿色 む

11¥8i閲 !i7A) 内7-外,tt;直ともr.籍柑・rlは部 t<,馳L仄白色 皇色位子を~!ti.IC'I< $K4 白磁 泊 に外し111 1li体1111.tl,~w ややa725 
比耐l条；；；下位に濁11文

籍やや得註色の11褐色 か坊餞

第81!ill c≪ SK4 k閤 濱
116.Rl 

56 
内面T事れミガキ9面f,lli:ヨ

内直爵灰色外血U色
(1110~ からシIH

且7H  (6.9) コナデ嘉七1111.flt 胃上

!1181凶
CG. SKI n席 隕

116.6) 内外iiともにヨコナデ外直エ 内色lflljj(色外面灰もから揆は t体的にシルト胃 やや且
1 n Jl,によるXi?Iが氾められる で均欝

;il87図
Clit SK4 瓦柑

,,., (16.6) 内外illiともにやや訊化する
内外叩ともに炊色から液内 令で均り的賣にシルト費 やや良

718 色

笞卯凶
CR SKl 反閥 Iii 内外図とも1こやや1f1化する況 内外面とゎに灰色から灰芸： 泳色l',-f.を所々 含

ややa
72 9 (7.0) 台IJl/l,i・Jl・J 色 むほかシルト賀

第81図
rra. ~K4 伍粉 隋

廿ill/lilliともにややlll/口る屑 内外面としに贅松色断ili!Iこ仝,~的にンルト負 やや良
no  (SA) IJWi付り ぶい俎褐色 i 

聾87厄 内面ミサ工キ共外I~団百るrliiXsコナデ 外血と内iliiギ分以色で残り 全体的にンルト買
（＇区 Kヽ4 K版 閏 底鴨に 日Iが記め ややU

73』 (7.0) 
られる

黒碑 .I 

澪ぶ図
r区 Kヽ4 l・h, 罪 瓜

似{ 1.:1~ 内外而Lも1こ!O.化るしいまた
内外面ともに1;ぷい苫但色

↑体的にシII令卜冑 やや不
'/32 6.B LO 全体的にi<U 土 .a 

笞 7図 rn SK~ 上師悶 II 
8-2 

l.J 
1•1 tt洞iともにやや萬化する庄

内外禰とl,Iこにぷい侶色
全体的にシルト憤

やや良 完祁
7 3~ c;_2 祁に糸~Jl1認められない 土

I 

鉛87図 cp; SK-4 I糾悶 Ill! SA 1.:i-四外111iとも捻にややら凪11化なすいる庄 内外面とbに代色でn什那 全I•的にffl¥位から
ややA7 3~ 5.0 L3 甜に;;¥Iりは の一冊褐色 繍砂粒可t

咄 7匹 C区 SK4 .tr.,l!i 1m 8.6 1.0-内部外糸面切ともに配転ヨコナデ庄 内外面ともににぷl橙色 仝作りにシルト質 ややH
ns  7,1 Lo t 

・岱87悶
C区 SKり LF.i鼠 TIil 8.U 11 

内外面ともに回転ヨコ1デ底 内面にぷい橙色から鴻灰色 仝体的に:,JIト費
It 73r, 6.7 絡糸切 外にぶい橙色 t 

;llA7閃
Clif SK4 tlif211 nn 8.7 

t.3 
内外面ともに1iii転ヨコナデ氏 内illilこぷいJjliJ(!I 全体的にシルトか

ややR
7 3 7 5.8 笛糸切 外叫伐黄ほ色 ら棚紗Ii買土

;J¥8700 Ct, SK4 土峰臼 1111 
<0.0) 

1.3 
内外函ともにやや桟化・rる底

内外面とも1:1:..ぶい芸控色 全体的に加 1がら やや良
ras (6.7) 団紙り） 出砂い賢土

棗7357図9 C区 ~K4 ttli計 ~ 
(15,4) 

2ふ 内外面ともにやや風化する 内外iliiとらににぶ~\橙色 全 的に砂raから やや良(JU) 則約粒刊」＿

第H7L~ <;p; SKヽI J:甜計 f-11! I蜀 MA) l,,z> J.-0 内外11といJ即餌追 内外illiともににぶII盆は色 シルトかt囁砂粒
やや良

740 内1/ll-illllll灰色 買L

笥871,;J C区 SKヽI ~to 6鋼 内面ミガキの悶の控虹外面の 内外面とblこ叉色で歎面光
7 4 I C22lil み閲 niがある

1187L~ c区 SK•I 沿.l, 巧蜀 叩内血大樗き鉗く/fl外l面fで敢整F倦を積ケ窃ズj/9f 内外面ともに晴灰色から沢
外嗚スス/.I藩

742 し姐手の中央穿孔その他のみ崖 色

笞S?図
C区 SK4 滑石 石艤

内面ミガキq,霞の如ilの 内外面ともに況祝0)ある灰 外曲スス,,,著
713 J)屯 色外iii/1, 品色

筍87図 (16.5) l"!mi鯰頂ミガ外キで化兒す込みT.Rによ 内!i1(;:ほ'1lか黒色外椙血口1111,1;/)板 ロ色IHを'"''~
7 14 
L区 SK Z4 瓦器 椀

邸 s.~ る iii楓 る高uflllJ
鍵色ほか黒色 l!Iれかシルト'llt.Lやや良

II 
＇ 

内外外'"としにや内や面工鼠化Rずるが Cl色の細砂粒を多
笠sm (16,0) 内外直ともにn融面から上

しK SK24 瓦営 情 直ヨコナデ による く含むはかシルト やや良
7 45 x印が必りられる 平郎玲灰色下半閑灰色

買土

'.m711l L区 :;K2•l 白磁 惰 内iJ!i全で面籍給籍外面高白外面J.魯胎灰白色 坦み日所が色認位々子気め泡をら荘れ欣Q干る)空含 ややH
74fi l~.l) 中ま 釉やや灰色で手遇問
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郷 7以 LL~ SK2~ i瀑 l!il 内外ヽともにやや島化する
令tはりに紐紗位買 やや... 

14 7 (ff.7> 内面灰色外面灰貨色 ± 良

'1i81!ll LI~ $K24 l.i紐 柑 内外直ともにやや風化する
？体的に1i1紗Ill.flやや不

748 (6.1) Miii灰色~illi吠黄色
L )~ 

111M因 LI,/. ~K24 J"ili 拷 lり外貞ともにやや嵐化する 内面岨IR色とFRIii色が阿I:
日色の砂拉を含む やや不

i48 (G.a) なる外iii浅白色 暉紗,~賢t 良

第37図 LI& SK2 4 吊石 6鍋
,, 姐面ミガキの厄襦 外Pl!IT)柑印樟i郎 0)必る灰色外

'l 4 9 
外逼スス付笞

み紅 面船色

笥ij7図 I I! SK24 隕石 石鍋
内由ミガ和）騒の襦紺外面の

浙面ややが身を栴光沢り）

1 fi 0 
ある灰色内外ifj≫;l色から灰 内外臼ともにス:;t.t.J召

(31.2) み杖 I!~ 

第15表土濃菖・火葬菖出土遺物計測表 “位は01,( l ll. 反柘復ェによるlt,111数低

悶 潤fjk{tll・l:l釦＊と陀膿 猛R ほ複
Lil! 雲 苔応 隕吃・社揖・文楳 色

＂ 
!Wt i← rut その他の1t徴

底H

11189園 0区 SK8 j!f磁 隋
l6,S 7.3 内内l1.li外込?iliみ,-1'とキ呪lln頃tJ暉tにtよ火1っ即:nてtl玲lt州・彫暉体るA 祁船l灰白色から戌鉗橙色 均情 ややn

n 1 6.2 18か）ーゾ灰包

¥1180図 Dば SKS → ti. 闊 小鼠 7.4 1),9 内外直とも1、:(FJ~3コナデ旺 内面褐沢色•昂織渇色外1、 令体的にシルトか (4 
7S l M 置名切 にぶい高8 ら圃紗位質J:.

ill89因 ll16 SK8 "配屈 1)ヽ鳳
(7.~) 

D.9 
内外IllともにM転ヨコナデ庄 内転1こぶい橙色外面灰Jli属 砂拉を所々含むI!

ややH
・1; 3 i7.2) 属切 色 か細砂灼WI・

筍89図
l)L{ SK8 J:節罰

(8.Z) 
08 l'l?ltliともにlello3コナデ底 ややa

7511 
小鼠 (7))) 篇糸切

第~~図
OU SK8 tam 小Jll

(8./J) 
08 内外面と'&Iこl司転ヨコナデ紐 1'-lnlilともににぷい返現色

シI~I·からnr~位
ややa

7 5 5 (6.9) 団糸切 買t

笥89図
l)区 SKij 鉄器 tr 長さ 悶さ F半薦賛l•l苔 断面!!-/ill,

766 2.0 I a 2~:i.• 

11¥89閃 D区 SK8 ” ti 
n~ P}o! 全体1・A渭け沿 IIJr面出力胎

161 :1.2+ 0 :!~4匹

り~sor~ D区 SK8 餃嬰 釘
aさ ”さ 全体に木項/.I笞 幅ili1i淫

?08 LI• " 3四
;i¥89図
n区 SKS 鮫 rヽ

女さ 財さ
令体に.f-1'11-J答 厨面k方肝

1&9 12.o+u 2~4 .. 

第891,1 l}I,( SK8 仮滋 11 
仕さ μさ 全体に~:買付な - 霰出比方釈

1 6 0 1.2~u 2-3匹

jl\S~('G 16.8 7.o~ I~ 面と外面ftlllll'~ I&籍内頁
fut: 罠色 悶色莉(・を多くt nil輝 の嘩を外負I

I.S: SK22 直 楕 iiが所に慟によるングザグ文 良
15 I s~ 7.2 以外ii節による力牛lel:$1.1) 籍オリーブ，*色 む からIIち欠く

祁9L4 1'1.6 ロ械祁ヨコtデ見込みヘラl~ 内面見込み灰白色II蘇節4l白色をお含よむび出色釣
JU SKi2 瓦団 撓 6.1 T Jlかシル I¥ 

7 6 2 7.0 工凡によるミjfキ よび外面灰色から応灰色 ~ll t 

第B9f,I 0,3 内外,ruれともにlei転ヨコナデと
内外碍iii灰とも1こ灰臼色で外面

seおよび俎色/,:
11.!'. SK22 且柑 lllJ 2.J みえら るが底郡ともに凰化 fを含むほか紐紗 やや且

763 6.6 茨Lい の色 れ買土

'l¥8汎` (16.0) 内繭阿先綸転ヨコナデ後へ,t~ェ内illi鍼灰色外面員仮色から U色r:1や鳩色粒T
7 6 4 
1区 SKii 且粒 薗 16,、1l S.3 j¥11) でヨコ};向に/RI』ミ 灰色

を含Uほかシ/lトa 
If'¥'-外ilii!llい日じへうミガキ 胃t

!1189l'Jl 1116 SK i I 円縁 食 rJ械部宝は
拍r.灰日色 は色l'l.1を含U気

且
7 6 S 計オ •J-プ灰色 也状り）空~M

第8914
M仏 Sl'28 七繕沿 鳳

9.3 z.o-内外iiともに諷化オしい底岱 内面橙0からにぶい紐外 白色~ttを含むU
やや日

/ijf, !i4 

＂ 
糸り 面にぷい＂色 か紺砂的買上

第16表掘立柱建物跡出土遺物計瀾表 爆怜．は.,.,(IIt反1頑は1コ琴I圏設包

遺寄
膚fit{出l遺帆と位置 塁買 料穫 口＂

ffl郎仔
歯賞 鵡9・釉直・文ほ 色 訓 舶 上 焼貶 そI)')他のりy鸞

畠号 良怜 (~ 准

笛四t;l Bl.I S 114 -P 3 白日 隋
l&O 口紘郎-Ji紐•l'lifl全面とかU Jill灰凸色 公沿!~~汲直が多

やや良
767 l.:11に鳥伯うすいltA fjjオリープがかったれ白色,, 
笥93!1(!
FL< Sll~-P3 I沿9器 Iヽヽllll

(7S) I a nu那内外面ともに同しナデ 内外由とt,に1:ぶい贔檜色
flj!)ti! 質tからシ

ややll
76$ 6.2 R,'./-みJ}jfolU,lナデ庄駕糸切 ルト甘 l

'il¥931,1 ゃOlit九ffll<CJ-~郎11で外渭頁氾lt誓めlにゃ 柏T.l/<13f'l 汰泡状の空門がク
FL~ Sijb-P3 門磁 椀'/ tt いf¥ ややa

76り it,~ 外ilii楢匂
釉不近渭f~ftl!l い
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第93因 Ff,! SBS-P3 瓦屈 椅 口Ii.SJ頭転ナデ見込みミガキ 内F外半面ともにn縁迅灰白色 籠ト砂a拉.I:質からシル やや良770 隅冑灰色

第93腐
F区 SBS-P2 黒石 石繕 残存長 幅 厚さ ＂塁で先嬬郎ク）が欠揖する7 7 I LS u 0.5 

笛95図 内訥面でナ全面デ島鰭一憾目鯖外面●
胎土灰色から一第1こぶい赤

Eli Sl.l?-1'2 胄磁 椀

飼蜀に色ふ•·•貸色かちオサープ貿 鯖け控買t 良 懸州緊系11Z (7.1) 

第 17表溝•井戸出土遺物計測表 屯位はco,I )は反に復元によるiffllll孜低

遍術
潤畜K 出土遭檎と化舅 謡 諾 盟 嗣氾8 憐“ 鵡窯・積潤・文楳 色 謁 11_, 上 知i その他の特は霊号 Wh伍

即'l0/ 0J 厄 内面と外蓮面苓全文蒼をおH•よlf.びり高・内台面全 納藷オ士褐炊色ブか灰ら灰白色J ~ SDS 冑磁 惰 ij.S lllf 外面
リ一 色

シルト胃で均質 良
に誕柏

即7 O7O~[l< .I区 SD6 1'1'111 惰 内外面全面と濱台外面まで惚 胎土灰色
白買 良-1,7 軸 藷オリープ灰色

印70705屈 咄粕しii'iぶ台全面内側と高まtでr外精iiがま8iでれ翼込 肋籾土灰色から灰白色J区 50ij 冑磁 椀 6.5 灰オリープ色が1良け臼< シルト買で均買 良
む 渦る

り7107暉6 J区 ~06 胃磁 撓
内外直全乱と心台外面まで込 舶籍；Iii!はか又色｝から沢白色 塁緻で均資 (,( 

6.0 紬 ープ灰色

如00~
J区 SD6 胃Ill 隋 飩砿狛で淋さな快：節れ択・内~エ佃凩に輝峡よる•外カキ繭U貴 飴怜J:オ黄リ灰ー色プ灰色 恩や色陀や均子を含むほ やや良7 77 (4.9) か費

第7107118屈
内外ぶ直台全面内州と高台外iliiまで黛

納籍灰tがa色1にー近プい色灰白色 所々気滋ら状れのる空
J区 SD6 胃磁 帆 (5.6) 袖し まで犠が計れ込 が認の ほか ややa

む 内胃

~7170暉9 
内面口紬郁帆ヽ :3灸の沈篇と

舶藉土奴灰オ白色から灰沢色J区 $D6 廿磁 惰 大狐に代墨文•内外面ともに シルト買で均買 良

橙"
IJープ没色

第7lO8O0lil 外軸面縞也弁・V,J外面ともに尻 給籍灰上明オ胄灰色 所が々認気め怨ら状の空11
J区 5D6 青磁 Ill れるほか やや良 籍がやや犀い

リープ灰色
均質

笞7!08 0I 包 内花で面文底臨邪をI範みt,ず艤カ・内伏キ外紺殴面る‘必と貝による 給駒l灰白色 体隅e川かく打ち欠いJI{ SDO 胃磁 !Ill :1.0 も扁紅
オリープ賞色

堅識で均貧 良
ている

~100図 J区 noが 内111!蒻杓.tlを込すカみ• I'キ黛げ取~状Iiiる•松と鷲伏の文 胎・nltS色から明胄灰色 凩色位干叙み所々S06 日磁 IIIl (3.1) 2.6 "を も籠計で
＂灰色で半透号 i 気痴泡状砒の空曲偵"が認 やや良782 

底部

溶'7JOij O3 屈
燦色および灰色のは

J区 S06 Iお 惰 6,3 内外i1!1ともにやや嵐化著しい 内面灰白色外面惰灰色 秒位e含むほか やや良
シルト賃上

'.ll"lOOlli 
J区 SDG 瓦骰 籟

内面ミガキ，I外面ややll1化苓
内外藝ともに灰白色と灰邑

シルトがら組砂誼
やや良7り4 (ti.、I) しい 買t

雰aIOOslll 見面を込紺皇みです籍に・内ス帷外タ面ン全プ状との高界彫り
駈土青尺色と灰色がJiiのよ

J区 506 冑Ill 撓 (6.2) 台外 うになっている・莉灰オ 編砂沢買 やや良
リープ色で自＜瀾る

第100[2
RN SDG 白磁 捐

UM) 釉口絨611北給・内外面ともに覧
胎藷灰奴芸k白色色に濁った半透打 患むほ暉か+翌黛f:多で均く含責 ややll7 ij6 

:J¥7)8007 区 J~ $D6 白磁 撓 内と高面台見外込紺みよ鬱で日籟・内籍外面全面 馳藷灰L芦日に色近に濁い灰ったB色半透筍 黒析々色気位泡子状をの含空~みij 
やや凡(6.2) 

が認められる

労7108暉8 J区 SD6 じ1m 隋
内外面↑面と高台外面の一憚 胎翰よオBリーにプ近色い灰に近B色い灰白色 堅微で均質 やや良

あらゆるNinを111かく
(6.1) 樟翰 打ら欠く

で牛透明

!11710809 [1< J区 SD6 U磁 擁 内箇紐外禰ケズリ llfit荻日濁ae. 忠所々色気泣泡子状をの含空み詞
やや良(5.4) f!I~ した半遠f/J

が認められる

戸710900~ こI-内ilii体外螂iillti軸外正下手舅柏・外 胎；t没黄色 纏む所沿々干紅滋を多状く令 やや不J区 SD6 冑磁 惰 み の空4.8 り稜範輸 ft;t•J ープ富色
只がI!められる 11 

~[79LOO1 ~ Jl7; SDO El磁 蘭 内範i~-ケズ 'I 舶B土・藉禎浅賀黄m橙e色にに近濁いっ灰T透B 気沿状Q}空租が認
不良(7.0) められH

明ではない

即7°9゚2区 J区 SDO 白1!! 撓 見下半込はみ露に胎沈で線ケ・内ズ面リ蒻詑外面 飴胎只：t灰白涵白色した半i'Jljl]
褐所々色、気位抱イ状ーをの含空み糾

やや良5,9 
が認められる

即7゚9暉3 J区 S06 白磁 椀
内iii爬輪外面下半は露胎でケ 納：t灰白色し 更墾色泣織午で均を合むぽ やや且6.0 ズリ 翰只白漬 I; 半透明 か 'l'I

固7゚9O4lii J区 SDG 惰石 石鱗 内J面ミ絨Iミ直を研烹外面受感で
が認めらnる 全体的に灰白色から灰墳•色

即709051:, J区 sos 糾 仏!!.?
幅 ＂さ 員胄が吹き皇化髯しい 脅屈色がら深紬色2.2ca 3 .. 
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閉LOO閲 J区 SEI 磁峠 惰 染H7 g 6 □Ii: 孤に甜文 fl 

即7(9107~ J区 SEI 因i111 訊・
外面体部上・ドに曇尺柏内面旧 舶上にぶいふ褐色 シ）ll-質で均買 ll 
転ヨコナデ 鰭次白色

111 100~ H< SBJ “閑

＂械餡 Ii立紅がり外面2灸の 約土にぶいか島色 白色砂粒を含むほ

788 すり鉢 凹l!fに銀泥翔・内外仙ともに回 a 

伝1/lヨillfコ休ナ撼デ下内亭直1休:tt椙lllヵ-l'R
釉極硝赤Ill色 か絹妙れ円」

閏tJI{ SEJ 白磁 愧
・tlill-ii 
泊釉J.1・1白に近い灰白色

翌色粒子を含み気
に緬輪外曲卜半鵡柏・ケズ') 8状の空禎が認め やや良(5,6) 
1いも怜 色に濁9たキ迅'" られる

第IOOl'l
J!l: SEI uil 饒

＂稼謡ヽg, r~外面ともに捻 蛤.Laに近い灰白色 視色杓千を含,,ti
8 0 0 

やや且
~~ H白色1こ濁った¥碑 i'( 

第81000~1 JR ~J; I 庫器 すり鉢
外内i~'I灸をll\1れとするカキfJ ・ 内外,Iiiともににぶ＼、n色で t体的に編¥Jl¥'111

(L2.6) 酉'"修回転」コナデ・庄郁 ぐぐ•fl
斥切

柑々 ／財褐色をます 1. 

因03~ 0区 包含層 隕賃L
骰'ff,J鉢
10.6 I (,I 

汲コ稜ナ綜円デ紐下、半外面に面E1胴条沈郎の鯰検t！ぇ半鍼がにそ内2の通桑間のヨ
内外邸凸とともにIf肖K然色内飽曲 シルトから記誓． tifを付していたが穴

即 閲t 6.7 10.3 H.7 員蘭愚k覆研珈浅1む外創
高 外面U)-郎(J Iこ 良♦f
よる貧白色断面臣灰色

~! 緻で織柑 IQする
訟ユ静iへうケ..ズ負.庄-鼻t·~-汗~を

第18表古墳出土金属難計測表 11,l位ca

遺物番号 調査区 遺構 器形 材質 計視’

第10]図802 N区 SOI JJ子 鉄 全屈7.4-'-a・刃部長5.2+cr・刃部転l.5・廿幅0.3

第101図803 N区 SOI 鍔 鉄 艮径4.3・知径3.3

兌JOL図804 N区 501 耳菜 金メッキ 長径3.1・短径2.8・'"'さ0.2

第101図805 N区 SOl 鉄媒 鉄 全長 18.2・ル部-r111部長12.2· JJ部椛 1.1 ・茎部厚さ(1~

第101図R06 N区 SOI 鉄鍍 鉄 全長11.6・ガ部～［姐部長6.8・刃部幅3.5・刃部厚さ0.2

第19表古墳出土玉類遺物計測衰 単位111D

遺物番号 潤査区 遺構 沿形 材質 色覇 長さ (jlljさ） 船（径 .fl径 祖

筍101図807 N区 S01 丸下 ガラス 濃紺 7.0 8.0 fl.0~4.0 0.7g 

笥101図808 N区 SOI 丸：R ガラス 濃紺 5.5~6.0 8.0 
2拿゚
0.5g 

第101図809 N区 S01 丸玉 ガラス 濃紺 4.6~5.5 9.0 LO 0.6g 

第101図810 N区 S01 丸で ガラス 潰U 7.0 9.0 2.0 0.7 g 

第IOI図811 N区 S01 丸玉 ガラス 濃 5.5 9.0 2.0 0.6g 

笥101図812 N区 S01 九玉 ガラス 濃紺 l>.O 8.5 J.5~2.0 0.6g 

第101図813 N区 SOI 九玉 ガラス 濃紺 6.0 8.0 1.5~2.0 O.GSg 

第101図814 N区 SOI 九屯 ガラス 濃紺 5.0~6.0 7.0 2.CJ 0.6g 

笏101図815 N区 SOI 丸玉 ガラス 汲柑 (tO 8.0 2.0 0.55g 

第lOl図816 N区 SOl 丸玉 ガラス 濃紺 tl.0~7.0 6.5 l.:'i~2.0 0.5g 

第101凶817 N区 SOI 丸玉 ガラス 淡緑灰色 4.0~,t5 8.0 2.0 OAg 

$-101図BIB N区 S01 丸玉 ガラス 濃紺 :l.O 5.5 1.0-2.0 0.2s 

第101図819 N区 S01 丸玉 ガラス 濃紺 3.()~4.0 4.0 2.0 0.1 g 

第101図820 N区 SOI 丸玉 ガラス 濃紺 5.5~6.0 8.0 1.5 0.7g 

第101図821 N区 SO! 丸玉 ガラス 濃紺 7.0 9.0 1.5~2.0 0.8g 

第101図822 N区 S01 丸玉 ガラス 濃紺 6.0-8.0 RO 2.0 0.7 B 

第101図823 N区 SOl 丸玉 ガラス 濃 I 7.0 8.5 15~2.0 0.7g 

第101図824 N区 SOI 丸玉 ガラス 濃紺 5 5~6.5 9.5 2.0 0.8g 

沿101図825 N区 SOI '丸玉 ガラス 績紺 5.0 8.5 2.0 0.5g 

第101図826 N区 S01 丸玉 ガラス 濃柑 5.5 8.0 2.0 0.4g 

第101凶827 N区 SOl 丸玉 ガラス 潰糾 5.5 9.0 1.5 0.6g 

第101図828 N区 SOl 丸玉 ガラス 濃紺 4.0~5.5 8.0 1.0 0.5g 

笞101図829 N区 SOl 丸玉 ガラス 濃糾 6.0 9.0 2.0 0.6g 

第101図830 N区 S01 丸玉 ガラス 濃紺 5.0~5.5 7.0 1.0 0.5g 

第101図1331 N区 SOL 丸玉 ガラス 濃fl! 6.5 s.o J.O 0.7 g 

第101図832 N区 S01 丸壬 ガラス 紺 4.0 8.0 2.0~3.0 0.4g 

笞101図833 N区 S01 丸玉 ガフス 紺 8.0 9.0 1.5 0.5g 

第101図834 N区 S01 A玉 ガラス 肖 6.0 8.0 2.5 0,6g 

第101図835 N区 SOI 小玉 ガラス 斉 5.0 8.0 LO 0.3g 

笞101図836 N区 S01 小玉 ガラス 淡育 3.0 4.0 1.0 0.1 g以下
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まとめ

今回報告した竪穴住届勝は、全追構の約7割を占め、 105棟検出された．実際は.Iり1平などを考慮すると

数は増えるものであり、現状での住居の片奇は削平を免れた篤囲とも考えられる．住居が集中する範開ぱ、

D区中央、 B区北東側、 R区北西側.1区は束側・北東側・北西側 ・西側の4ヵ所 ・K区北側 ・Q区を中心と

する栢l!I:]でlOヵ所に分けることができなここでは住居群の成立と住居群の中での変遷について整理す

""' る．土師器の編年については、柳IJ:1康雄氏の北部九州七師器編年図を使用し．須由器は、舟Ill良一氏の九州

"''" の須忠器組年を使用した，また、住居変遷図は．近隣である粕屋平野周辺の弥生詩代後期から 7世紀まで(/)
, ll,I) 

竪穴式住居変遷図から比較した。

第碩竪穴式住居新旧関係表

古 新

D区中央

SC7『~1~こごi°-sca
SC6 

SC2一沈 I

B区北東側

SC21→ SC20-SC18-SC19 

H区北西側

s~ → SC35→SC切→SC38 
Ls⑳ 

SC: 正 SC公

SC、32-SC31

1区

SC68→ SC69 

sa茫 SC62
-SC63 

→ SC60A→ SC.'60B→ 

SC58~SC$9 

SC55→ SC56 

SC61 

SC53→ SC51A→ SC5IB→ SC52 

SC47-SC48→S⑫9 

亨→S033 

Q区周辺

SC切A→SC図B→SC94C→ 
SC89 

SC9lーSC90-

1. 竪穴式住居の変遥

各住店群で確認できた閥々の住居の新10関係は左の通りである。

切り合い関係を整理した結果、各段附において変化に共通性が考え

られ 5段階に分けることができた。

筍1段限は、 SC7・SC64・SC72が該当する．竪穴部は深く検出

面の平1紺形は方形で4隅がシャープである．周照溝の輻は狭く｀全

周していない。出土土器などもいずれも比較的多くまとまって出上

している。

SC7は、須恵器の用上は認められず亀各湘稲の＋．師器が竪穴部

の南束側床面よりまとまって出土した．

SCMは、床面に仕切り消などが検出され．堅溝は、壁溝際の床

面より杭痕を検出したことから板材を使用していたものと考えられ

る。竪穴部の床面西側では陶質J:器とみえられる鉢が l点LBI: し、

カマド周辺より上師器がまとまって出士した．

SC72は、間1質七器と考えられる縄J席文を胴部器面に施す甕を出

上し、こ0)ほかに竪穴部0)床面の北測と求側．南西側のa.,. , 祈より
土師器がまとまって出土したり土師器の中には喉の胴部に竹菅文を

施すものやllbの特徴を持つ高杯などが同時に出土したu これと近

似した遺物出上例が廿木市宮原遺跡B・C区の3号竪穴住居昼内t
11!1) 

塙Aにみられる。

第 2段階は、 2つのタイプに分けられる。 D区see • 9. Bl.i< 

SC18. KばSC73は．堅穴部が比較的大形で登溝は全周し、排水溝

は認められない。これらの住店は第 1段階の住居の周辺や新たに岨

独で出現するものである。

A区SCl7,B区SC20・21、D区SCI・2、G区SC況、 H区SC'3(J・
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32・ 高 1区SC51・55・58・60・68.K区SC74.Q区SC94は．おもに拡張を伴う住居である。この段階で

各住居群の配讃がほぽ群単位でまとまるものと考えられる。

第3段階は、 D区SC3・12、H区SC29・31・37、 1区SC56・59・61・69・66で、竪穴部の宅軸が先代の

住居を切っているにも関わらずやや斜めに立て替えられているもの、排水溝が著しく発達しているものなど

が認められるe

第4段階は、 D区SC8、H区SC33.・34・39が該当し、小形の住居が単独で検出されている。また.B区

sc;19、H区SC38、 1区SC52などは．先代の住居が何度も拡張して竪穴部の床面積を広くしたにも関わら

ず、この段階で確実に狭くなる状況が認められる。これ以降台地上での住居は数が漬り，台地の周辺でやや

傾斜した場所より検出される。

第5段陪は、 K区SC83、0区SC93・P区SCOO・QSC102・105やP区SK30・31.Q区SK32が検出される．

住居は、 SC93を除き周壁沿を施さないもの、または全周しないものが多い。

以上の5段陪を編年にあてはめると、第1段陪は．土師器編年のDI-aから皿bで．住居変遷図ではW期と

V期の間であり、 5世紀初頭から前半と考えられる。第2~3段階は， 上師器編年のIV~V期で、須恵器編

年のIからn期である．扇も住居が多く検出され、久原集沿の繁栄した時期と考えられる。住居変遷図では

V期である。第4から 5段階は、須恵器編年のII期から皿-a.期に相当し6世紀の前半から中頃で，住居変遷

図ではIV期とV期の間である、，これ以降この範囲で竪六住居の検出は認められない．

註1: 古J"時代の研究 6土師器と須恵器 石野博／品ほか 1991 雄山閲出版株式会社 J妙I~妬

註2:占填詩代の研究 6 i:! 師器と須恵器 6野博倍ほか [99] 雄山閣出版株式会社 1)143-151.

註3:大隈栄松遺跡儡1磁県糟品郡料1凪町所在遺靭の潤査粕屎町文化財調査帳告害第7渠 粕塁町教脅委貝会 1994 

荘~: 九州横断臼動車道関係埋馘文化財躙査骰告 14 L「木市所在宮尿還跡調査I(B・C地区） 罹閾咲教育委目会 1~ 

参考文献

日本厚始・古代仕店の研究石野悼侶 1900 吉川弘文館

古文化談叢 第糾船 小田宮士雄 l切l 須忠器文化の形成と日緯交渉・総説編西日本初期須恵器の成立をめく‘ってpl~92

盲地原111尿田］ 宗像市文化財関査報告畜第39築 宗像市教育委目会 l吟1
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